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プロローグ









　何かが寝床に入ってくる気配で目が覚めた。

　瞼まぶた越しに優しい日差しを感じながら寝床への侵入者を両手で捕まえ、モゾモゾと身を捩よじる侵入者をギュッと抱きしめる。すると、侵入者が途端に大人しくなった。侵入者の身体からだから温かな体温が伝わってきて、俺は再び微睡まどろみ始める。

「おはようございまーす。あれ？　ヒロ様ー？」

「んー……？」

　んん？　侵入者はミミかと思ってたんだが……？　エルマはこういうことはしないし、姉妹なら二人で来るはずだし……抱きしめた侵入者の身体のあちこちを触って確かめる。身体の大きさはミミとあまり変わらないが。

「んっ……」

　ふにっと柔らかい感触が俺の手に伝わってくる。しかしその大きさはミミとは比べるべくもない。うん？　そう言えば俺が寝ているここはどこだったかな？

「えっと……一時間くらい後に起こしに来ますか？」

　遠慮がちなミミの声に一気に意識が覚かく醒せいする。俺は冷や汗が噴き出してくるのを感じながら自分が寝ていたベッドの布団をガバッ、と引ひっ剝ぺがした。

「や、優しくしてください……いえ、少しくらいなら荒々しいのも……」

　ベッドの上には頰ほおを赤く染め、潤んだ瞳ひとみで俺を見上げてくる少女が一人。

「クリス!?　クリスナンデ!?」

　俺の悲鳴が屋敷──ダレインワルド伯爵家の帝都屋敷──に響き渡……らなかった。

　いやぁ、流石さすがは貴族の屋敷。防音が完かん璧ぺきで助かったな。

「悲鳴を上げるなんて酷ひどいです」

「だからごめんて」

　クリスが頰を膨らませてプンプンと怒っているが、申し訳ない気持ちと一緒に可愛かわいいなぁという感想が出てきてしまう。まぁ、クリスも本気で怒っているというわけでは無いようですぐに機嫌を直してくれた。

　俺達は今、帝都のダレインワルド伯爵家の屋敷に滞在している。

　御前試合を終えて一度グラキウスセカンダスコロニーへと戻った俺達は、目が死んでいる整備士姉妹を拾って再度帝都へと降下。ダレインワルド伯爵家に滞在しながら帝都でこなすべき仕事を片付けていた。

　俺が御前試合で有名になったからか、それともゲートウェイの通行権を得たからか、それともプラチナランク傭よう兵へいになったからか、はたまたゴールドスターが効いたのか。帝都への再降下申請は思いの外簡単に通った。

「しかしアレだ。ああいうのはやめような、マジで。俺の心臓が保もたないから」

「ドキドキしましたか？」

「ドキドキしすぎて止まるかと思ったわ」

　マジで洒落しやれにならないからな。

　クリス──クリスティーナ・ダレインワルドはダレインワルド伯爵家の唯一の跡取り娘である。

　現在のダレインワルド伯爵家当主はアブラハム・ダレインワルド──彼女の祖父だが、その跡継ぎであったクリスの父はクリスの母親共々叔お父じに謀殺され、跡取り争いのすったもんだの末にその叔父も当主であるアブラハムに処断された。

　その跡取り争いに俺達クリシュナのクルーが偶然関わることになり、その際にクリスと暫しばらく一緒に行動したのである。その縁でクリスとは……まぁ、その、友好的というか、一言では言い表せないような絆きずなを育むこととなり、ダレインワルド伯爵家とも浅からぬ縁を結ぶことになった。

　ちなみにクリスは黒髪と、限りなく黒に近い至極色の瞳を持つ美少女だ。身長はミミと同じかちょっと低いくらいで、体型は……うん、今後の成長に期待といったところか。そんな彼女からは過分な好意を寄せられているわけだが、流石に手は出していない。

　何せ相手は伯爵家の令嬢で、しかもミミと違ってまだ未成年だ。俺にだってそれくらいの理性と分別はある。

「あはは……私もびっくりしました」

　そう言って俺達と一緒に歩いているのはミミである。元コロニー民の普通の女の子──と思いきや実は祖母に当たる方が現皇帝陛下の妹君であるということが判明した。普通に見える子が実は一番の爆弾だったというアレである。

　ミミに関してはなんというか色々と手遅れだったので、場合によっては帝国と真正面から喧けん嘩かをする覚悟もしていたのだが、皇帝陛下は実に話のわかる方で、事実を伏せて今のまま彼女が傭兵として自由に生きられるように色々と取り計らってくださった。

　そのために御前試合が行われ、俺が滅め茶ちや苦く茶ちや目立つことになったのは……まぁ、然しかるべき対価ということで受け容いれようと思う。

　身支度を整えるためにミミとクリスの二人と別れ、洗面所へと向かうとそこには丁度エルマがいた。彼女はもう身支度を整え終えたらしい。

「おはよう、エルマ」

「おはよう、ヒロ。よく眠れた？」

「よく眠れたが、目覚めがショッキングだったな」

「？」

　首を傾かしげる彼女の白しろ銀がね色の髪の毛から尖とがった耳がぴょこんと飛び出している。彼女は傭兵歴五年のベテラン傭兵であると同時に、ウィルローズ子爵家の令嬢でもある。これも帝都を訪れて初めて判明したことであったが、エルマの出自がどこかのお嬢さんであろうということはその前に何となく予想がついていたので、ミミほどには驚きは無かった。

　まぁ、極度のシスコンである彼の兄にいきなり決闘を申し込まれたり、可愛い娘を傷物にしやがってと彼女の父にキレられかけたが、エルマのお母さんとお姉さんが俺達の味方をしてくれたことによって彼女の父は封殺され、シスコンの兄は御前試合で俺と剣を交えた末に俺とエルマとの仲を認めてくれた。めでたしめでたしである。

「な、何よ？　じっと見つめたりして」

「エルマは今日も美人だなと」

「もう……朝から何よ」

　エルマが顔を赤くしてテシッとゆるく俺の腕を叩たたいてくる。彼女を本気で怒らせると殺人的なサブミッションで襲いかかってきたりするが、こういう時にはちゃんと手加減をしてくれるので本当にエルマは可愛い女である。

　ただし、本当に本気で怒らせてはならない。今なら格闘戦でエルマとも良い勝負ができるかもしれないが、反応速度はともかく単純な筋力では俺は彼女には敵かなわないのだ。

　ササッと身支度を整え、屋敷のダイニングへと足を運ぶと、ミミ達だけでなく耳の部分に特徴的なメカニカルパーツのついているメイド服の美女も待っていた。どうやら朝食の用意を手伝っていたらしい。

「おはよう、メイ」

「おはようございます、ご主人様」

　無表情のまま彼女がペコリと頭を下げる。彼女はメイド型のアンドロイド──メイドロイドと呼ばれる存在である。黒く艶つやのある髪、紅あかいフレームの眼鏡めがねの奥に光る意志の強そうな瞳、シックなヴィクトリアンスタイルのメイド服、そして大きさはミミほどではないものの、形の良い胸……それら全すべては俺がデザインしたものである。

　はい、ぼくのかんがえたさいきょうのめいどさんです。金に飽かして彼女のボディは全て最高級のカスタマイズが施されており、その戦闘能力は一般的な戦闘ボットを軽く上回る。

「あの二人は？」

「死ぬほど疲れているから起きるまで放っておいてくれと言われております」

「さようか……」

　スペース・ドウェルグ社からの出向という形で船の整備全般を請け負ってくれている整備士の姉妹がいるのだが、まだ寝ているらしい。なんだか知らんがどうも帝都のスペース・ドウェルグ支社の連中とは折り合いが悪いみたいなんだよな。流石に俺に迷惑をかけると不ま味ずいとわかっているようで、俺が彼女達をメカニックとして帝都に連れて降りるという話をしたらすぐに解放されたようだが。とにかくあの二人は暫く放っておいてやるとするか。

「まずは朝食を頂くとするか。伯爵は？」

「お祖じ父い様は所用で帝城に出仕しています。帰りは今日の夕方頃という話なので、晩ばん餐さんはご一緒できると思いますよ」

　俺の質問にクリスが答えてくれる。なるほどね、伯爵閣下はお忙しいらしい。貴族様というのも案外大変なのかもしれないな。

「そうか、それじゃあ夕方には戻るとしよう。朝食を終えたら軽く身体を動かして、それから買い物に行こうか。昼はどこか美お味いしいところで食べよう」

「はいっ！　良さそうなところを探しておきますね！」

　美味しいものを食べることに目がないミミが目をキラキラと輝かせる。もしかしたら帝室を飛び出したミミのお祖ば母あさんもこんな感じで美味しいものや冒険に目がなかったのかもしれないな。

「お昼ごはんに思いを馳はせるのも良いけど、まずは朝ごはんをしっかり食べましょう」

「はいっ」

　エルマとミミのそんなやり取りを見ながらクリスが目を細めている。もしかしたら海洋リゾート惑星で一緒に過ごした日々を思い返しているのかもしれない。

「朝食を頂こうか、クリス」

「はい、ヒロ様」

　彼女とずっと一緒にいることはできないが、その分一緒にいる間に少しでも多くの思い出を作ってやるとしよう。まぁ、今後はゲートウェイを自由に使える分、クリスに会うのもそんなに難しくはなくなるんだけども。





☆★☆






　クリスの屋敷の庭で軽く……軽く？　まぁ怪け我がをしない程度にメイと剣術の練習をして、屋敷内にある訓練場で各種トレーニングを終えた頃ころにやっと整備士姉妹が起き出してきた。

「ふあぁ……はよーさん」

「ごめんなさい、寝坊してしまって」

　あくびをしているのが姉のティーナ、申し訳無さそうにしているのが妹のウィスカだ。二人の見た目はクリスと同じか、或あるいはそれ以上に幼く見えるくらいなのだが……実のところ俺とほぼ同年齢タメの大人の女性である。

　何な故ぜそんな合法ロリな見た目をしているのかと言うと、彼女達はファンタジー世界でお馴な染じみのドワーフという種族なのだ。このＳＦ世界のドワーフの女性は団子鼻の愛あい嬌きようのある顔つきとか女性でも髭ひげが生えているといった感じではなく、見た目は人間の少女と変わらない合法ロリなわけだな。

　ちなみに二人は双子の姉妹で、似え非せ関西弁のようなギルド訛なまりで話す赤い髪の合法ロリがティーナ、礼儀正しく真ま面じ目めな青髪の合法ロリがウィスカだ。二人とも見た目に反して物もの凄すごい怪力の持ち主なので、不ふ埒らちな思いを抱いて近づくと多分酷い目に遭う。

「気にするな。朝飯どうする？　今食うと外出先での食事を堪能するのが難しくなると思うが」

「よろしければ甘いミルクティーをご用意いたしましょうか？」

「お願いするわ」

「ありがとうございます」

　メイがテキパキと整備士姉妹にお茶の用意をし始める。とりあえず甘いミルクティーで済ませておいて、後から一緒にお昼ごはんを食べようというわけだ。

「買い物なぁ、どこ行く？」

「うーん、服とか？」

「この前ドレスは買いましたよね？」

「そういうのじゃなくて、普通の服よ。帝都なら最新鋭技術エツジテツクの素材を使った良い服が色々売ってるし、注文もできるわよ」

「普通の服で良くないか？」

　エッジテックの服とか言われてもピンとこない。ああ、そういや前にエルマとミミ用に耐レーザー素材の下着とか買ったっけ。ああいうのか？

「同じデザインでも最新鋭素材エツジマテリアルのほうが着心地が良かったりするし、傭兵向きの素材ってことなら耐レーザー素材とか防刃素材とか、自動で止血や治療をしてくれる医療ナノクロースとか、他にも色々な効果を持った素材があるわよ」

「ふーん……まぁ面白そうだし見に行ってみるか。気に入ったら買えば良い」

「エッジマテリアルの服なんていくらするんや……」

「今なら私達でも買えると思うよ、お姉ちゃん」

　ティーナがドン引きしているが、ウィスカの言う通り今の彼女達ならそれくらいの買い物は余裕でできると思う。なんだかんだで二人にもそれなりの額のボーナスを支給しているからな。

　彼女達はクリシュナやブラックロータスの正式なクルーというわけではなく、ブラックロータスの製造元であるスペース・ドウェルグ社から出向してきている技術者だ。彼女達がブラックロータスに出向してきた経緯は少々複雑なのだが、まぁ最新ロットの運用調査とスペース・ドウェルグ社からの謝罪の証あかしみたいなものだ。うん、色々あったんだ。








＃１：帝都にて









「いやー、良い買い物だった」

　一時間後、俺達は最新鋭技術エツジテツク製品を販売する店が集まっている帝都のショッピングモールに到着し、買い物を楽しんでいた。

「せやろか？」

「せやで」

　俺の横でティーナが首を傾かしげているが、俺としては大満足だ。俺が購入したのは最新鋭技術満載の個人用防護膜発生装置パーソナルシールドである。細長い３５０ml缶くらいの大きさの装置で、エネルギーパックを二つ装着することによって出力可変型のシールドを張ることができるものだ。

　最低出力なら不快かつ危険な毒や病原体を持っている可能性がある未開拓惑星の小虫やヒルめいた小動物から長時間身を守ることができるし、出力を上げればレーザーライフル程度の出力のレーザー攻撃を防ぐこともできる。無論、出力を上げれば稼働時間は短くなるが、予備のエネルギーパックを持ち歩いていれば換装も容易だ。

「でもそれ、どんな時に使うん？」

「そりゃ白兵戦の時とか、未開拓惑星に降り立った時とかだろう」

「そんなことあるん？」

「……あるかもしれないじゃないか」

　見上げてくるティーナの視線から目を逸そらす。前にも使うかどうかわからないカメレオンサーマルマントを買ったりしたが、あれはあれで役に立ったし……これもきっと役に立つよ。多分。

「細かいことは気にしてはいけない」

「兄さんにしてみたら屁へみたいな出費かもしれんけど、無駄遣いはようないで」

「無駄じゃないから。もしもの時には役に立つから」

「そういうことにしとくわ。ティーナちゃんは優しいからな」

「ティーナチャンヤサシイヤッター！」

「あはは、めっちゃ棒読みやん」

　そう言いつつも楽しそうにティーナが笑う。

「それにしても、あっちに同行しなくてもええの？」

「ティーナの前で言うのもなんだが、女性の買い物は長いからな……特に服とかの買い物は」

　今、俺はティーナと二人でショッピングモールを歩いている。俺とティーナ以外の面々は揃そろって最新鋭素材エツジマテリアルを使ったブティックなどを行脚している真っ最中であった。俺とティーナはそこから抜け出して面白そうなものを探してこうして歩き回っているというわけだ。

「せやなぁ。ウィーもオシャレさんやから、服とか選び始めるとめっちゃ長いねん」

「ティーナは服は買わないのか？」

「ウィーに任せてるから大丈夫やで。うちら、スリーサイズから何からばっちり同じやから」

　そう言ってティーナがビシッと親指を立てながらバチーンと下へ手たなウィンクをキメる。お前それで良いのか。

「そういう兄さんは服買わんの？」

「俺は後で最新鋭素材エツジマテリアルの話を皆から聞いて、今着てる服と同じデザインで発注するから大丈夫」

「兄さんの部屋のクローゼット、同じような服が何着も並んでそうやな」

「ははは」

　本当にそうなっているので笑って誤ご魔ま化かしておく。だって楽だし着心地が良いし収納とかが機能的な上に一目で傭よう兵へいとわかるから便利なんだよ、この服。

　と、ティーナと二人でいろいろな店を冷やかしていると俺の胸元からコール音が鳴り始めた。ミミ達の買い物が終わったのかな？　思ったよりずいぶん早いな？　と考えながら携帯情報端末を取り出し、画面に目を向ける。

「兄さん、顔、顔」

　どうやら無意識にすごい顔をしていたらしい。携帯情報端末に表示されている名前はミミでもエルマでもメイでもなく、セレナ少佐──昇進したから中佐か。セレナ中佐の名前だった。

「はい、こちらヒロ」

『お久しぶりですね、キャプテン・ヒロ。その後大事無く過ごせているかしら？』

「お陰様で。今はダレインワルド伯爵家の帝都屋敷に逗とう留りゆうしてますよ。それで、何かありましたか？」

『いきなり本題ですか？　単刀直入なのも悪くないですが、貴方あなたもゴールドスター受勲者のプラチナランカーなのだから、もう少し余裕を持っても良いと思いますよ』

「そいつは失礼、精進します」

　窘たしなめてくるセレナ中佐に素直に謝っておく。

『そうなさい。それで、前に話していた軍用の戦闘ボットの購入に関してなのだけれど』

「あ、許可が下りましたか？」

『ええ、滞りなく。電子証明書をそちらの端末に送っておきますから、都合の良い時に戦闘ボットの製造メーカーを訪ねると良いでしょう。証明書を提示すれば問題なく購入できるはずです。あと、私の紹介状も添付しておきます。イーグルダイナミクスはホールズ侯爵家からの出資を受けていますから、紹介状を見せれば便宜を図ってくれるでしょう』

「了解。感謝しますよ、中佐」

『これで結晶戦役の借りは返しましたよ。今度は帝都で私が色々と骨を折った貸しを返してくださいね？』

「へいへい、お手柔らかに頼みますよ」

『ふふっ……それではまた』

　通信が切れる。ふふっ、じゃねぇよこええよ！　一体どんな面倒事を押し付けられることやら……ゲートウェイを使えるようになったから、どこからでも気軽に呼び出されそうで怖いな。まったく。

「午後からもショッピングの予定だったが、予定変更だな」

「戦闘ボットを買いに行くんやな。楽しみやねー」

　新しいメカ──それも最新鋭の軍用戦闘ボットを弄いじれるようになるのが嬉うれしいのか、ティーナが物凄くワクテカしている。

　実は俺も楽しみにしている。戦うロボットが嫌いな男の子なんていないからな！
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　帝都の高級レストラン──なんか寿司バーみたいな感じだった──で食事を取り、食事中にメイにイーグルダイナミクスとのアポイントメントを取り付けてもらって、そのままイーグルダイナミクスの帝都支社に向かうことにした。

　イーグルダイナミクスの帝都支社は帝城の軍用区画にほど近い場所に存在しており、かなり立派な構造体を使用しているようだ。

「地下に工場があるそうです」

「ほぉ、ここで製造もしているのか」

　イーグルダイナミクスの構造体の前に降り立った俺はその威容を見上げる。うん、デカいな。構造体の入り口には警備用の戦闘ボットが待機しており、その前に設けられている広場には大小様々な戦闘ボットが展示されている。

「わぁ、沢山ありますね！　どれも強そうです！」

「そうですね。普段はあまり見ないものばかりなので興味深いです」

　ミミとクリスが展示されている戦闘ボットを仲良く眺めている姿に目を細めながら、俺も展示されている戦闘ボットを観察する。

[image: ]

「大型のはいらないわよね？」

「そうだな、基本はブラックロータスに移乗攻撃を仕掛けてきた宙賊に対抗するためのものだし」

「或いはその逆に移乗攻撃を仕掛けるためのものよね」

「そういうこった」

　そうなると、軽自動車からトラックほどのサイズもある大型の戦闘ボットは選択肢から外れる。軽自動車程度の大きさのものならブラックロータスの主通路は移動できるだろうが、やはり展開に難があるので今ひとつだな。格納庫やカーゴスペースになら展開できると思うけど。

「小型か中型だが……」

「クリスちゃん、これ可愛かわいくないですか？」

「たしかに可愛いです」

　そう言ってミミとクリスがしゃがみこんで見ているのは小型タイプの戦闘ボットの中でも標準的な大きさのものだ。小型犬くらいの大きさで、耐久力は低いが殺傷能力十分なレーザーガンを装備している。仕様によっては敵に突撃して自爆するようなのもいる。割と厄介なタイプの戦闘ボットである。

「うーん、特化させるか汎はん用よう性を取るかやな」

「特化させたほうが性能は高くなるけど、汎用性の高い機種も捨てがたいよね。あ、お姉ちゃん。これ面白いよ」

「ほーん、モジュール換装タイプか」

　ティーナとウィスカは中型の戦闘ボットを中心に見て回っているようだ。やっぱり導入するならこの辺だよなぁ。中型と呼ばれるのは概おおむね大型犬サイズから大型二輪車程度の大きさだ。人型なら２・５ｍ弱くらいまでかな。

「やっぱり人型に近いほうが売れ筋なのかね？」

「どうなのかしらね。私は人型に拘こだわる必要はないと思うけど」

「ふぅむ、それもそうか……？」

　確かに無駄に背を高くしてもな。見た目はヒロイックになるが、実際には四足歩行獣の背中に火器を搭載したようなタイプのほうが合理的なんじゃないかと思う。

「でも室内戦というか白兵戦の場合は自由に動き回れるスペースもないし、二足とか四足とかの形状よりもシールドとか耐久性とか火力を重視したほうが良いんじゃないかな」

「それは確かにそうかもしれないわね」

　エルマが頷うなずき、中型重戦闘ボットの展示スペースへと移動する。この辺りの製品は機動性は今ひとつだが、装甲が頑丈だったりシールドの展開機能を持っていたりする機種のようだ。火力面もレーザーライフル級の火器を二門とグレネードランチャーを装備していたりしてなかなかに充実している。

「狙ねらい目はこの辺りかね？」

「あまり鈍重すぎるのもどうかと思うわよ。展開が間に合わなかったら意味無いんだから」

「それもそうだな」

　と、話しているうちにスーツを着たイーグルダイナミクス社の社員らしき人達が俺とエルマの所へと歩いてきた。ミミとクリスも同行しているようだ。

「アポイントメントをお取りになられていたキャプテン・ヒロ様ですね？　私、イーグルダイナミクスのピジョーと申します」

「これはどうもご丁寧に。キャプテン・ヒロです。こちらはクルーのエルマ」

「はい、ミミ様とクリスティーナ様より伺っております。お会いできて光栄です」

　ピジョーと名乗った中年男性はサラリーマンの割には妙に体格の良い中年男性であった。それなりの格好をさせれば軍人とか傭兵と名乗っても違和感が無さそうな人だ。

「よろしければあちらの社屋へ。最新機種なども併せてニーズに沿ったご提案をさせて頂きます」

「そうさせてもらおうか。ティーナ！　ウィスカ！　中に入るぞ！」

　整備士姉妹を呼び、ピジョーの案内でイーグルダイナミクスの社屋へと向かう。そんな俺達の後ろをメイがしずしずとついてくるのだが、イーグルダイナミクスに着いてから彼女はずっと無言だ。

「メイも意見を出してくれると嬉しいんだが」

「……承知致しました」

　微妙に躊躇ためらうような間があったな。ブラックロータスを買う時に自分の意見を押し通した結果、高くついたのを気にしているのかもしれない。最終的にそれで良いと判断したのは俺なんだから、気にすることはないんだけどな。
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　イーグルダイナミクスではまさに下にも置かない歓迎を受けることになった。これがセレナ中佐からの紹介状の効果なのか、それとも伯爵令嬢や子爵令嬢であるクリスやエルマが同行している効果なのか、あるいはゴールドスター受勲者にしてプラチナランカーである俺に対してのものなのかはようとして知れないが、まぁ良い待遇を受けて嫌な気持ちになることはないよな。

「めっちゃＶＩＰ待遇やん」

「私達まで良いんでしょうか……？」

「そのうち慣れますよ」

　落ち着かない様子のティーナとウィスカをミミが菩ぼ薩さつのように穏やかな表情で宥なだめている。いや、それは宥めているのか……？　どちらかというと諭していると表現したほうが正確かもしれない。

「今回は当社の軍用戦闘ボットをご購入頂けるとか」

「ああ、そのつもりだ。整備システムも含めて一通り購入しようと思っている」

「それはそれは……当社は帝国航宙軍への納入実績も豊富です。きっとご満足頂けるかと思います」

　ピジョーが満面の笑みを浮かべながら揉もみ手でで何度も頷く。わかりやすすぎるほどにわかりやすい態度に若干不安を覚えるが、まぁホールズ侯爵家からの紹介状を持ってきた俺に対して阿あ漕こぎな真ま似ねはしないだろう。そんなことをしたらホールズ侯爵家の顔を潰つぶすことになるからな。

「外では様々な機種をご覧頂いたようですが、どのような機種のご購入をお考えですか？」

「宙賊の移乗攻撃に対する備えが主だが、こちらから移乗攻撃を仕掛けることも視野に入れている。そうそう無いと思うが、惑星等に不時着した際にも展開できると良いな」

「なるほど、それでは汎用性の高い中型の重戦闘ボットが良さそうですね」

「そうだな、そう考えていた」

　ピジョーの提案に頷く。流石に企業が誇る専門家なだけあって提案にそつがないな。

「中型の重戦闘ボットは一番選択肢が多いですね。整備・換装システムも一緒に導入されるのであれば、一番のおすすめはこのアルケニーです」

　そう言ってピジョーがタブレット端末を操作し、ホロディスプレイにアルケニーという機種の情報を表示する。アルケニーという機種は重厚な四脚タイプの戦闘ボットだった。重厚な脚部の上にはこれまた重厚な感じの上半身が乗っかっており、武器や様々な装備を取り付けることのできる腕型ハードポイントが四つ付いている。バックパックを換装することによって突撃型や防衛型、通信特化型や隠おん密みつ斥候型など様々なタイプの特殊機能を持たせられるようだ。

「なるほど……カッコいいな」

「かっこええな」

「可愛くはないですね」

　ミミ、流石に重戦闘ボットに可愛さを求めるのはいかがなものかと俺は思うぞ。

「ははは、私達にとっては可愛い子どものようなものですけどね。このアルケニーの軍用タイプは小型ジェネレーターを搭載しているため、無補給で長時間稼働することが可能です。出力にも余裕があるので、装備もかなり自由に選べるようになっています」

　そう言いながらピジョーが様々な装備に換装したアルケニーの姿を表示する。標準的な装備は両腕にレーザーライフル級のレーザーを装備し、サブアームに小型のシールド発生装置を装備したタイプであるようだ。バックパックには小型ミサイルポッドやグレネードランチャーを装備している。

「これが標準仕様の装備ですね。敵の攻撃をサブアームのシールドで防ぎながら正確な射撃で敵を殲せん滅めつします。腕部レーザーはスプリットレーザーや実弾武器への換装も可能です。また、バックパックユニットもミサイルランチャーやグレネードランチャーのような攻撃的なものだけでなく、通信装置や対電子戦装備を搭載したコマンダーパック、医療ナノ等の医療装備を搭載したメディックパック、他の機体の応急修理などを行うことが可能なリペアパック、高度な三次元機動を可能とするアサルトパック、光学迷彩などの電子欺ぎ瞞まん装置を搭載したステルスパックなども用意されています」

「なるほど、そうなると機体の数が増えれば増えるほど採れる戦術の幅が広がるわけだ」

「はい。それに非戦闘時はメインアームやサブアームを使用して荷運びなどの軽作業や陣地構築なども行えますし、ペイロードにも余裕があるので行軍時に補給物資を運ばせることも可能です」

「一機あたりの値段はいくらなんだ？」

「標準価格ですと一機７万エネルですね。無論、ホールズ侯爵家からの紹介状もお持ち頂いておりますし、整備・換装システムを含めて複数台購入頂けるということであればお値引きさせて頂きます」

「とりあえず十機と整備・換装システムの導入、それと一通りのオプション装備を揃そろえていくらになるか値段を出してみてくれ」

「はいよろこんで！」

　ピジョーが満面の笑みを浮かべて計算を始める。他の機種も含めていくつかプレゼンしてもらって、その上で決めるとしよう。まぁ、こういうのは割とプロのおすすめ通りに買ったほうが良かったりするんだよな。たまに売れ残りの不良在庫を押し付けられたりすることもあるから注意が必要だけど。
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　あの後いくつかの機種を見せてもらったが、結局最初におすすめされたアルケニータイプの軍用戦闘ボットを購入することにした。決め手は高度な汎用性と、非稼働時に身体からだを折りたたんで思ったよりも小さくなるという点だ。単純な戦闘能力だけで見るともう少し強力な機種もあったが、そちらは戦闘に特化しすぎていて汎用性に欠けたため購入を見送った。

　セレナ中佐からの紹介状効果と十機＋システムまるごと購入のお陰で一体あたりの本体価格は６万エネル弱まで下がり、換装システムとオプション品もまとめて60万エネルほどで購入できた。合わせて１２０万エネルといったところか。

「……思ったより安いですね？」

「アカン、ミミまで傭よう兵へいの金銭感覚にやられとる」

「ミミさん、１２０万エネルは大金ですよ。一般人の月収は１５００エネルくらいですからね？　年収六十六年分とほぼ等価ですからね？」

「そ、そうですよね？」

　ミミがティーナとウィスカに諭されてハッとしている。いいぞ、その調子だミミ。お前もこっち側に来るんだ……こっち側も案外楽しいぞぉ？

「今更ですけど、メイさんのほうが戦闘ボットより高性能ですよね？」

「それは間違いないな」

「そうね」

「恐縮です」

　俺とエルマがクリスの言葉に頷き、メイが頭を下げる。

「それなら、メイさんと同じような高性能のメイドロイドを揃えたら良かったのでは？」

「うーん、そういう手も無いわけじゃないんだけどな……メイ」

「はい。確かにクリス様の仰おつしやる通り、私クラスの高性能なメイドロイドを複数用意するというのも一つの手ですが、私の本体価格は48万エネル。諸もろ々もろのオプションや整備装置などを含めると55万エネルを軽く超えてしまいます。つまり、二体で１１０万エネルを超えてくるということですね。それならば整備システムごと軍用戦闘ボット十体を１２０万エネルで購入したほうが費用対効果は圧倒的に高いのです」

　メイが淡々と高性能メイドロイドと軍用戦闘ボットのコスト面、性能面での比較説明を始める。

「更に稼働時間の問題もあります。私のようなメイドロイドは凡およそ四十八時間につき二時間ほどのメンテナンスを推奨されています。これは外観や機体性能を保つために必ひつ須すと言える作業です。また、損傷を受けた場合は製造元企業で修理を受ける必要があります。それに対し、軍用戦闘ボットは明確な損傷を負わない限りは二週間ほどはメンテナンス不要で動き続けることができますし、損傷を受けた場合でも然しかるべき資材と今回購入した整備・換装システムがあれば修理することができます。こういった整備性、戦闘継続能力などを考えるとやはり純粋な戦闘面では軍用戦闘ボットのほうが優秀なのです」

「なるほど。性能ではメイさんのほうが遥はるかに上、しかしその他の点では軍用戦闘ボットのほうが頑丈で、コストが安く、運用も容易と」

「クリスやミミ、ティーナやウィスカの護衛にはメイのほうが圧倒的に適任だけどな。戦闘ボットなんて連れてコロニーや帝都は歩けないだろ？」

「それはそうですね。威圧感が強すぎますし」

「というか、私は？」

「俺とエルマに護衛は要らないだろ」

　真顔でエルマが聞いてきたので俺も真顔で返してやる。俺とエルマに護衛が必要な場所とかもうそれは普通の状況じゃないから。レーザーと銃弾が飛び交う戦場みたいなもんだから。なんだかエルマが納得できないといった感じの表情を浮かべているが、華麗にスルーしておく。

「まぁ、用心のために買っただけでそうそう使う機会は無いと思うけどな」

「そうね。宙賊の移乗攻撃とかそうそう受けるものでもないし」

「そうですね。ご主人さまのブラックロータスにそのような狼ろう藉ぜきを働くことを許すつもりはありません」

　クリスが「なら、どうして戦闘ボットを？」と言いたげな表情をしていたが、そこはそれ。俺達のような不運ハードラツクの持ち主ともなればできる時にできるだけの備えをしておいたほうが何かと安全なのだ。

「無事に商談も終えたし、屋敷に戻ろうか。そろそろ丁度よい時間だろう」

「そうですね、そろそろお祖じ父い様が屋敷に戻ってくる頃ころだと思います」
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「依頼がある」

「お祖父様っ！」

　挨あい拶さつもなしに本題に入ったダレインワルド伯爵にクリスが怒って声を上げる。

　ダレインワルド伯爵家の屋敷に戻り、ダレインワルド伯爵と顔を合わせるなりいきなり仕事を依頼された。何を言っているかわからないと思うが、俺にも意味がわからねぇ。単刀直入ってレベルじゃねーぞ。

「いや、別に怒らなくても良いけど……それにしても唐突だな」

「うむ」

　そう言って頷うなずき、ダレインワルド伯爵が軽く手を振るとホロディスプレイが立ち上がり、星系マップらしきものが表示された。表示されている星系名はコーマット星系とある。

「コーマット星系っていうと、確かデクサー星系の隣だったよな」

「そうだ。予かねてよりテラフォーミングを進めていた居住可能惑星──コーマットⅢのテラフォーミングがこの程完了した。ダレインワルド伯爵家は入植を始めることになる。貴殿には入植計画初期段階における護衛を頼みたい。コーマットⅢに何か問題が発生した際のトラブル解決もな」

「入植の護衛か……宙賊への対応は護衛の基本給だけで構わないが、コーマットⅢの惑星上で発生したトラブル解決には別途料金を貰もらう。あと、コーマットⅢに突撃降下を行う宙賊の全すべてに俺だけで対応するのは不可能だぞ」

　クリシュナとブラックロータスが担当できる範囲なんぞたかが知れている。惑星に降下を試みる全ての宙賊を俺達だけで防ぐことなど到底不可能だ。

「無論それは承知している。ダレインワルド伯爵家の戦力も当然守りに就くし、帝国航宙軍からも戦力が派遣される。そこに傭兵として加わってもらいたいという話だ」

「報酬次第だな。プラチナランカーの雇用相場っていくらだったっけ？」

「一日20万エネルね」

「では一日30万出そう。その他の別途料金に関しては最低１００万を保証し、内容により増額する」

「報酬はその条件でＯＫ。拘束期間は？」

「最短で一ヶ月、最長で三ヶ月。それ以上は再契約を必要とするという内容でどうだ？」

「最長三ヶ月ね、ＯＫ。ミミとエルマは？」

「私もＯＫです！」

「私もよ」

「ではそういうことで。依頼は傭兵ギルドを通してくれ」

「うむ、すぐに手続きをしよう」

　契約成立という意味を込めてダレインワルド伯爵と握手を交わす。

「クリス、お前には入植船団の指揮を任せる。見事入植を成し遂げてみせよ」

「はい、お祖父様」

　話の流れを静観していたクリスが静かに頷く。なるほど、これは将来領主として働くクリスの研修の場でもあるわけだ。そこに俺達という存在を投入する辺り、言葉は少ないけどダレインワルド伯爵なりに気を遣っているわけだな。

「クリスのお務めを無事果たさせるためにも頑張らないとな」

「はい！」

「そうね」

　ミミが満面の笑みを、エルマが優しげな微笑みをクリスに向ける。しかし、こうなるか……こりゃ早速購入した戦闘ボットが役に立つ時が来るか？

　ちなみに、整備士姉妹は貴族オーラが迸ほとばしっているダレインワルド伯爵を前に置物と化していた。

　クリスにはある程度慣れたようだが、やはり伯爵のような生粋の貴族を前にすると未いまだに固まってしまうらしい。そういう意味ではダレインワルド伯爵の前でもいつも通りに振る舞うことができるようになったミミもだいぶ傭兵色に染まってきたんだろうなと思う。

「のんびり入植作業を眺めながらの休暇だな」

「そうですね。入植作業ってどんな感じなんでしょうか？」

「私も見たことはないけど条件の良い土地に入植船を降下させて、その入植船を拠点として辺りの開発を進めていくらしいわよ」

　にこやかに話しながら俺達三人の意思は恐らく統一されていた。決して危険を予感するような言葉は口走るまいと。しかし希望は儚はかなくも崩れ去る。

「入植初期には入植者や資源を狙ねらった宙賊が現れるらしいですから、気をつけないといけませんね」

　クリスがそう言って気合を入れている。その様子を見て俺──というか俺達は三人で天を仰いだり、片手で目を覆ったりして大いに嘆いた。

　俺達が言わなかったらクリスが言うんかい、と。
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　ダレインワルド伯爵からの依頼を請けた俺達は早速依頼をこなすための準備に取り掛かることにした。準備と言っても、いざという時のために備蓄食料──つまりフードカートリッジやら何やら──を買い足しておくとか、簡易医療ポッド用の医薬品を買い足しておくとか、レーザーガンやレーザーライフル用の弾薬であるエネルギーパックの調達やその他武器の点検や整備、あとは購入した軍用戦闘ボットと換装システムの搬入と導入作業など……結構やることが多いな。

「で、そのクソ忙しい時にメディアが取材を申し込んでくると」

「ほんとごめんな、兄さん」

　輸送システムや荷運びボットが慌ただしく荷物の搬出や搬入をしているカーゴ区画でティーナが申し訳無さそうに謝ってきたが、俺は首を横に振った。

「いや、別にティーナとウィスカが悪いわけじゃないし。やんごとなき面倒事も収束してきたことだし、そろそろ義理を果たす時なんだろうな」

　やんごとなき面倒事は本当に厄介なアレだったよ。俺は船での戦闘はともかく、本来生身での戦闘は苦手だったというのに……今じゃフォースを操るジ○ダイや○スの騎士とも斬り結べそうな一端の剣士になってしまった。

　いや、でもあいつらのはただの剣技だけじゃなくて謎の力を使った未来予測とか諸々込みの戦闘能力だからな……しかもわけのわからん力で吹っ飛ばしたり、首絞めたり、電撃を放ったりもするし。俺じゃ多分勝てないな。うん。

「それで打ち合わせとかも必要だと思うが、どういう流れで行くんだ？」

「ええと、連絡先のアドレスを預かってます」

「なるほど、こっちから連絡するわけだ」

　こっちの連絡先を教えてないわけだから、まぁこんなものだろう。俺は俺でメディアに対する先入観があるからなぁ。まぁ、一発目の印象が最悪だったのが何もかも悪いんだが。

　携帯情報端末を取り出し、ウィスカのタブレットから連絡先のアドレスを受け取って早速音声通信を開始する。

『はい、ワムドです』

　携帯情報端末越しに聞こえてきたのは張りのある男の声だった。

「キャプテン・ヒロだ。スペース・ドウェルグ社からの出向員、ティーナとウィスカの仲介を受けて連絡した。俺の船を取材したいという話らしいが、詳細を聞きたい」

　携帯情報端末越しにガタン、ガラガラ、バサバサというけたたましい音と、口汚い罵ば声せいのようなものが聞こえてきた。スピーカーモードにしていたので、音を聞いたティーナとウィスカがびっくりして目を丸くしている。

『し、失礼！　連絡を下さってありがとうございます！　連絡をお待ちしておりました！』

　通信機の向こうでペコペコとコメツキバッタのように頭を下げている男性の姿を幻視する。前にブラックロータスへと押しかけてきた連中とはかなり雰囲気の違う人物であるようだ。

　彼は静かな──少なくともこちらからは雑音めいた他人の声などが聞こえない──場所に移動したようで、先程よりは多少落ち着いた様子で取材について話し始めた。

　彼の話を要約すると、今回はスペース・ドウェルグ社だけでなく他のメディアも交えた合同取材のような形になるらしい。各社が自前で撮影機材を持ち寄り、情報交換をしながら取材を進めるという形式を取るそうだ。

「なるほど、まぁ取材の進め方に関してはプロに任せるとして、問題がある」

『問題ですか？』

「ああ、これから俺達はさる貴族家──いや、家名は明かしても良いか。ダレインワルド伯爵家の依頼を受けて動くことになる」

『あー……』

　通信機の向こうからワムド氏のなんともいえない声が聞こえてくる。お貴族様関係の仕事をする傭よう兵へいの取材となると、メディア側としてもそのお貴族様に話を通さなければならない。当然ながら、その話を通すのは俺ではなくあちらの仕事である。

　無論、俺としても完全に知らんぷりとは行かないので顔かお繫つなぎくらいはするが、具体的な交渉はあちらの仕事だ。別に俺にはどうしても取材を受けなければならない差し迫った事情もないからな。ブラックロータス購入時のあれこれでスペース・ドウェルグ社に対する義理はあるが、義務を負っているわけではない。

　契約書の内容的にも俺の仕事の邪魔になるような場合は取材を拒否できるという内容になっている。つまり、依頼人であるダレインワルド伯爵がメディアを拒否すれば取材を断る正当な理由になるわけだ。

「俺は取材を受けても構わない。しかし依頼人がそれを是とするかはまた別の話だ。その交渉は当然そちらでしてもらうことになる」

『そ、そこはなんとかお助け頂けると……』

「顔繫ぎくらいはするが、依頼の内容を軽々に漏らすことは当然できん。そちらは頭数がいるのだろうし、力を合わせて頑張ってくれ。今から依頼人に話をしてアポイントメントが取れるかどうか聞いてみる」

『うぅっ……お願い致します』

「ああ、できる限りのことはするよ」

　急性胃痛でも起こしたのか、死にそうな声で懇願してくるワムド氏にそう言って通信を切り、すぐにクリスに通信する。

『はい、クリスティーナです。ヒロ様、どうされました？』

「ああ、ちょっと急な話で申し訳ないんだが──」
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　ワムド氏達とダレインワルド伯爵家との間でどのようなやり取りがあったのかはわからないが、ワムド氏達はなんとかダレインワルド伯爵家から取材の許可をもぎ取ったらしい。

「色々と条件はつけられたみたいやけどね」

「お兄さん達だけでなく、クリスティーナ様の取材も同時にするように言われたみたいです」

「クリスちゃんのですか？」

　いつもの朝食──黄色っぽい甘いお粥かゆみたいなやつだ──を口に運んでいたミミがスプーンを手に持ったまま首を傾かしげた。

「多分、次期当主となるクリスが立派に惑星開発の指揮を執る様子をメディアに取材させて、クリスの名声と権威を引き立てようとしているんじゃない？　幼いながらもバリバリと実務をこなす姿とか、ゴールドスター受勲者にしてプラチナランカーでもあるヒロをしっかりと使いこなしている姿を見せればクリスも貴族社会では一目置かれるようになるだろうし」

「なるほどー」

　エルマの解説を聞いてミミが納得したように頷く。俺も内心で頷く。あの単刀直入大好き爺じいさんがどのようにワムド氏を始めとしたメディア側の皆様方と交渉をしたのかは気になるところだが、しっかりと自分の──あるいはクリスの得になるような条件を引き出している辺り、やはり彼は生粋の貴族なのだろう。

「物資の手配やら何やらの進しん捗ちよくはどうだ？　とりあえず、軍用戦闘ボットの導入は今日で片が付きそうだが」

「こっちも今日中に片が付きそうです。仕入れてきた結晶生命体の素材も高値で売うり捌さばけました」

「そいつは重畳。コーマット星系に持っていく商品も見繕っておいてくれ」

「わかりました」

　ミミがそう言ってにっこりと微ほほ笑えむ。こうやってミミに交易の実務経験を積ませていって、いずれミミに輸送艦の運営を任せるのも良いかもしれないな。いや、でもそうなると一緒にいられなくなるな。それはダメだ。うん。何か他の方法を考えよう。

「なんか兄さんが百面相しとる」

「何か変なことでも考えているんでしょ」

「失礼な。将来の展望について思いを馳はせていただけだ」

　そう言って俺は高性能調理器『テツジン・フィフス』特製のモーニングステーキ（のような何か）にフォークを突き立て、口に運ぶのだった。うむ、今日もテツジンシェフの腕は最高だな。これが藻とオキアミめいた生物と香辛料から合成されたものとは到底思えない。

「将来の展望についてはとりあえず横に置いておいて、目の前のことを片付けないとな。今日も一日艦内での作業になると思うが、事故の無いように。今日も一日ご安全に、だな」

　間違ってもろくに確認もせずにヨシ！　とかしちゃダメだぞ。まぁ基本は機械に指示を出して機械任せなんだけどな、この世界の物流関係は。たまに設備の整っていないステーションや開発初期の惑星だと作業用のパワーアーマーや、昔ながらのフォークリフトのようなものを使って荷の積み下ろしをすることもあるようだけど。

「せやね。事故には気をつけんと」

「人間砲弾をぶっ放した経験のあるティーナが言うと説得力があるな」

「そうですね、お兄さん」

　人間砲弾の直撃を食らった俺がそう言うと、砲弾として投げつけられた経験のあるウィスカが姉のティーナにジト目を送りながら同意した。

「もう……兄さんもウィーもあの件に関しては堪忍してや。反省してます」

「ほんとぉ……？」

「ほんとほんと、この純粋なうちの目を見たって」

　じゃれあうドワーフ姉妹を微笑ましい気持ちで眺めながら俺は本格的に朝食をやっつけにかかることにした。ここ数日は穏やかな日々が続いているが、この調子で行って欲しいものだ。

　嵐の前の静けさ、なんて言葉が脳裏を過よぎった気がしたが、きっと気のせいだろう。ははは。
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「こうして直接お会いできて光栄です。スペース・ドウェルグ社メディア部三課のワムドです」

「どうも。キャプテン・ヒロだ」

　妙に腰の低いワムド氏と挨あい拶さつを交わし、握手をする。彼の後ろには同じくドワーフであると思われるスタッフの他に、人間やエルフ、獣人っぽい種族や爬は虫ちゆう類るいっぽい種族やよくわからない種族──全員一応人型をしている──がいて、なかなかにエキゾチックな連中である。

「彼らが合同取材の？」

「はい。メビウスリング、フォーマルハウトエンターテイメント、ニャットフリックスのスタッフですね。ご紹介させて頂きます」

　三社の代表の彼らともそれぞれ挨拶を交わす。

「メビウスリング、メディア部二課のアレンです」

「フォーマルハウトエンターテイメント、ドキュメンタリー部のズィーアです」

「ニャットフリックスのニーアです」

　アレンはエルフの男性、ズィーアはまるで炎と見み紛まがうような派手な体毛の獣人っぽいエイリアンで、ニーアと名乗った女性は濃い褐色の肌を持つびっくりするほどの美人であった。某宇宙的恐怖を取り扱うテーブルトークＲＰＧ的に表現するとＡＰＰ18かそれ以上。エルマも美人だが、ニーアの美人度はエルマよりも上だろう。絶対に近寄らないでおこうと心に固く誓っておく。申し訳ないが、彼女の相手はメイに任せよう。

　スタッフの数は各社五人ずつで、総勢二十名にも及んだ。まぁ、ブラックロータスの収容人数的には余裕である。

「えー、乗船にあたって諸君に伝えておきたいことがある。まず、船の中では俺が法だ。俺が黒と言えば白も黒になるし、その逆もまた然りだ。それが受け容れられないのであれば、船に乗るのは諦あきらめてもらいたい」

　メディアスタッフ達は俺の言葉に特に動揺することもなく頷うなずいている。一番最初に突撃してきたスペース・ドウェルグ社の連中と違って彼らは妙におとなしい上にお行儀が良いな。

「次に、船内における君達の行動範囲については制限を設けさせてもらう。具体的に言うと、船員のプライベートスペース及びブリッジ、ハンガー、カーゴスペース、その他ジェネレータールーム等の重要区画への立ち入りはできない。ただ、俺の許可と船のクルーの同伴があればそれらの区画への立ち入りを認める」

　行動制限の話を切り出した時には若干不満げな雰囲気が感じられたが、許可と案内があれば立ち入り可能という言葉を聞いて不満は収まったようだ。

「あと、ウィスカとティーナは正式には俺の船のクルーではないが、扱いとしては俺の船のクルーと同じだ。つまり、彼女達はブリッジやハンガー、カーゴスペースへの立ち入り制限はない。ただ、彼女達に君達メディアスタッフの手伝いは一切させない。また、直接的、間接的に彼女達に協力を強いることを禁ずる。そのような行為が発覚した場合、最悪連帯責任で全員脱出ポッドに詰め込んで宇宙空間に放り出してやるから覚悟するように。俺はやると言ったらやるし、それだけの実力があるつもりだ。全員、御前試合は見てたよな？」

「「「わかりました！」」」

　全員が背筋を伸ばして返事をする。うん、良い返事だ。しかし随分と聞き分けが良いな。

「とりあえずの注意事項としてはこのくらいか。出港は明日の昼過ぎの予定だ。船室は各社に三つつずつ、合計十二部屋用意してある。部屋の振り分けは話し合いで決めてくれ。他に何か聞きたいことや要望などがあれば聞こう……とりあえずは無いようだな？　今思いつかないなら後でも良い。今日は船で過ごしてもらっても良いし、外で過ごしてもらっても構わない。ただ、出港時間に間に合わなかった場合でも容赦なく出港するから、そのつもりでな」

　ちなみに、ブラックロータス滞在中の費用は後でメイに計算してもらって各社に請求することになる。まぁ俺からしたら端はした金がねみたいなものだ。結晶生命体の売却益と比べたら誤差みたいなもんだな。

　ちなみに、先日の結晶戦役の後で帝国航宙軍の前ぜん哨しよう基地から仕入れた結晶生命体の素材は仕入れ費用や手数料などを差し引くと凡そ２００万エネルほどの利益が出た。そのうちの３％である凡そ６万エネルがミミのボーナスということになる。暴利じゃないかって？　俺もそう思うが、これがこの世界の標準的な分け前らしいからな。それほどまでに自己資本で船を持つというのは大変なことなのだ。

　国や貴族、大企業はこういった貿易船を何十、何百、何千と持って運用しているわけだ。だからそういった連中は俺のような傭兵に払う金を持っているというわけだな。うん。

　俺の説明を聞き終えた各社のスタッフは荷物を持ち、メイから各々の小型情報端末にセキュリティパスを発行してもらってブラックロータスへと乗り込んで──いや、ワムド氏だけが大きな手荷物を背負ったままこっちに来るな。

「どうした？」

「いえ、一応伝えておこうかと思いまして。今回の取材に派遣されてきているスタッフは基本的に貴族様の取材に対応できるスタッフなのだということを」

「ほう？　妙にお行儀が良いと思ったらそういうことか」

「ええ、まぁ。前にうちの一課がやらかした件については改めてお詫わびさせて頂きます」

「別にワムド氏がやらかしたわけじゃないから、謝らなくてもいいけどな。だが、謝罪は受け取っておく」

「ありがとうございます」

　ペコリと頭を下げてからワムド氏は踵きびすを返し、自分の体と同じくらいの大きさの荷物を背負ってのしのしと歩いていった。その背中を見送りながら俺は彼らへの考えを巡らせる。

　最初に突撃してきた連中よりも大分お行儀は良いようだが、その分油断ならない連中かもしれない。ワムド氏は貴族への対応に慣れている連中だと言っていた。恐らくそれはスペース・ドウェルグ社だけの話ではなく、メビウスリングの連中も、フォーマルハウトエンターテイメントの連中も、ニャットフリックスの連中も同じだろう。

　つまりそれは、下へ手たをすればその場で無礼討ちをかましてくるような連中を相手に渡り合って成功を収めてきたスタッフ達だということだ。別に俺達に害意を向けてきたりすることは無いだろうが、気をつけないと何から何まで赤裸々に暴露されかねん。そんな連中と少なくとも一ヶ月は寝食を共にすることになるわけだ。気をつけなければならない。

「気楽な仕事になると思ったんだがなぁ……やれやれ」

　人生とはまったくもってままならぬものである。








＃２：コーマット星系へ









　さて、目的地であるコーマット星系について軽くおさらいしておこう。

　コーマット星系は太陽と同じＧ型主系列星を中心とした恒星系である。複数の惑星とガス惑星で構成されており、小惑星帯には鉱物資源も確認されている。小惑星帯の鉱物資源はありふれたものが殆ほとんどで、レアメタルの類などは確認されていないが、埋蔵量が豊富で使い途みちが多いものが多数確認されている。そのため、ダレインワルド伯爵家は早々にコーマット星系に採掘・精錬コロニーや貿易コロニーを設置し、資源採掘を行っていた。

　それに加えてコーマット星系の第三、第四惑星は居住可能惑星としても有望であったため、帝国からの補助も受けながらコツコツとテラフォーミングを進めていたということらしい。そしてこの度、晴れて第三惑星──コーマットⅢのテラフォーミングが完了したのだという。

「第四惑星のほうはどうなっているんだ？」

「環境が寒冷らしくて。居住に適切な環境にテラフォーミングするのにあと十年くらいはかかるそうです。テラフォーミングって大変なんですね」

「星一つの環境を意のままにするわけだからな。大事業だろうさ」

　どうやってテラフォーミングしてるのかという技術的な知識は俺には全くわからんけどな。俺の知識だとナノマシンを使って良い感じにしますとかそういう大雑把な想像しかできん。実際には惑星の環境によってテラフォーミングの手法も色々変わるんだろうな。

　それでも数年、数十年、いや数百年だとしても、人が住めない環境の惑星を人が住める環境に造り変えるなんてスケールが大きすぎて想像がつかんね。

「宙賊の動きですが、今までも精錬した金属を狙ねらった宙賊が出没していたそうです、ただ、今後はコーマットⅢへの移民船や居住地などを狙った襲撃、居住地に物資を供給する貿易コロニーへの襲撃、それらの施設に向かう貿易船への襲撃が増加することが見込まれています。それで今回は私達が雇われたということですね」

「当然の話だけど、私達だけでそれら全すべてに対応することは不可能よ。だからダレインワルド伯爵家は傭よう兵へいギルドを通して私達以外にも大量の傭兵を呼び寄せているし、コーマット星系を守る伯爵家の戦力も増強されているわ。帝国航宙軍からも戦力が派遣されてくるって話だったわね」

「帝国航宙軍からですかー……」

　チラっとミミが俺に視線を向けてくる。うん、何が言いたいのかはわかるよ。今までの経験からすると、十中八九またあの人と顔を合わせることになると思う。何せ宙賊対策だしね。対宙賊独立艦隊の活動目的にも合致する。

「シマが被かぶってるからな……そうと決まったわけじゃないが、まぁそうなるだろうと俺も思っている。もう諦めよう」

「そうですね」

「そうね」

　俺達の謎のやり取りにワムド達が首を傾かしげているが、積極的に説明をする気はあまりない。下手に喋しやべってあることないことを面白おかしく喧けん伝でんされても困るしな。

「ダレインワルド伯爵家に直接雇用されている傭兵は俺達だけだ。十中八九馬車馬のように扱こき使われると思うが、働けば働いただけ金になる。気合を入れていくとしよう」

「はいっ！」

「ええ、精々稼がせてもらいましょう」

「では、これより出港する。目標はコーマット星系の貿易コロニーだ。出港後、ダレインワルド伯爵家の護衛船団と合流し、ゲートウェイを使用してニーパック星系へと移動。そこからメルキット星系、ジーグル星系、ウェリック星系を経由してコーマット星系に入る」

『アイアイサー』

　俺の号令にミミとエルマ、それに後ろで控えていたメイが応こたえ、クリシュナを積んだブラックロータスはグラキウスセカンダスコロニーを出港することになった。

　その様子を四つの記録装置が黙々と記録し続けるのであった。
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「なんだかこう……」

「イメージと違う？」

「ええ、まぁ」

　俺の言葉にメビウスリング、メディア部二課のアレン──エルフの男性だ──は頷いた。

　俺と彼が話をしているのは食堂の近くにある休憩スペースだ。広い空間に座り心地の良いソファや植物が繁茂しているテラリウム、通信だけでなくホロムービーの再生などにも対応した大型ホロディスプレイなどが設置されており、宇宙空間やハイパースペースで長く生活する場合にもリラックスできるように配慮されている空間である。

「傭兵って言ったって四六時中ドンパチしてるわけじゃないからな。寧むしろ、移動時間のほうが長いと思う。それに、今はダレインワルド伯爵家の護衛船団と一緒に行動しているわけだから、そうそう戦闘に巻き込まれることは無いだろうな」

　帝国貴族の護衛船団に手を出すとか完全にアホのやることである。普通の輸送船団よりも遥はるかに重武装だし、襲撃に成功しても失敗しても苛か烈れつな報復が行われるに決まっているからだ。

「というか、ゲートウェイ周辺は帝国航宙軍が睨にらみを利かせているし、ダレインワルド伯爵家の船がこの星系を通過することはこの辺りの星系の領主だって承知している。もし他の貴族家の人間が自分の領内を通過している時に宇宙海賊に襲撃されたとしたらそれはその領主にとってとんでもない恥となるわけだ」

「つまり、ダレインワルド伯爵家と行動を共にしている間は何事も起こらないというわけですね」

「そういうこと。まぁ、多分想像と違うってのはそれだけじゃなくて思ったよりも遥かに優雅な生活をしているって意味でもあるんだろうが」

「ははは……」

　アレンは誤ご魔ま化かすように曖あい昧まいな笑みを浮かべた。休憩スペースでは俺とアレン以外にもメディア関係者達が寛くつろいでおり、メイは俺の側そばに控えている。ミミやエルマはメディアの女性スタッフ達と共に食堂でお茶を飲んでいるようだし、ティーナとウィスカは俺の許可を得たスペース・ドウェルグ社のメディアスタッフを連れてハンガーを案内している。

「うちのエルマもそうだし、ティーナとウィスカもそうだったんだが、傭兵って荒すさんだ生活をしていて、しかもそれを気にしないみたいなイメージがあるみたいだな。他はどうかしらんが、俺はそうは思わない。長い時間を船の中で過ごすわけなんだから、快適かつリラックスできる環境を整えたほうが日々のパフォーマンスは上がるはずだ」

「それがキャプテン・ヒロの拘こだわりというわけですね」

「そうだな。無駄に硬派を気取っても仕方がないし」

　構造材そのまま剝むき出だしの船内より目に優しい壁紙……？　壁材？　や床材を張った船内のほうがどう考えても住み良い環境だし、同じフードカートリッジを使って飯を食うならより美う味まいほうがお得だ。わざわざ不ま味ずい飯を食うこともないだろう。それに硬くて寝ね心ごこ地ちの悪いベッドよりも柔らかくて快適なベッドで質の良い睡眠を取ったほうが良いに決まっている。睡眠の質は仕事の質に関わるからな。
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「という感じで、ヒロ様は船内の環境を整えてくれたんですよ」

「なるほど。内装が豪華客船みたいに物もの凄すごい感じになっているのは、元を正せばミミさんの功績というわけなのね」

「うーん、それはどうでしょう？　クリシュナの内装は最初からある程度整っていましたし。でも、最高に近い環境にするようになったのは、クリシュナの内装を整えたからだと思います」

「最初にクリシュナに乗った時には私もびっくりしたわよ……小型戦闘艦なのに内装だけは異常に豪華で」

　エルマさんがそう言って頭を振る。エルマさんは最初『世間一般の傭兵像』にかなり拘りを持ってましたもんね。私も世間一般の傭兵像というものに関しては知ってましたけど、ヒロ様は『快適になるならそれでいいんじゃね？』みたいな感じでスルッと大金を出してクリシュナの内装を整えてくれたんですよね。やっぱり私はヒロ様が特別なんだと思います。

「ところで話は変わるんだけど、踏み込んだことを聞いても良いかしら？」

　ニーアさんが燃えるように輝く橙だいだい色いろの瞳ひとみを瞬かせて私の顔をじっと見てきました。なんでしょう？　プライベートな話題でしょうか？

「ミミさんは帝室と──いえ、ルシアーダ皇女殿下の姉妹なの？　本当のところを教えて欲しいんだけど」

「あー……そういう話ですか」

　私とルシアーダ皇女殿下は本当に似ていますからね。多分、服を入れ替えて黙っていたら殆ど見分けがつかないと思います。ヒロ様なら気づいてくれそうですけど。

「私はルシアーダ皇女殿下の姉妹じゃないですし、皇帝陛下や皇太子殿下との直接的な血縁関係はありませんよ。謁えつ見けんの前にゲノム検査もしましたけど、間違いないです。本当に偶然似てるだけです」

「本当に？」

「本当です。謁見前に近この衛え騎士の方々や侍医の方々がわざわざ船まで訪ねてきて検査したんです。いきなりでびっくりましたよね？」

「ええ、突然の来訪で面食らったわね。私も暫しばらく帝都には寄り付いていなかったし、ルシアーダ皇女殿下のお披露目も見ていなかったから、ミミとルシアーダ皇女殿下が瓜うり二ふたつと知ってクルー一同仰天したわよ」

　エルマさんが私に話を合わせてくれる。

　うん、噓うそは言ってないです。顔も朧おぼろ気げにしか覚えていない父方のお祖ば母あさんは極めて高い確率で皇帝陛下の妹君であるセレスティア様だという話ですけど。皇帝陛下とも皇太子殿下とも直接的な血縁関係はありませんから。

　正確に言えば私はギリギリ傍系皇族ということになるそうですけど。ルシアーダ皇女殿下の又また従い姉と妹こで、皇帝陛下の姪てつ孫そんにあたるわけですから。

　とは言え、セレスティア様は帝室から出奔した身です。ゲノム検査の結果、私がセレスティア様の孫であることはほぼ確実ということでしたが、私がセレスティア様の孫であると証明するものはゲノム情報以外には何も無いわけです。

　それでも帝室に迎え入れることも可能だと皇帝陛下やルシアーダ皇女殿下は仰おつしやってくださいましたが、それでヒロ様と離れ離れになるのも、ヒロ様を縛り付けるのも嫌でした。だから、私は帝室とは何の関係もない、ただのルシアーダ皇女殿下のそっくりさんです。

「本当、びっくりでしたよね。私なんて辺境コロニーで生まれたただの小娘なのに」

「それもとびきり運が悪い、ね。いや、運が良いのかしら？」

「どうでしょう？　私は今、幸せですけど」

「ミミさんの生い立ち、興味がありますね」

　ニーアさんが私の生い立ちという新しい話題に食いついてくる。うん、興味が逸それてくれてよかった。それじゃあ、私とヒロ様の出会いの話をするとしましょう。
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「ふぁー……でっかいですねぇ」

「でっかいねぇ」

　のんびりと過ごすこと一週間弱。俺達はコーマット星系の交易ステーションに到達し、そのすぐ近くに停泊する移民船団を目の当たりにしていた。移民船はかなり大きい。全長は恐らく帝国航宙軍の戦艦と同じか、それ以上だ。形としては……キノコっぽい？　いや、短小な弾丸型と言ったほうが正確だろうか？

「ジオゲイト社のヘヴィダブル型移民船やね。大気圏突入時はあのまま突っ込んで、大気圏突入後に反転して着陸するんよ。着陸した移民船はそのまま植民拠点になって、最終的には地上で解体されて施設を建設するための資源になるっちゅう話やで」

「着陸後は船体下部が物流倉庫として機能するようになっているらしいです。それ以外は解体するみたいですね」

[image: ]

「へぇ……それが全部で五隻か。じゃあ、五箇所で同時に植民を行うんだな」

「そして私達はその護衛と支援をするってわけね」

「護衛はともかく、支援ってどんなことをするんですか？」

　ミミが首を傾げる。まぁ、ピンとこないだろうな。

「植民惑星の開拓には危険がつきものでな。たまに植民拠点が危険な原生生物に襲われたりすることがあるんだ。そういうのに対する近接航空支援を求められることがあるな」

「きん……？」

「つまり植民惑星の地表に蔓延はびこる原生生物にクリシュナのレーザー砲を撃ち込むお仕事が依頼されることがある。あと、開拓地を広げるのに邪魔な大岩──というか岩山とか、そういうものを破壊してくれとかな。こっちは滅多に無いが」

　わざわざ戦闘艦を使わなくても、そういった地形を好きに弄いじれる装備を開拓民達は持っているはずだからな。俺達に依頼が回ってくるのはただ邪魔なだけでなく、戦闘艦じゃないと危険だったりする場合だけだ。凶悪な原生生物の巣になってるとか、有毒なガスやら危険で有毒な植物が繁茂してるとか。

「はぇー……色々あるんですねー」

「そうだな。それよりも宙賊の襲撃のほうが多いと思うけどな」

　植民船の武装は貧弱だ。原生生物相手なら問題ない程度の武装はしているが、宙賊の戦闘艦に対抗できるような装備は持っていない。そして宙賊どもは植民船が開拓のために備蓄している物資や、開拓のために植民船から離れた場所で探索や資源調査をしている開拓民を狙ねらって植民惑星への降下を試みる。奴やつらにしてみれば孤立した開拓民は違法奴ど隷れい狩りの良いカモだからな。

「交易コロニーで補給を終えたら開拓プロジェクトが開始される。きっと忙しくなるぞ。いつも通りな」

「ヒロ、もう諦あきらめたわね？」

「どうあっても厄介事が舞い込んでくるんだろうからな。さぁ、コロニーへの着艦準備を始めるぞ」

　半ばヤケクソ気味にそう言ってハンガーへと向かって歩き始めた。
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　交易コロニーであるコーマットプライムコロニーは好況に沸いていた。

　コーマットⅢのテラフォーミングが完了して本格的な植民が始まるとなると、このコーマットプライムコロニーは植民を進めるための資材や植民者に供給するための食料や嗜し好こう品の集積基地となる。その取引量はコーマット星系で採れる鉱石や精錬金属だけを扱っていた頃ころに比べると数倍から十数倍に増加する上、今後のコーマットⅣのテラフォーミング完了も見据えてコーマットプライムコロニー自体の拡張工事も始まっている。

「物凄い活気ですね！」

「持ってくれば何でも売れるって状況だろうからな」

　初期の入植地では何もかもが足りない状況だ。食料、医薬品、生活雑貨、建築資材、その他諸もろ々もろの商品を積んだ輸送船がひっきりなしにドッキングベイに出入りしている。ここに集積された物資が移民船に積み込まれ、コーマットⅢへと降下していくことになるわけだ。

「最初のお仕事は降下する移民船の護送になるわね」

「流石さすがに降下時の移民船を狙ってくる馬鹿はいないと思うけどな」

　降下時に襲って、万が一移民船が大気圏突入に失敗でもしたら、満載されている物資と植民者は大気圏で燃え尽きるか、地表に激突して全すべてがお陀だ仏ぶつになる。単純にダレインワルド伯爵家の移民事業を妨害したいということでもない限り、あまりにやる旨うま味みが無い。

　しかもそんな大量虐殺を起こせばダレインワルド伯爵家は勿もち論ろんのこと、帝国だって黙ってはいない。場合によっては帝国の総力を挙げて生け捕りにされ、とんでもない目に遭うことなるだろう。

「さぁ、クリスとの待ち合わせ場所に向かおうか」

「いこいこ。うちお腹なかペコペコや」

「お姉ちゃん、わざわざお昼ごはんの量を少なくしてたもんね……」

「凄すごい食い意地だな」

「うちだけやないもん」

　そう言ってティーナがミミに視線を向ける。うん、目を逸そらして気づいてないふりをしても意味がないからね。ミミもわざわざ昼食を減らしてお腹を空すかせてきたのか。

「さぁ、急ぎましょう！　依頼人を待たせちゃ悪いですから！」

「はいはい……」

　ティーナと一緒に早足で先を歩き始めるミミを追い、俺達も待ち合わせ場所であるホテルへと移動を開始した。
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『コーマットⅢの入植開始を祝して、乾杯！』

「「「乾杯！」」」

　クリスの音頭で祝賀会の参加者達が飲み物の入った杯を掲げ、その中身を呷あおる。

「ぷはーっ！」

　ドワーフ二名とエルフ一名がグラスを空けておっさんのような声を上げているのは聞かなかったことにしておこう。ちなみに、俺の持っているグラスに入っているのは果汁１００％のフルーツジュースである。

「ヒロ様、お料理取ってきますねっ！」

「うちもうちも！」

「ああもう。お姉ちゃん、もう少しお行儀よくしようよ」

　今日の祝賀会は立食形式のパーティーで、料理は各々が好きなものを好きなだけ皿に取って食べるようになっている。ミミ達は早速大量の料理が置かれているテーブルに突撃していったようだ。

「落ち着きがないわねぇ」

「早速二杯目に手を付けているお前も似たようなもんだと思うが」

　俺の言葉を無視してエルマが二杯目のグラスを傾ける。最初はビールだったようだが、次はワインか何かを飲んでいるようだ。

「へべれけになるのは勘弁してくれよ」

「ちゃんとセーブするから大丈夫よ」

　エルマがそう言うなら大丈夫だろう。まぁ、普段から酒はよく飲んでるけどべろんべろんのへべれけになることはあんまり無いものな。ティーナはたまにやらかしてウィスカに怒られてるけど。

「しっかし人が多いな」

「それだけ多くの人が今回の事業に関わってるってことよね」

　一人一人に名札がついているわけじゃないから、誰だれがどのように今回の植民事業に関わっているのかはわからない。ただ、だだっ広いパーティー会場にはとにかく人が溢あふれかえっている。

　今日の俺はいつもの傭よう兵へい服姿だ。ミミやエルマ、それにティーナ達も普段着ている服で参加しているので、俺達が傭兵であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。俺とエルマから発せられる暴力的な気配でも感じているのか、俺達に近寄ってくる参加者は全くいない。

「俺にも傭兵の風格が出てきたのかね？」

「そうね。まぁ、御前試合でのヒロの戦いぶりを目の当たりにした人も多いんじゃない？　帝国全土に配信されたみたいだし」

「なるほど。今は丸腰なんだけどな」

　一応レーザーガンと剣は持ってきてはいたのだが、両方ともホテルに入る際に預けたからな。今は丸腰だ。勿論、ミミとエルマもレーザーガンをホテルに預けている。

「ご主人様」

「ん？　おぉぅ……」

　俺のすぐ後ろに控えていたメイがこちらに接近する人物がいることを教えてくれた。その姿を見て俺は思わず天井を仰ぐ。

「そのような反応を何度もされると流石に私も気を悪くしますよ」

「いや、他意はない。予想が当たって戦せん慄りつしただけだから」

「他意はないという言い回しの使い方を間違っていませんか」

　部下を引き連れた白い軍服の美女──セレナ中佐がそう言いながらジト目を向けてくる。ははは、言葉って難しいネー。

「それで、ここにいるということは」

「お察しの通りです。いつも通りの宙賊狩りというわけですね、そちらと同じく」

「ですよねー」

　話している間にメイがどこかから飲み物を運んできてセレナ中佐達に配り始める。しっかりとノンアルコールの飲み物を持ってきたようだ。

「ありがとう。それで、相談なのですけれど」

「はい、中佐殿」

「可能な限り私達と貴方あなた達で連携して動くのはどうでしょうか？　お互いに手の内をある程度知っているわけですから、連携に問題はないと思うのですが」

「悪くない提案だと思うけど、依頼人の許可が必要だな。俺の独断で指揮系統の違う中佐の部隊と行動を共にするのは無理だ。それに、帝国航宙軍とダレインワルド伯爵家では防衛目標の優先度が違う可能性もある」

「それは確かにそうですね。では、ダレインワルド伯爵家に話をしてみるとします」

「そうしてくれ」

　去っていくセレナ中佐にひらひらと手を振って見送る。

　実際のところ、中佐達と行動を共にしたほうがより多くの宙賊を狩れるとは思うが、そうするとどうしても身軽さは失われてしまうからな。それに、セレナ中佐の率いる対宙賊独立艦隊の総火力はクリシュナとブラックロータスを合わせても足元にも及ばない。つまり、その火力差の分だけ獲物を分捕られる恐れがあるということである。

　当然俺達が得られる賞金は減るし、大火力で宙賊船をぶっ飛ばすことになるので船の鹵ろ獲かくも望めない。オーバーキルでばらばらになる船が多いだろうからな。

　そう言った意味では中佐達と行動を共にするのは美お味いしくはないんだよな。

「まぁ、クリスは断るんじゃない？」

「だろうな」

　俺という戦力を縦横無尽に駆使して宙賊を撃退するというのはクリスにとってある種の武功ということになる。しかし、俺達の運用を帝国航宙軍に預けてしまってはその武功を得ることができなくなってしまうわけで、そうなってしまっては困るクリスとしてはセレナ中佐の申し出は断るしかないだろう。エルマも俺と同じ考えのようだ。

「貴族ともなると色々面倒だねぇ、本当に」

「何をするにも人目を気にすることになるからね。まぁ、面倒よ」

　貴族としての生活から抜け出したくて実家を飛び出したお転婆娘が言うと説得力があるな。

「さて、そろそろ俺達も料理を取りに行くか。飲み物だけで腹を膨らませるのは寂しいし」

「そうね。私はおつまみになるようなものが欲しいわ」

「程々にしとけよ本当に……メイも行こう」

「はい、ご主人様」

　エルマとメイを引き連れ、俺は盛況を博しているパーティー会場の奥深くへと足を向けるのであった。
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　料理の並べられているテーブルの周辺は非常に混み合っていた。なんでもコーマットⅢで採れる食材なんかも並べられているらしい。

「変なものじゃなければ良いが……」

「少なくともお腹なかを壊すようなものは出てこないわよ。こういうパーティーで食中毒なんて出したら伯爵家の面目が丸まる潰つぶれだもの」

「それもそうか」

　エルマの言うことももっともだ、と安心してテーブルに近づいた俺の目に飛び込んできたもの。それは小型犬……いや、中型犬サイズの芋虫めいた物体の丸焼きであった。真っ白な体たい軀くの表面にはうっすらと茶色の焼き目がつけられており、実にこんがり良い感じに焼けているようである。

「……」

「何よ、その目は。きっと美味しいわよ」

　俺にジト目を向けられたエルマが睨にらみ返してくる。ええ……美味しいの？　ほんとぉ？

「ほら、切り分け始めたわよ。ゴーゴー」

「マジで……？」

　エルマに押されて巨大芋虫料理を切り分けている場所へと追いやられる。見た目がどうにも受け付けないのか、他の参加者も敬遠しているようでエルマに押された俺が何な故ぜか先頭である。あ、あっちにミミが……ミミは必死で俺から視線を逸そらした。俺を見捨てるのか！　ミミ！

「どうぞ」

「お、おう」

　調理師によって切り分けられた芋虫が小皿に載せられ、差し出される。どうやらクラッカーのようなものの上に切り分けた芋虫の表皮とドロリとしたその中身が載せられているようだ。

「むっ……？」

　緑色のソースがかけられているそれを口に入れた瞬間、爽さわやかな香気が鼻を突き抜けていった。どうやら緑色のソースはバジル系の香草を使ったものであったらしい。そしてクラッカーのサクリとした食感と、パリッと焼けた芋虫の皮の香ばしさ、そして濃厚なチーズのような味わいが口の中に広がっていく。

「こう言っちゃなんだが、見た目に反して美う味まいな」

「そうでしょう。見た目はグロテスクですが、味は最高なのです」

「もう一つくれ」

「かしこまりました」

　もう一つ芋虫載せクラッカーを貰もらう。うん、美味い。なんかエルマがマジかよこいつみたいな目で見てきているが、お前も道連れじゃい。更にもう一つ調理師さんに芋虫載せクラッカーを作ってもらい、エルマに押し付ける。

「あら、本当に美味しいわ」

「だろ？」

　エルマの反応が切っ掛けになったのか、遠巻きに見ていた他の客も芋虫載せクラッカーを注文し始めた。

「こういう特産物が収穫できるならコーマットⅢは栄えるでしょうね」

「芋虫牧場ってか？　というか、こいつが成虫になったらどんなものになるのか想像するのが怖いんだが」

「やめてよ美味しいものを食べて良い気分なのに……」

　幼虫でこのサイズだと、成虫は一体どんなサイズになるのか？　そもそもこいつは何の幼虫なのか？　興味は尽きないが、深く考えると深みに嵌はまりそうなのでやめておこう。

「ただ人が住めれば良いってもんでも無いのかね、植民事業ってのは」

「そういうわけでもないと思うけど、ああいう特産物があるかどうかは重要なんじゃない？　強みにはなるでしょうね」

「なるほどなぁ……それにしてもああいう固有の生物って、テラフォーミングの影響で死滅したりしないんだな。意外だ」

「生物の環境適応能力もそれぞれなんじゃないの。死滅した種も多いと思うわよ」

「そんなもんか」

　そうすると、あの芋虫はテラフォーミングを生き抜くだけの生命力を備えた生物だというわけだ。まぁ、あれだけデカけりゃ生命力は強そうだな。

　しかし、そう考えるとテラフォーミングには色々と面倒事が多そうだな。環境保護団体とかが大騒ぎしそうな気がするが、そういうことはないんだろうか？　いや、あっても貴族の強権で叩たたき潰つぶされそうだな。入植事業では巨額の金が動きそうだし、場合によってはわざわざ貴族が強権を振るわなくとも利得者がそういった運動を叩き潰しそうだ。

　と、詮無きことを考えているとミミ達が俺達の元へと歩いてきた。その手の皿にはしっかりと芋虫載せクラッカーが載っている。強したたかになったな、ミミ。

「ミミぃ……さっきはよくも見捨てたな？」

「あ、あはは……ごめんなさい」

「兄さんに一いち番ばん槍やりを譲っただけやで」

「流石さすがの度胸だと思いました。私はあれはちょっと……」

　そう言うウィスカの皿には芋虫載せクラッカーは載っていない。無難そうなものをバランスよく取り分けてきたらしい。

「ウィーは食いもんに関しては保守的やねー」

「食べず嫌いは良くないぞ」

「虫はちょっと……」

　まぁ、無理強いするものでもないか。でも、今の所この世界で食べた昆虫系の食材は外れがないんだよな、意外なことに。流石にこのように技術が進んだ世界でも不ま味ずいものをわざわざ流通させるような余裕は無いということなんだろうか。

「あら、お姫様の登場よ」

「お？」

　エルマに袖そでを引かれて彼女の視線を追うと、そこにはドレスに身を包んだクリスの姿があった。あまり派手なドレスではなく、フリルなども控えめで随分と大人おとなしい印象のドレスである。感覚的な表現だが、あまり女の子女の子してないというか……なんだか大人っぽく見えるな。

「ごきげんよう、キャプテン。パーティーは楽しめていますか？」

「はい、クリスティーナ様。コーマットⅢの特産品に舌鼓を打っていたところでございます」

　そう言って俺が半ば解体されている巨大芋虫にチラリと視線を向けると、クリスの肩が僅わずかにピクリと震えた。どうやら巨大芋虫のインパクトは淑女モードのクリスに精神的なダメージを負わせたらしい。

「お、おきにめしたようでしたらなによりです」

「正直すまんかった」

　引きつった笑みを浮かべるクリスに小声で謝っておく。とりあえず立ち位置を変えてクリスの視界に巨大芋虫が入らないようにしてやろう。

　この後は特に波乱もなく、クリスと他愛ない話をしたり、ミミ達と珍しい料理を楽しんだりして無事にパーティーは終了した。途中で見かけたのだが、うちの船に乗っていたメディアの連中もこのパーティーの様子を撮影していたようだ。招待客というわけじゃないから、豪華な料理や酒はお預けだったらしいけどな。ご愁傷さまである。
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「植民船一番機から五番機、順次降下を開始します」

「このタイミングで襲いかかってくる宙賊はまずいないと思うが、危険なものが宙賊だけとは限らないからな。警戒を強めてくれ。メイ、レーダーレンジ最大、ステルス性は考慮しなくていいからバンバンやれ」

『承知致しました。パッシブレーダーの感度も最大にします』

　俺の指示を受けたメイがブラックロータスのアクティブレーダーを最大出力で働かせ、降下宙域に近づく船に対する監視を密にする。そして得た情報をメイとブラックロータスのメインコンピューターで処理し、更に俺達三人で脅威となり得る存在がいないか精査するというわけだ。

「危険なものが宙賊だけとは限らないというのはどういう意味なのでしょうか？」

　クリシュナの操縦席には合計で五つの席がある。メインパイロットシート、サブパイロットシート、メインオペレーターシート、サブオペレーターシート、そしてサブシートが一つで五席だ。

　その中の一つ、サブシートに着席しているメディアスタッフ──メビウスリング、メディア部二課の男エルフ、アレン──が質問してきた。

「このタイミングで襲撃を仕掛けても危険過ぎる上に得られるものが何もないから、宙賊はまず襲ってこない。商品になるものが全部燃え尽きておじゃんになるだけだからな。だから、このタイミングで仕掛けてくるとすれば、それは今回のダレインワルド伯爵家の植民事業を台無しにしたい連中だけだってことだ」

「えっ、でもそれは」

「そういうのがいるとは限らない。だが、いないと高を括くくるのは愚かってもんだ。そういうのだけでなく、傍はた迷めい惑わくな目立ちたがり屋や手のつけられない『酔っぱらい』がいるかもしれないしな」

　素直に考えれば宙賊以外で仕掛けてきそうなのはダレインワルド伯爵と同じ貴族だろうが、どんな社会にも一定数の跳ねっ返りってのはいるもんだからな。ただ目立つため、あるいは大きな事件を起こして自分達の名を知らしめるためにテロリズムに走る妙な連中がいないとも限らない。

「ヒロ様、右う舷げん上方距離８６０付近のデブリ、何かおかしくないですか？」

「どれ……ふん？　他のデブリに比べて妙に低温だな。サーマルステルスか？　メイ、念の為ため目標にピンを送れ」

『了解』

　ピンを送るというのは所属不明の艦船に通信の意志があるかどうかを確認する行為だ。機械的な仕組みは知らんが、ある程度絞った範囲──ゲーム的に言うとロックした目標と通信要請をするための機能である。これに応答しない場合、相手を不審船として撃沈しても罪には問われない。

『反応なし』

「そうか。ＥＭＬ展開、効力射」

『アイサイサー、ＥＭＬ展開』

　俺の指示によってブラックロータスが艦首の大型電磁投射砲を展開し、ミミの見つけた不審なデブリに照準を合わせる。そうすると、外部から通信が入ってきた。

『こちらジャッジメントワン。貴艦の武装展開を確認した。何をするつもりか説明を求める』

　警備の取りまとめ役をしているダレインワルド伯爵家の巡洋艦から通信が入る。

「こちらブラックロータス及びクリシュナのキャプテン・ヒロだ。不自然な温度の不審なデブリを発見。ピンに応答せず、植民船の降下軌道へと近づきつつあるので、砲撃で破壊する」

『了解、こちらからも監視を行う。フォローは任せろ』

「了解、ＥＭＬ発射」

『アイアイサー。ＥＭＬ発射』

　紫電と閃せん光こうが炸さく裂れつし、文字通り目にも留まらぬ速度で砲弾が発射された。目標となった不審なデブリに一瞬熱反応が確認できたが、砲弾を回避しようとしたのだろうか？　何にせよ全すべては遅きに失した。不審なデブリに着弾したＥＭＬの砲弾はデブリを木っ端微み塵じんに打ち砕く。

『破壊時にエネルギー反応を確認。デブリの正体は小型船舶であったと断定します』

「了解、ジャッジメントワンにデータを送信しておいてくれ」

『アイアイサー』

「も、問答無用なんですね……」

「こんな場所で不審な行動をしているほうが悪い。通信要請にも応答しないなら尚なお更さらだ」

　結局あの不審なデブリ──もとい不審船が何をしようとしていたのかは不明だが、木っ端微塵にしてしまえば何ほどのこともない。サーマルステルスまで使って忍び寄っていたならどうせロクな用事ではないだろう。場合によっては拿だ捕ほすることもできたかもしれないが、それで下へ手たを打って植民船に特攻でもかけられたらコトだからな。この状況ではああするのが一番だ。

「降下が始まりました」

「ミミ、記録しておいてくれ」

「了解」

　植民船が光の尾を引きながらコーマットⅢへと降下していく。それぞれが微妙にタイミングをずらし、違う方向へと降下していく様はなかなかに壮大な光景だ。あの巨大な植民船一つに凡およそ一万人が乗り込んでいるそうだ。つまり約五万人の人々が初期開拓民としてコーマットⅢへと降り立つことになるわけだな。

「あ、よろしければ後でそちらのデータを頂けませんか？」

「一応ダレインワルド伯爵家に確認を取ってからな」

「ありがとうございます」

　多分これくらいは問題ないと思うが、念の為な。

「今後はどのような活動をすることになるのですか？」

「基本的には他と連携しつつ、惑星周辺とコーマット星系全体の巡視をすることになるだろうな。まぁ、俺達の場合は積極的に宙賊狩りをするよう申し付けられるかもしれんが」

　俺達──つまりクリシュナとブラックロータスという構成と今までの実績から考えれば、定点に張り付けておくよりも遊撃として星系内を飛び回りつつ索敵と宙賊拠点の探索をさせたほうが良いだろう、という判断を下される可能性が高いと思う。

「なるほど……」

「あまり絵になりそうにないな、と思ってるだろ？」

「ははは」

　アレンは俺の言葉に答えず、乾いた笑いを漏らした。まぁそう思うよね？　滅め茶ちや苦く茶ちや広い恒星系の宙域全体をブラついて宙賊に偶然遭遇する確率なんてどう考えてもそう高くないって素しろ人うとにも想像がつくだろうからな。
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『やめろ！　撃つな！　降参、降参する！』

「十秒やる。機関を停止してベイルアウトしろ。十秒を超えたら撃つ。逃げようとしたらコックピットブロックごと破壊する。はい、いーち、にー、さーん」

『わかった！　わかったから！』

　宙賊の叫び声と共に宙賊船の機関が停止し、コックピットブロックがパージされる。基本的に小型戦闘艦のコックピットブロックというものはそのまま脱出ポッドとして機能するようになっているのだ。

　無論、コックピットブロックだけでは超光速航行はできないし、ごく遅い速度でしか移動することはできないが、最低限の生命維持装置や通信装置などが備えられているし、気密性も保たれていて、構造的に頑丈でもある。

「メイ、回収よろしく」

『アイアイサー』

「メイが来るまでに残ざん骸がいと戦利品の回収だ」

「「アイアイサー」」

　ミミとエルマが回収用ドローンの操作を始める。俺はその間に撃破した宙賊艦のスキャンを行っておく。先にスキャンをしておけばどの船のどの装備を引ひっ剝ぺがすか、どの船の残骸をサルベージするかティーナとウィスカが判断しやすくなるからな。

「……容赦ねぇんだな」

「何日か前にも同じようなセリフを聞いたなぁ……基本的に宙賊なんざゴミクズ以下のクソどもだからな。賞金に関しては生死不問デツドオアアライブだし、投降してきた宙賊をわざわざ回収して突き出すのもリスクが高い。クソを懐に入れることになるからな。普段は命いのち乞ごいなんて聞かずにぶっ殺してるが、あまりにもな残虐ファイトは視聴者の皆様に見せられないよってなっちゃうだろ？」

「ははは……配慮してくれてありがとうよ」

　フォーマルハウトエンターテイメントのズィーアが乾いた笑いを漏らす。顔が完全にケモケモしているから表情がわかりにくいが、もしかしたら顔面蒼そう白はくになっているのかもしれない。

「奴やつらに襲われた輸送船や旅客船がどうなるか知ってるか？　積荷が根こそぎ奪われるだけで済めば奇跡で、大体が皆殺し。下手すりゃ捕らえられて非合法奴ど隷れい行きだ。非合法奴隷については？」

「……裏で取引される奴隷で、性奴隷や非合法な人体実験に使われるとか」

「大体合ってるけどちょっと浅いな。普通の性奴隷として扱われることは稀まれだ。普通のプレイがしたいだけならセクサロイドなりＶＲなりでいくらでもやりようがあるからな。生身の性奴隷を求めるような連中ってのは、そりゃもう歪ゆがんだ性癖の持ち主だらけだ。思い出しただけで反へ吐どが出る」

　今までに何度か『処理済み』の性奴隷を救出したことがある。つまり買い手の注文通りにされてしまった被害者達だな。宙賊が運んでいる『商品』の中にはそういうのも含まれる。人体実験用のモルモット用途の被害者なら命令に逆らえないように専用の首輪や腕輪が装着されていたり、インプラントチップが埋め込まれていたりする程度でまだマシなんだけどな。

「自分達の利益と快楽のためにそんなことを平気でする連中だ。慈悲をくれてやる気はちっとも起きんね。それに、見逃せばその分だけ他の誰かが不幸に見舞われるかもしれないんだからな。見かけ次第駆除するに限る」

「なるほど」

　ズィーアが神妙な様子で頷うなずく。彼は彼なりに何か思うところがあるのだろう。

「ヒロ様、ブラックロータスが間もなく到着します」

「了解。ブラックロータス狙ねらいで宙賊が来るかもしれないから警戒を続けるぞ」

「アイアイサー。回収を終えたら一いつ旦たん帰還ね？」

「そうだな、荷物も多くなってきたし」

　降伏した小型宙賊艦は無傷のまま手に入ったし、撃破した宙賊艦のパーツなんかも溜たまってきている。図らずも捕虜を得てしまったし、一度帰還して戦利品の売却と捕らえた宙賊の引き渡しを行った方が良いだろう。
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「今は小型輸送船特需だ。積載貨物量が多少小さくても、足が速くて単独で惑星地表と交易コロニーとの間を行き来できる船はいくらでも売れる。まったくもって笑いが止まらんね」

　売り先が決まってハンガーから運び出されていく改造小型輸送船（元宙賊船）を眺めていると、自然と口の端が持ち上がってくる。いやはや、本当に笑いが止まらないな。

　回収した宙賊船の残骸から引っ剝がしたパーツを比較的傷の浅いフレームに突っ込み、これまた宙賊船の残骸から引っ剝がした装甲材を張り付けて即席の小型輸送船をでっち上げて交易コロニーで売うり捌さばく。

　当然ながら船の設備は十全な状態ではないが、ごく短距離──交易コロニーと地表を行き来する程度の距離であれば、生命維持装置なども最低クラスのものがあれば問題はないし、最悪そんなものを積まなくとも船外活動に対応している宇宙服を着るという手もある。まぁ、売った後のことは俺は知らんがな。

「参考までに、どれくらいで売れているか聞いても？」

　俺のすぐ隣で搬出されていく船を一緒に眺めていた濃い褐色肌の美人──ニャットフリックス所属のニーアがそう聞いてくる。俺は売価を思い出しながら口を開いた。

「確か小型艦が一隻５万前後、中型艦は10万弱だな」

　今回売り払った船は小型艦一隻と中型艦一隻。どちらも速度とカーゴスペース容量の増加を重視し、輸送仕様にでっち上げたものだ。

「その他無傷だったジェネレーター、シールドジェネレーター、各部品が特需で高く売れてな。全部で15万くらいかな。合わせて凡そ30万エネルに、撃破した宙賊の賞金が32万、今回の成果はしめて62万エネルだ」

　この他にダレインワルド伯爵家から一日30万エネルの日当が出ている。今回は三日かけての宙賊狩りだったので、90万エネル。しめて１５２万エネルの儲もうけだな。

　船と部品の売却益のうち10％をティーナとウィスカに分配、そして報酬総額の１％をミミに、３％をエルマに分配すると凡そ１４０万エネルが俺の取り分だ。端数は船の維持運営費だな。停泊費や全員の食費、廃棄物の処理費用、生存に不可欠な水や酸素の購入費用などである。

「ヒロさん、私を養ってくれません？　私、これでも尽くすタイプですよ」

「間に合ってます」

　燃えるような橙だいだい色いろの瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせながら上目遣いで俺の顔を見上げてくるニーアに笑顔で拒否を叩たたきつける。確かにこの人は美人だが、俺の中の何かがこいつには絶対に手を出すなと囁ささやいているのだ。

「残念です」

　肩を竦すくめてすぐに退ひく辺り、まぁ本人もあまり本気ではないのだろう。

「でも、ヒロさんと一緒にいると愉たのしそうなんですよねぇ……本気で私を囲う気ありません？　きっと愉快なことに事欠きませんよ？」

「マジで間に合ってます」

　最近口に出すどころか考えただけでもトラブルが転がり込んでくるというのにこれ以上のトラブルなんぞ絶対に御免である。それにニーアの言う『たのしい』はなんだか不穏なものを孕はらんでいるように聞こえて仕方がない。

「本当に残念です……」

　ニーアはそう言って悲しげに溜ため息いきを吐ついた。

「コロニー標準時で明日の１３００時に出港する。それまでは自由時間だから、羽を伸ばしてくるといい。また三日は出ずっぱりになるからな」

「わかりました。ヒロさん達の予定は？」

「夜までは未定だ。夜には個人的な食事会がある。悪いが、個人的なものだから取材は遠慮してもらうぞ」

「個人的な食事会、ですか……興味があります」

「遠慮してもらうって今言ったよな？」

　再び目を爛々と輝かせるニーアに思わず苦笑する。このふてぶてしさというか図々しさは大したものだよな。本当に。
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　ブラックロータスのハンガーで寝落ちしていた整備士姉妹を部屋に運んでやったり消耗品の発注作業をしていたミミを手伝ったりしている間に約束の時間が近くなったので、死んだように眠っていた整備士姉妹を叩き起こし、既に微妙に出来上がっているエルマを簡易医療ポッドにぶちこんでしゃんとさせてからブラックロータスを後にする。

　メイにはブラックロータスに残ってもらった。彼女は食事を摂らないし、俺とエルマが揃そろっていれば護衛は必要ないからな。その代わり、食事会を終えて帰ったら思う存分に甘えてやろうと思う。

　うん。甘えるんだ、俺が。何かおかしい気がするが、彼女にとってはそれが埋め合わせになるのだ。メイドロイドってたまによくわからない。

「今日はクリスちゃんとお食事会ですね」

「前の祝賀会ではロクに話せなかったからな」

　あの時のクリスはダレインワルド伯爵の名代として会を取り仕切る立場だったし、他の参加者の目もあるのであまり話すことができなかった。今回はあの時のようなパーティーではなく、高級なお店の個室でごく個人的な親交を深めるための食事会というわけだ。

「今はクリスも大変な立場でしょうからね。ヒロ、ちゃんと労いたわってやりなさいよ？」

「そりゃそうするつもりだけれどもね」

「お貴族様ってのも大変なんやなぁ、あんな小さいのに何万、何十万の命を背負うことになるなんて」

「本当にそうだよね。私なら絶対に無理だよ」

　俺もそう思う。貴族ということで色々と教育は受けているんだろうが、それでも万単位の人間の命に責任を持って、全体の指揮を執るというのは物もの凄すごいプレッシャーのはずだ。今日は存分に愚痴でもなんでも聞いてやるとしよう。




　と、思っていたんだが。




「もっとちゃんとぎゅっとしてください」

「ああ、うん……」

「クリスちゃん、あーん」

「あー……」

「これも美お味いしいですよ」

　十分後、俺は何故か胡座あぐらの上にクリスを後ろから抱っこし、ミミとウィスカはクリスの口元にプリンやケーキを運んでいた。そして残りの酒飲み二名はその様子を肴さかなに酒をかっ喰くらっている。

「色々限界だったみたいね」

「せやなぁ。まぁ、甘えられる相手がいるのはええんとちゃうか？　最初、目が死んどったし」

　予約を取ってあった店の個室には先にクリスが到着していた。到着していたのだが、その様子がただごとではなかった。

　死んだ魚のような目をしたまま、畳のような床の上に横たわっていたのである。いや、びっくりしたよね。何事かと思ったよね。本当に。

　俺達が入ってきたことに気がついたクリスはゾンビか何かのようにゆっくりと立ち上がり、無言で俺の手を引いて座らせ、胡座をかいた俺の足の上に収まった。そして甘いお菓子が食べたいと言い始め、今に至る。

「まいにちまいにちまいにちまいにちやまのようにちんじょうやくじょうがあがってくるんです。しょりしてもしょりしてもしょりしてもおわらないおわらないないないない……」

「よしよし、今はそういうのは考えなくて良いからなー、ほーらなでなでしてやろう」

「へへ……えへへ……」

「相当きてるわねぇ」

「アカン……酒でも飲ましたほうがええんちゃう？」

「おさけ……」

「未成年に酒を勧めるんじゃねぇ！」

「あうちっ、そういやまだ未成年やったね。うちらと見た目あんま変わらんから失念してたわ」

　手の届く範囲にあった枝豆のようなものをティーナのおでこに投げつける。見た目はティーナ達とそんなに変わらないけど、クリスはまだ未成年だ。というか、とっくに成人して俺とほぼタメなのにティーナとウィスカが幼く見えるだけなんだけどな。二人はドワーフだし。

「クリスちゃん、苦労してるんですね……」

「クリスティー……クリスちゃん、私達で良ければいくらでも甘えてね」

　ウィスカがクリスティーナ様、と呼ぶのを途中でやめてクリスちゃんと呼び直し、クリスの頭を撫なで始める。頭を撫でるのはウィスカに任せて俺はクリスをぎゅっとしておこう。




　なお、クリスが正常な状態に戻るまで三十分ほどかかった。
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「お見苦しいところをお見せしました」

「今更取り繕ってもな」

「……」

「痛い痛い、ごめんて」

　クリスが顔を赤くしてぽこぽこと俺を叩いてくる。わかったわかった、無粋なことを言った俺が悪かった。だから鎮まりたまえ。

「まぁなんや、アレやね。折角やしそのまま兄さんに甘えとったらええんちゃう？」

「お持ち帰りはダメよ」

　酔っ払いどもがニヤニヤしながらクリスをからかう。やめたまえ君達。クリスはまだ成人前の女の子なんだぞ。絡むんじゃない。

「おいひぃです」

「むむ、火加減も絶妙ですね……」

　クリスが正常な状態に戻ったので、ミミとウィスカも本格的に食事を始めていた。二人が食べているのは何かの肉のステーキだ。肉質が牛に似た生物で、これは余よ所その星からコーマットⅢに持ち込まれて飼育される予定のものであるらしい。なるほど、別にその星で取れる特産品に拘こだわらないで、こういった高級品を飼育して売り捌くってのも一つのやり方だよな。結局のところ、金を稼げれば良いんだから。

「大分追い込まれていたみたいだけど、本当に大丈夫なのか？」

「はい。開拓初期の今をなんとか切り抜ければ仕事は楽になるみたいですから。私を含めて職員達のスキルも上がりますし」

「それは慣れたせいで相対的に楽になっているように感じるだけなのでは……？」

「ははは……」

　クリスの瞳からまたもや光が消えかける。ＯＫＯＫ、無粋なことを言った俺が悪かった。ほら、何の卵かわからないけど美味しそうな卵焼きだぞー。

「実際のところ、俺達じゃクリスの仕事方面の手助けはできそうにないしなぁ……まぁ、こうして愚痴を聞いたり、甘やかしたりするくらいならいくらでもやるけども」

　というか、俺達以外に甘えられる相手はいないのだろうか。いないんだろうな。両親には先立たれているし、祖じ父いさんのダレインワルド伯爵は領地の統治のために隣の星系にいる。昔から世話をしてくれている使用人の一人や二人はいそうだが、甘えられるような関係ではないんだろう。一緒に働いている職員は部下だろうしな。

「それだけでいいんです」

　そう言ってクリスは俺に寄りかかって体重を預けてきた。殆ほとんど身内のようなものとは言え、ミミ達の視線も気にせずこのような行動に出る辺り、相当お疲れのようだな。

「ところで、ヒロ様達はこの数日、どのように過ごしていたんですか？」

「なに、いつも通りだよ。宙賊を待ち伏せする、追い詰める、ぶっ潰つぶすの繰り返しだ。撃破した宙賊の数は三日で五十かそこらだったかな」

「凄すごい戦果ですね！　実は全体的に宙賊の討伐数が上昇傾向なんですよ」

「へぇ？　ずっと右肩上がりなのか？」

「今のところはそうですね」

「なるほど。となると、やっぱり周辺から流入してきてるのかね」

　宙賊はどこにでも湧わく一般人──というか民間船にとっては迷惑な奴らだが、この世界はゲームでもなんでもないので、スクリプトで無限に湧くというわけではない。狩れば狩るだけその数を減らすはずなのだ。討伐数が右肩上がりということは、少なくとも討伐速度よりも周辺からの流入速度が今のところは上回っているということなのだろう。

「もしかしたら名のある宙賊団が乗り込んできてるのかもな。注意したほうが良いと思うぞ」

「注意、ですか。具体的にはどうすれば良いんでしょうか？」

　クリスがそう言って俺を見上げてくる。ふむ。どうすれば、か。

「まず、いつでも大規模な戦力を動かせるように用意はしておいたほうが良いと思う。大規模な宙賊団は収奪した物資や奴ど隷れいを集積所──つまり基地に溜ため込む傾向があるから、その集積所が見つかり次第、急襲する手て筈はずを整えたほうが良いな」

「なるほど。それはつまり、傭よう兵へいや帝国航宙軍をいつでも討伐に差し向けられるよう余力を残すようにしたほうが良いということですね」

「そうなるんだろうな。その際に惑星の守りが疎おろそかになったら本末転倒だから、討伐に出る場合は戦力配分にも気を配るべきだろうな」

「なるほど……」

「一番良いのは伯爵にしっかりと相談することだろうな。俺は傭兵の視点からアドバイスしたけど、為政者としての立場から見ればまた違った意見があるかもしれない」

「お祖父様に、ですか……そうですね。明日にでも相談してみます」

　クリスは少しの間考え込んだようだが、すぐにそう言って頷うなずいた。今回の惑星開発はクリスが立派な為政者──つまりダレインワルド伯爵家を継ぐに相応ふさわしい者になるための一種の試練なのだろうが、全部が全部一人でしなきゃならないって性質のものではないだろう。何せ人の──ダレインワルド伯爵とクリスにとっては自分達が庇ひ護ごするべき領民の命が懸かっているのだ。

「こういう席でまで仕事の話をするのは無粋だと思うわよ？」

「こういう席でもないとクリスとこんな話できないだろ」

　クリスは次期女伯爵様だ。いくら俺がゴールドスター受勲者だのプラチナランカーだのといった肩書を持っているとしても、公の場でこんな風に話すのはよろしくあるまい。

「んー？　そう言われるとそうかしら。でも、もう少し華のある話もしてあげなさいよ」

「華のある話っつってもなぁ。華のある生活なんてしてなかっただろ」

　基本的に星系内の探索と宙賊の討伐を繰り返していただけだしな。

「そう言えば、ヒロ様達の船に乗っているメディアの人達はどう過ごしているんですか？」

「ああ、あいつらね。あいつらは──」

　その後、食事を取りながらメディアスタッフ達の様子をクリスに話して聞かせ、クリスからは逆にこんな珍陳情があった、なんて話を聞いたりして大いに笑った。一番面白かったのは、何かの手違いでカップルや夫婦向けの居住区に配備されてしまった独身男性から来た『周りがカップルだらけで辛つらいです……助けてください』って陳情の話だったな。
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　食事会が終わった後、クリスは迎えに来たダレインワルド伯爵家の護衛達に連れられて帰っていった。俺達がブラックロータスに着いた頃ころに宿舎に無事着いたことと、今日はありがとうございましたというメッセージが俺の端末に送られてきたので一安心である。

　そして翌日である。俺たちは今日も今日とて傭兵稼業だ。

　コーマット星系ではクリシュナ単艦で先行し、ブラックロータスには後から駆けつけてもらって戦利品の回収をしてもらうようにしている。

　何な故ぜそんなことをしているかって？　そりゃお前、メディアスタッフの乗っているブラックロータスを疑似餌にして宙賊を誘おびき寄せるわけにはいかないだろう……軍用戦闘ボットの導入によってブラックロータスの防衛能力は飛躍的に向上したが、万が一ということもあるからな。

「ヒロ様！　救難信号です！」

「いきなりか」

　コーマットプライムコロニーを出発して程なくして救難信号を拾った。どうやら比較的大型の旅客船が宙賊に襲われているらしい。

「すぐに向かうぞ。向こうにも救援に向かうと伝えておいてくれ。あと、ブラックロータスにもすぐに駆け付けるよう指示を」

「わかりました！」

　ミミがコンソールを操作してメッセージを送り始めるのを横目に見ながら、俺はクリシュナの航路を救難信号の発信源へと向ける。ちょっと遠いな、到着まで五分くらいかかるか。

「他の船は間に合いそうな範囲内にいないわね。一応、コーマットプライムコロニーに救難信号受信の報告と、発信源の座標を送信しておくわ」

「そうしてくれ」

　俺達以外の救援が来る前に俺達が事態を収束させる可能性が高いが、場合によっては怪我人の治療や破損した船の曳えい航こうのために助けが必要になるかもしれない。応援を送ってもらうに越したことはないだろう。

「民間船の救出ですか。これは撮れ高になりそうね」

「お前なぁ……」

　本日クリシュナに同乗しているのはニャットフリックスのニーアである。ウキウキした様子で撮影機材の用意を始めているな。まぁ彼女にとっては撮れ高以外の何物でもないんだろうけども。

「間もなく現場に到着だ。乱戦になるかもしれんから、しっかりとベルトは締めておけ」

「あいあいさー！」

　ニーアの返事を聞きながら超光速ドライブを解除すると、いつも通りの轟ごう音おんが鳴り響いて線となって流れていた星の光が点に戻った。そして目に入ってくるのはスラスターを破壊されて強制停止させられている大型客船と、その大型客船に接せつ舷げんしている二隻の中型宙賊艦、そして一斉にこちらへと向かってくる十隻以上の小型宙賊艦。

「大歓迎だな！」

　すぐさまウェポンシステムを立ち上げ、戦闘機動を開始する。

「中型二隻、小型十四隻です！　大型客船は移乗攻撃をかけられている模様！」

「まずは小こ蝿ばえを叩たたき落おとす！　中型艦の動きに注意しろ！」

「はいっ！」

　向かってくる小型宙賊艦の群れに真正面ヘツドオンから突っ込み、擦れ違い様に散弾砲を叩き込んで一隻を爆発四散させる。その際に宙賊艦からレーザー砲やマルチキャノンで撃たれたが、クリシュナのシールドはびくともしない。小型宙賊艦の火力でクリシュナのシールドを破るのは至難の業だ。

　擦れ違うと同時にフライトアシストを切り、姿勢制御スラスターを噴かして反転。再びフライトアシストをオンにしてから一気に加速して宙賊艦達の背後を取る。

『こいつ……ッ!?　散開しろ！』

　後ろに付かれたことに気づいた宙賊が驚きの声を上げながらも的確な指示を出して散開を始める。

　なるほど？　そこそこ優れた指揮官がいるらしい。

『うわっ!?　シールドが!?　嫌だあぁぁぁっ!?』

　しかし圧倒的な性能差はそう簡単に覆せるものではない。四門の重レーザー砲の火力の前には宙賊艦の貧弱なシールドと装甲など障子紙のようなものだ。一斉射でいとも簡単にシールドが飽和し、第二射で装甲ごと船体フレームを貫く。当たりどころが良かったのか、爆発四散はしていないな。航行能力は失ったようだが。

『距離を取って囲んで叩け！　格闘戦は避けろ！』

「正確な分析ね」

「分析が正確でも、それで勝てるかは別の話だけどな」

　包囲を選択するなら食い破って各個撃破するだけだ。何より、指揮は悪くないが動きが指揮についていけてない。そんなにトロ臭くちゃあ意味がないな。

『だ、だめだ！　強すぎる！』

『歯が立たねぇぞ！』

『ばっかやろう！　逃げるわけにもいかんだろうが！』

　そりゃお仲間が移乗攻撃を仕掛けている真っ最中なのに見捨てて逃げるわけにはいかんよなぁ？　後で移乗攻撃に成功したお仲間と顔を合わせることになったら間違いなく殺し合いになるだろうし。

　だが、それがお前達の命取りになる。

　一隻一隻各個撃破し、小型宙賊艦を掃討する。

『や、やめろ！　客船の乗客を皆殺しにするぞ!?』

「はっ！　今すぐやめて降伏すりゃ命だけは取らないでやるぞ？」

　残った二隻の中型宙賊船からの要求を鼻で笑ってやる。宙賊との交渉には基本応じない。どうせこいつらは乗客を皆殺しになんかできないんだからな。こいつらの目的は乗客の拉ら致ちだ。拉致して売り飛ばすのが目的なんだから、商品をわざわざ減らすようなことはしないし、できない。

　まぁ、人間ヤケになったら何をするかわからんけども。

「どうするの？」

「折角停まってくれてるんだ。手足をもいでやるさ」

　そう言って俺は武器の照準を中型宙賊船のメインスラスターへと向けた。メインスラスターを破壊したら次は武装だ。武装も壊したら？　ブラックロータスもすぐに駆けつけてくるからな。移乗攻撃は宙賊だけの専売特許ってわけじゃないさ。
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　通常、戦闘艦のスラスターや武装などのモジュールをピンポイントで破壊するのは非常に難しい。しかし、相手が停止していれば話は別だ。特に移乗攻撃のために接舷中の船などカモ以外の何物でもない。

『やめっ……やめろォ!?』

「やめろと言われてやめる奴やつがいるかよ」

　民間の大型客船に接舷している中型宙賊艦の背後へと素早く回り込み、重レーザー砲でメインスラスターを破壊してやる。接舷するためには当然ながらシールドを停止していなければならないので、奴らの艦を守るものは何もないのだ。重レーザー砲の光条を何発か叩き込めばすぐに機能を停止してしまう。

『て、てめぇら!?　こっちにゃ乗客が。人質がいるんだぞォ!?』

　通信の向こうから宙賊の必死な声が聞こえてくる。ははは、吠ほえよる。いくら吠えたところでメインスラスターは既に破壊したから、奴らはもう詰んでいるわけだが。

「おい聞いたか？　人質がいるんだぞォ、だとよ」

「ええ、聞いたわ。でも、それが何？」

　悪い笑みを浮かべる俺を見て、エルマが俺の話に乗ってくる。ミミが目を剝むいて驚いているので、俺は口元に人差し指を立てて黙るよう指示しておく。ニーアはニヤニヤしながら動向を見守っているようだ。

「これ以上手を出せば人質を殺す？　結構。殺すってんなら大いに殺しゃいい。そうしたら賞金が跳ね上がってより一層俺達の懐が潤うってわけだ」

『んなっ……!?』

「私達は傭兵よ？　正義の味方じゃあるまいし、人質程度で止まるとでも？」

「かと言って人の情が無いわけでもない。義憤を感じる心はある。なに、その時には間違いなく『生きたまま』捕らえてやるから覚悟しておけ」

「帝国法は凶悪犯に厳しいわよ？　一罰を以もつて百戒とす、ってね」

「どっちにしろお前らはもう詰んでるから。大人しく投降したほうが身のためだぞ」

『クソがあぁぁぁ！』

　おお、怒ってる怒ってる。だが俺はそれに構わず中型宙賊艦二隻の武装もピンポイントで破壊してやった。これで奴らは文字通り丸裸である。

　そして、丁度お膳ぜん立だてが整ったところで轟音と共にブラックロータスがワープアウトしてきた。

『ご主人様、お待たせ致しました』

「完かん璧ぺきなタイミングだ、メイ。軍用戦闘ボットを民間船に接舷している宙賊艦に突入させろ。宙賊艦を制圧後、そのまま民間船に移乗して残りの宙賊も制圧するように」

『承知致しました。非致死性兵器装備で突入させます』

「そうしてくれ。クリシュナは増援を警戒する。メイは戦闘ボットの指揮、ティーナとウィスカにはサルベージを開始するよう指示してくれ」

『アイアイサー』

　ブラックロータスとの通信が終了する。宙賊からの通信はいつの間にか途切れていた。今の会話はオープンだったからな。戦闘ボットが突入してくるのを知った宙賊どもは今頃迎撃の準備に大忙しといったところだろう。

「あとは仕上げを御ご覧ろうじろってね」

「……え？　接舷突入、しないので？」

　今までニヤニヤしながら黙っていたニーアが気の抜けたような声を上げる。そんなニーアに対し、俺は操縦席に座ったまま肩を竦すくめてみせた。

「宙賊が何人いるかわからんが、二隻合わせても恐らく三十ってところだろう。それに対してこっちが投入するのは武装が非致死性武器とはいえ最新鋭の軍用戦闘ボット十体だ。わざわざ突入してリスクを冒す必要はないなぁ」

「えぇ……撮れ高が」

「お前の撮れ高のために命を危険に晒さらす気はないからな？」

　そもそも、こういう時のためにわざわざ高い金を出して軍用戦闘ボットを購入したのだ。こういう時とはつまり、宙賊による移乗攻撃に対抗するため、もしくは既に移乗攻撃を食らっている他の船や、宙賊の船そのものに移乗攻撃を仕掛けるためである。

　血の滲にじむような──というかリアルに血を吐くような修練の結果、俺だってそこそこ以上に戦えるようにはなった。だが、それでもわざわざ生身やらパワーアーマー姿やらで好き好んで殺人光線の飛び交う銃撃戦の中に飛び込もうとは思えない。より有効な手段を金で解決できるのならば誰だれだってそうする。俺だってそうする。
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「総員戦闘準備！　クソブリキ野郎が乗り込んでくるぞ！」

　畜生が！　あの傭よう兵へい野郎、人質を歯し牙がにもかけやがらねぇ！　本当に乗客どもを皆殺しにしてやろうかと思ったが、それをやるといくらなんでも後が怖い。どっちにしろ捕らえられれば地獄は免れないが、バレる状況での虐殺はマズい。

　元宙賊のＢ級犯罪者なら死ぬまで重労働で済む。やりようによっちゃシャバの空気だってまた吸えるって話だ。しかし見える場所であからさまに虐殺をやらかしたら間違いなくＡ級犯罪者だ。

　Ａ級犯罪者ってのはつまり、人権を剝はく奪だつされた実験動物モルモツトだ。消費しても問題ない実験動物として科学者どもに弄もてあそばれるのだけは絶対に嫌だ。

　何度も生身で宇宙空間に放り出されては試作型の医療ポッドにぶち込まれるなんてのは序の口。試作型のＶＲ機器の実験に駆り出されて過剰な刺激を受けた脳が焼き切れて死ぬなんてのはまだ幸運。遺伝子改良実験のモルモットにされたって奴は酷ひどかった。身体からだが崩れて苦痛に呻うめきながらもデータ取りのために『生かされている』なんてのは想像するだに恐ろしい。あんな目に遭うのは絶対に御免だ。

「突入班！　やんちゃやヤケを起こして商品をぶっ殺したりするんじゃねぇぞ！　そんときゃどうあっても言い逃れててめぇらだけクソ科学者どもの玩具おもちやになるよう仕向けてやるからな！」

　通信機越しに口汚い罵ば声せいが返ってくる。とりあえずこれで下へ手たを踏んでも言い逃れはできるだろう。しっかりとログに残して──ズドドドン、と何かが船体にぶつかる音が響いた。コンソールを見る限りはあのクソ傭兵の攻撃じゃあない。いや、装甲にダメージ……？　違う。今の音は移乗攻撃ポッドが接舷した音だ！

「クソ！　来やがった！」

　使い古したレーザーガンをホルスターから引き抜いてコックピットから飛び出す。ブリキの兵隊なんざ頭を捩ねじ切って玩具にしてやる！
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『敵艦のコントロールを掌握』

『ＥＭＰグレネードによる攻撃を確認。損害軽微』

『カバー。敵兵二名の無力化に成功』

『敵艦の制圧を完了。民間船への突入準備開始』

　二隻の中型宙賊艦にそれぞれ五体ずつ突入させた軍用戦闘ボット達から続々と報告が上がってくる。俺達はクリシュナのコックピットで高みの見物だ。メイの指揮の下、戦闘ボット達はこの上なく効率的に宙賊達を無力化していく。

「圧倒的ですね……？」

「そりゃそうだ。そうでないと一機あたりに６万エネル以上出した甲か斐いが無いってもんだ」

「でも、前にシエラⅢで戦闘ボットと戦った時は楽勝でしたよね？」

「あの時は降下ポッドが半ば迎撃されてたし、完全起動する前に山程レーザーガンを叩たたき込んだからよ。それに、たった一機だったしね。あの時降下ポッドに搭載されていた戦闘ボットが全部正常に起動して一斉に襲いかかってきてたら危うかったわね」

「なるほど、そういうものですか」

　そう考えると、俺達は悪運を引き寄せはするけど最悪の目は出さないんだよな。そうだとしても、あまりにもトラブルに見舞われすぎな気がしてならんのだけども。

「なんというか、イージーね」

「イージーにするために金をかけて適切な装備を揃そろえたんだ。元が取れるのはまだまだ先だな」

　宙賊に懸けられた賞金に関しては基本的に生死を問わないが、生きたまま捕らえればそれはそれでボーナスが出る。つまるところ、宙賊を狩って金を稼ぐならサルベージ品を大量に持って帰ることができる母船や、移乗攻撃によって生きたまま捕らえることのできる戦闘ボットなどを購入したほうが実入りは良くなるというわけだ。

　まぁ、そのためにはそれなりの額を投資しなければならないので、元を取るには相応の時間がかかるわけだが。長い目で見れば小型戦闘艦一隻で傭兵稼業を続けるよりは儲もうかる。

「もっと撮れ高を！　折角の民間船救出シチュエーションなのにこれじゃあヤマがありませんよ！　ヤマが！」

「無茶を言うなよ！　こら！　後ろからしなだれかかるな！　後頭部に胸を押し付けんな！　まだ戦闘中だ馬鹿！　宇宙空間に放り出すぞ！」

「騒々しいわねぇ……」

「あはは……」

　二人とも、俺は操そう縦じゆう桿かんから手を離せないんだからこの馬鹿をどうにか引ひっ剝ぺがしてくれませんかね？　というかこいつはクリシュナのコックピットには今後出禁だな。こちとら遊びでやってんじゃないんだよ。
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「では、こいつらはこちらで引き取って行きます」

「よろしく」

　敬礼をしてくる帝国航宙軍の兵士にひらひらと手を振り、戦闘ボット達が無力化して引っ立ててきた宙賊どもが連行されていくのを見送る。救助した大型客船が発していた救難信号をキャッチして帝国航宙軍の軍艦が駆けつけてきたので、捕らえた宙賊の捕虜をそのまま引き渡したのだ。

　また、二隻鹵ろ獲かくした中型宙賊艦のうち一隻は彼らの部隊がコーマットプライムコロニーまで曳えい航こうしてくれるという話だったので、もう一隻はブラックロータスで曳航し、後は小型艦二隻分のスクラップとパーツをブラックロータスのハンガーに収容していく。

　これで中型輸送艦二隻、小型輸送艦二隻をでっち上げてまた売り払うわけだ。その売却益に加えて宙賊どもの賞金と生け捕りのボーナスと戦利品の売却益。それに救出した大型客船からの礼金も期待できる。笑いが止まらんな！

「この通り反省いたしましたので、どうかご容赦を」

　俺の足元でニーアが土下座しているが、無視しておく。宇宙空間に放出されなかっただけでも感謝して欲しい。

「よっしゃー！　腕が鳴るでぇ！」

「頑張ろうね！　お姉ちゃん！」

　先行して運び込まれた小型宙賊艦の残ざん骸がいを前に整備士姉妹が気合を入れている。二人とも目が輝いているな。なんだかんだで好き勝手に航宙艦を弄いじり倒せるのが嬉うれしいんだろう。しかも自分達で修理した船に値がついて、その一割が自分達の懐に入ってくるとあれば更にやる気が漲みなぎってくるというわけだ。

「ニャットフリックスアウト、ということでフォーマルハウトエンターテイメントのターンだぞ」

「はーっはっはっは！　いやぁすまんなぁ！」

「ぐがぎぎぎぎぎ……」

　フォーマルハウトエンターテイメントのズィーアが炎のように派手な体毛を靡なびかせ、呵か々か大笑しながらクリシュナへと乗り込んでいく。ニーアはそんなズィーアに怨おん念ねんの篭こもった視線を向けていた。そんな様子を俺に観察されていることに気がついたのか、ニーアが露骨に媚こびるような表情を浮かべる。うん？　なんだね？

「こ、この失態は私が身体でお支払いしますから──」

「ニャットフリックス、五点減点」

「ノォーウ!?　というか謎の点数制が導入されてる!?」

　あからさまな色仕掛けはＮＧ。妙なことを言って俺の心証を更に損ねたニーアにニャットフリックスの他のスタッフ達が白い目を向けている。どうか大いに反省して欲しい。

　というか、この状況でも冷静に突っ込んでくる辺りまだこいつ余裕あるな。

「合計十点減点で脱出ポッドによる優雅な宇宙の旅にご招待だからな」

「はい……」

　ニーアががっくりと肩を落とす。まぁ、脱出ポッドで射出は冗談だけども。次に何かやらかしたら普通にコーマットプライムコロニーで撮影班にまるごと下船してもらうだけだ。

「一回まではＯＫだと考えて故意にやらかしたら一発退場させるからな」

「ははは、わかっておりますとも」

「私どもはそのようなことをする気はありませんので」

　スペース・ドウェルグ社のワムドとメビウスリングのアレンはそう言ってにこやかに対応していたが、二人とも釘くぎを刺されて一瞬身体をビクッとさせたのを俺は見逃さなかったからな。戦闘艦乗りの周辺視野舐なめんなよ。

　コーマットプライムコロニーを出港してからそんなに時間は経たっていないのだが、戦利品が多いから一度コーマットプライムコロニーに戻って戦利品の売却等を行わないといけないな。戦利品を満載したままだと機動性にも支障が出るし、何よりこれ以上の戦利品を持って帰ることができない。

　とは言え、それで哨しよう戒かい任務に支障を来すのは本末転倒なので、コーマットプライムコロニーで契約しておいた戦利品の保管スペースに宙賊艦のスクラップやら戦利品やらを雑に放り込んでおくことになる。それで俺達は再出撃するわけだ。

「うちらはコロニーに残って回収品の改修を進めとくわ」

「了解。何もないとは思うけど、気をつけろよ」

「はい！」

　整備士姉妹にはコーマットプライムコロニーに残って、回収した中型艦二隻と小型艦二隻の修理、改修作業を進めてもらう。整備ドッグで動いている分には危険もないだろうし、問題はないだろう。特に港湾部は帝国航宙軍とコロニーのセキュリティが目を光らせているからな。

「私達もコロニーに残って戦利品の船を改修する二人の取材をさせて頂きます」

「良いけど、邪魔はするなよ」

「それはもちろんですとも」

　スペース・ドウェルグ社のワムドとそのスタッフ達もコーマットプライムコロニーに残るらしい。フォーマルハウトエンターテイメントのズィーアはクリシュナに乗り込み、その他のスタッフとニャットフリックス、メビウスリングは引き続きブラックロータスに乗り込んで取材を続けるようだ。

「忙せわしないというか、勤勉ですね」
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「うん？　そうか？」

「はい。我々のイメージする傭兵像とはかけ離れていますね」

　クリシュナをブラックロータスのハンガーに格納し、ブラックロータスの休憩スペースで小休止を取っていると、メビウスリングのアレンがそんなことを言い始めた。

「俺はその一般的な傭兵像ってのがよくわからんのだよな」

　この世界の生まれではないので、この世界のスタンダードというものが未いまだによく理解できていないんだよな、俺は。無論、俺だってこの世界の勉強をサボっているというわけではないのだが、俺の頭には元の世界の常識というものが既にベッタリとこびりついているので、この世界特有の価値観やイメージというものがなかなか頭に馴な染じまないのだ。

「普通の傭兵像ってのは大きく稼いでパーッと遊んで、お金があるうちはダラダラ過ごしてるって感じよね」

「そうですね。ヒロ様はその点勤勉というか、ストイックというか」

「ストイックねぇ……」

　そうは言ってもミミやエルマ、それにメイとそれなりによろしくしているし、毎日テツジンの美う味まい飯を食って、買いたいものを見つければ特に節制することなく購入しているけど。

「よりストレートに表現すると、こんな美人さんが二人もいるんだから昼となく夜となくそれはもうイチャイチャしているのかと思っていたというわけです」

「また減点されたいのかな？」

「いやいや普通はそう思いますって！　ねぇ!?」

　ニャットフリックスのニーアがそう言ってフォーマルハウトエンターテイメントのズィーアとメビウスリングのアレンに同意を求めるが、二人はハハハと乾いた笑いを漏らしてそれを受け流した。二人とも同意はしないが、否定もしない辺り考えていたことにほぼ違いはないらしい。

「まぁ減点は冗談として、そんなもんなのか。そんなんじゃいつまで経っても船をアップグレードできないだろうし、船を動かす感覚も鈍るだろうから腕も上がらないと思うけどなぁ」

「その発言が既にストイックですね」

「ヒロはなんだかんだで毎日自己鍛錬を欠かさないわよね」

「勘が鈍るのは良くないからな。俺は死にたくないし、クルーも死なせたくない。命張ってるんだから手を抜かないのは当たり前だよな」

　下へ手た踏んで自分だけが死ぬならともかく、同じ船に乗っているミミとエルマの命も預かっているとなると俺の責任はとても重い。

「やっぱりゴールドスターのプラチナランカーともなると心構えからして違うんですね」

「ワーカーホリック気味なだけかもな。さぁ、小休止したらクリシュナを出すぞ。さっさとパトロールに戻らないとな。メイはデータキャッシュの解析を進めておいてくれ」

「はい、お任せください」








＃４：奇妙な原生生物









「もうちょっとこう、ロックな展開にはならないのか？」

「パトロールでロックな展開ってどんなだよ」

　再びコーマットプライムコロニーから出港して凡およそ二時間。俺達は特にトラブルもなく哨戒を続けていた。ダレインワルド伯爵家から受けている依頼ではコーマット星系内における俺達の行動範囲にある程度の自由裁量はあるのだが、それでもその範囲内で宙賊なり何なりに遭遇できなければただのドライブみたいなものである。今日は大型民間客船を襲った連中を文字通り一網打尽にしたので、暫しばらくこの辺りには宙賊どもは寄り付かないかもしれないな。

「あ、コーマットⅢの防衛部隊の司令部から緊急通信です」

「おっと、ズィーアが変なことを言うからロックな展開が来たぞ」

「やったぜ」

「やったぜじゃないんだよなぁ……で、ミミ。内容は？」

「えっと……コーマットⅢの開拓地が攻撃的な原生生物に襲われているようで、対地攻撃が可能な艦艇は至急コーマットⅢに急行して支援攻撃をして欲しいとのことです」

「対地攻撃ィ……？」

　あまりに意味のわからない通信内容に俺は思わず変な声を出してしまう。

　いくら開拓が始まったばかりの開拓地とは言え、原生生物──つまり動物の襲撃程度で宇宙に展開している戦力に救難要請を行うというのは妙な話だ。

　そりゃあ彼らは軍隊ではないのだからそこまで強力な武装はしていないだろうが、それでも金属の弾丸を火薬を使って発射する銃なんかよりも遥はるかに強力なレーザーガンやレーザーライフルは持ち込んでいるはずだし、拠点となる移民船にはシールド発生装置や人間が携行できる武器よりもよほど強力なレーザータレットやマルチキャノンタレットも装備されているはずである。

　何より、そんなに脅威度の高い原生生物が存在するということが今更になって判明するというのもおかしな話だ。テラフォーミングをする前にも完了した後にも現地には調査が入っているはずだし、その段階で脅威度の高い原生生物に関しては発見され、対処されているはずだ。

「なんだか妙な話だな。本当に発信元はコーマットⅢの防衛部隊か？」

「えっと、間違いないです」

「……一応こちらからも防衛部隊の司令部と、あと念の為ためにクライアントにも確認を入れておいてくれ。あと、通信ログはしっかり取っといてくれ」

「わかりました！」

　今はズィーアが同乗しているから、クリスの名前は直接口に出さないほうが良いだろう。まぁ、隠しても俺達とクリスが割とズブズブな関係なのはとっくにバレてそうだけど。

「どうするの？」

「防衛部隊司令部からの通達となると無視するわけにもいかんだろうよ。ミミ、メイにもコーマットⅢに向かう旨を伝えてくれ」

「はい！」

　こういう時はミミが大忙しだな。まぁ、難なくこの辺の通信業務をこなせるようになってきた辺り、ミミももう一端のオペレーターだな。もう少ししたらまた分け前の見直しをするべきかね。

「航路設定、コーマットⅢ」

「アイアイサー、航路設定するわ」

　ミミが通信で手一杯なので、エルマがコーマットⅢへの航路を設定する。既に超光速航行中なので、超光速ドライブの起動シークエンスは必要無い。

「しかし、どう思う？」

「まぁ、変な話よね。絶対に無いってわけじゃないけど」

　エルマも今回の対地攻撃要請には疑問を持っているようだ。

「見落としか、テラフォーミングの影響による急性変異か」

「もしくは第三者の手による意図的な妨害かよね」

「あー、それも考えられるのか」

　第三者の手による意図的な妨害──つまり今回のケースの場合は攻撃性が極めて高い生物兵器を秘密裏に降下させ、繁殖させた可能性だな。確かにその線も無いとは言えない。ダレインワルド伯爵家の躍進を防ぎたい連中がいるのなら、そういった手を取る可能性は十分にある。

　バレれば自分の首を締めることになる一手だが、バレさえしなければ極めて有効な嫌がらせになるだろう。いずれにせよ、ここで入植地に大被害が出ればダレインワルド伯爵家の入植事業には大きくケチが付く形になるわけだ。

「現地で対処しきれずに救難要請が来るってことは……」

「確定ではないけど、第三者によって仕組まれたトラブルの可能性が高そうよね」

「Ｏｈ……」

「ロックな展開になってきたな！」

「どんな脅威があるかわからんが、俺達の話し合いの内容はカットしておけよ。貴族の暗闘に巻き込まれたいなら話は別だけど」

「ははは、当たり前だろう。そんなドロドロした話よりも派手でロックな映像の方が受けが良いに決まってるんだからな。ニャットフリックスの連中はそっちに食いつきそうだがね」

　あー、そうね。ニーアなんかはこういうドロドロした話の方が好きそうだね。

　まぁ、何にせよ久々の重力下戦闘になりそうだな。相手が原生生物となるとただの鴨かも撃ちになりそうだが、まぁそれはそれか。下手こいて地面に激突、なんてことにならないよう気をつけるとするか。
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　ズドォン！　という轟ごう音おんと共に矢のように流れていた星々の光が急停止する。

「超光速航行停止、目標地点への降下軌道は計算中です！」

「ＯＫ、各自降下開始まで小休止だ。目標の情報は来てるか？」

「はい、えっと……あった、スクリーンに出しますね」

　ミミがコンソールを操作し、コーマットⅢの開拓地を襲っているという原生生物の情報をコックピットのスクリーンに表示する。

「凄すごい見た目だな。威圧的というか、邪悪っぽいというか。悪意の塊みたいな造形をしている」

「まぁ、まともな生き物にはあまり見えないわね」

　コックピットのスクリーンに表示されたのは禍まが々まがしいとしか表現のしようがない代物だった。全体的に黄褐色っぽい色をしており、なんとなく人間の肌のような質感をしているのが更に禍々しさを助長している。

　原生生物の見た目は大きく分けて三種類で、一つは体高５ｍほど。人間の素足に似たような足を二十本以上生やしており、その足を高速で動かして捕食対象に接近し、二本ある腕で殴り殺して頭部らしき場所にある口で嚙かみ砕くだいて食うらしい。歯並びも人間っぽくてとても気持ちが悪い。両腕の先は尖とがった岩石質の表皮のようなもので覆われており、生身の人間を一撃で挽ひき肉にくにする威力を持っているとのことだ。

　もう一種類は同じく足が多いが、こちらは象か何かの足のように思える。全体的に流線型というか、船を裏返しにしたような姿をしているな。前面部は一匹目と同じように岩石質の装甲のようなもので覆われており、高速で突撃してくるらしい。大きさは体長15ｍ、体高７ｍほどと一匹目よりも更に大型。前面装甲は堅固で、レーザーガンやレーザーライフルでは全く歯が立たないようだ。

　そして最後の一種類が問題だ。体高２ｍほどで小型。一匹目と同じで人間のような足が六本生えており、六足でのたのたと歩くらしい。移動速度は大して速くないし、岩石質の装甲なども持っていないようだが、こいつはレーザーランチャー並みの威力がある生体レーザー砲を備えているらしい。威力も射程も入植者達が装備しているレーザーライフルより上で、シールドを持たない航空機やシーカーミサイル、攻撃ドローンなどはこいつらに撃墜されてしまうのだという。

「前衛から後衛まで充実の品しな揃ぞろえだなぁ。破壊光線を放つ原生生物とかそんなポンポンいるもんかね？」

「ビックリ生物代表として結晶生命体なんてのもいるじゃない」

「確かにあれもビックリ生物だけどさぁ……」

　確かに結晶生命体は攻撃的な無機生命体で、恒星間航行が可能で、レーザーどころか謎のエネルギー光弾とかも放ってくるという超ビックリ生物だけどね。俺が言いたいのはこんな誂あつらえたような戦闘能力を持つビックリ生命体がそこらの居住可能惑星に存在しているものなのかということなんだよ。毒液を飛ばすとかならともかく、レーザーランチャー並みの高出力レーザーとか自然界で狩りとかに使うにはあまりにも高威力すぎるだろ。

「まぁ……同じことを二回言うのもなんだけど、まともな生き物には見えないわね」

「だよなぁ。まぁ、ちゃっちゃと片付けるか」

「軽いというか、危機感が無いんだな」

　サブシートに座っているズィーアからそんな言葉が飛んでくるが、俺は振り返りもせずに肩を竦すくめてみせた。

「一万匹いても百万匹いてもクリシュナにとっては脅威でもなんでもないからなぁ」

「レーザーランチャー程度の出力なら大気圏内じゃ射程もたかが知れてるしね。クリシュナのレーザー砲のほうが遥かに高出力かつ長射程だから、アウトレンジから一方的に叩たたけるわよ」

「ブラックロータスもいるしな。クリシュナの観測データを使って成層圏辺りからマルチキャノンと電磁投射砲で砲撃もできるし」

　マルチキャノンと言えばなんとなく豆鉄砲というイメージがあるが、あれはシールドも持たない相手には滅法強い。サブマシンガンみたいにバンバン撃ってるけど、あれ普通に艦砲だからな。口径とか詳しく知らんが、弾一発が俺が抱えるのがやっとの大きさだから。あんなん生身の人間が食らったら一発でバラバラだよ。勿もち論ろん地表で暴れている原生生物のような何かでも食らったらタダでは済まない。

　艦首のＥＭＬに至っては下へ手たに最高威力で撃つと地表の開拓地にも影響が出かねないだろうな。まぁＥＭＬは威力というか初速に関しては無段階で調整できるはずだし、そのへんはメイに任せておけば上う手まくやってくれるだろう。

「なるほど……つまり、彼我の戦力差は圧倒的というわけか」

「だな。一方的な蹂じゆう躙りんになると思うぞ」

「突入コースの計算と設定完了しました！　ナビを表示しますね」

「了解、ブラックロータスも続いてくれ」

『アイアイサー』

　ミミの設定したナビに従い、コーマットⅢへの降下を開始する。

「うおおおぉぉ!?　だ、大丈夫なのかこれ!?」

　が、降下し始めるとズィーアが騒ぎ始めた。どうやら惑星に降下するのは初めての経験であるらしい。

「ああうん、大気圏突入って迫力あるよな」

　激しい音と揺れ、それに真まっ赤かに燃えるシールドの向こう側の大気。断熱圧縮で超高温になるのはわかるんだが、ああやってシールドの向こう側が燃えているような状態になってるのはどうしてなんだろうな？　超高温になってプラズマでも発生してるんだろうか？

「目標上空です」

「おお、いるわいるわ」

　目標の開拓地上空には既に俺達以外の戦闘艦が展開しており、雲うん霞かのように押し寄せてくる原生生物どもを薙なぎ払はらっていた。戦闘艦のレーザー砲から放たれる高出力のレーザーが地表に着弾し、土壌ごと原生生物を吹き飛ばしている。

　誤解されがちだが、レーザー砲というのは高出力のレーザーで対象を溶断する兵器ではない。照射部分を高温で蒸発させ、爆発を起こし、その熱と衝撃で対象を破壊する兵器だ。

　つまり、今現在地上の原生生物を襲っているものの正体とは高出力レーザー照射による爆破と熱と破壊の嵐あらしというわけである。

「ウェポンシステム起動。出力は最低限度に絞って速射を優先するぞ」

「了解、出力調整するわ」

「ブラックロータスも基本はレーザータレットで攻撃しろ。開拓地に危機が迫った時のみマルチキャノンを使え」

『アイアイサー』

　マルチキャノンの弾も艦首ＥＭＬの弾体もタダじゃないからな。レーザーのほうが弾薬費がかからない分お財布には優しい。

「しっかし多いな」

「ちょっと気持ち悪いですね……」

　既にレーザーを撃ってくるタイプの原生生物はあらかた仕留められているようで、残っているのは前衛型と突撃型の二種だけのようだ。こりゃただの蹂躙戦だな。地を這はうあいつらには空を飛ぶ戦闘艦を攻撃する能力が無いし。精々開拓地のシールドが破壊されないように気をつけるくらいか。

　四門の重レーザー砲のうち、下部の二門で開拓地に近い原生生物を攻撃し、上部の二門で比較的遠い個体を撃破していく。出力を必要最低限に絞っているので、普段よりもレーザー照射時間が長く、発射間隔も短くて済むから掃討が捗はかどるな。

「これで暫しばらく居住地は食料に困らないわね」

「えっ」

「えっ」

　エルマの発言に俺とミミは揃って声を上げる。

　え？　食料？　こいつら食うの？

「多分だけど、どう見ても有機生命体だし。こいつら多分成分分解してタンパク源にされると思うわよ」

「やだこわい」

「どんな味なんでしょう？」

「えっ」

「えっ」

　思わずオペレーター席のミミに目を向ける。ミミも驚いた顔で俺に視線を向けていた。あの、見た目に抵抗とか、無いんです？　未知の味への好奇心のほうが勝ってしまったのか？

「ほ、ほら。食べてみたら意外と美お味いしいかもしれませんし？」

「お、おう。そうだな」

　前衛型のやつとか足を見る限りどうも人間ベースっぽいし、全く食う気がしないんだけど。ま、まぁ銀河中のグルメを食い尽くすのがミミの旅の目的だし？　そういうチャレンジ精神はアリなんじゃないかな。ウン。

　俺？　いいえ。俺は遠慮しておきます。
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「で、コトが終わったらまた宇宙そらに戻るのな」

　一仕事終えてコーマットⅢの大気圏から離脱すると、フォーマルハウトエンターテイメントのズィーアがぼやくように呟つぶやいた。

「そりゃあ俺達は傭よう兵へいだし？」

「それも戦闘艦でのドンパチがメインのね。陰謀の調査だとかそういうのは専門外よ」

「精密な手術に斧おのやチェーンソー持ち出しても仕方ないだろ？」

　明らかに自然な生物とは思えない原生生物（？）どもを一方的に蹂躙し、奴らの巣と思われる気味の悪い地表構造物にブラックロータスのＥＭＬを始めとした艦砲射撃をぶち込んで破壊した。今いま頃ごろは帝国航宙軍の重武装海兵隊員達があの原生生物のような何かの巣を徹底的に調査していることであろう。

「でも、気にならないのか？　明らかに普通の原生生物とは思えない連中だっただろう？」

「気にならないと言ったら噓うそになるけど、管轄外だよ。調査後に敵戦力を叩くってんなら役に立てるだろうけど、専門外のことに首を突っ込んでも仕方がないさ。それよりも宙賊どもを追いかけ回して叩いてた方が世のため人のため、そして俺達のためになる」

「つまり、お金になるってことですね！」

「その通り！」

「お前らそれで良いのか……」

　元気なミミの言葉にビシィッ！　とサムズアップする俺を見てズィーアが困惑している。傭兵なんてこんなもんだ。俺は強いし、クリシュナも強い、ブラックロータスも強いし、ミミやエルマも優秀なクルーだ。でも、だからって何でもできるってわけじゃない。

「つまり適材適所ってことだよ。俺達は俺達にできることをするって話だ。何でもかんでも首を突っ込んで他人のシマを荒らしても碌ろくなことにならん」

「なるほど」

　どうやらズィーアも納得してくれたらしい。実際のところ、余計なことに首を突っ込んだりしたら絶対俺達について回っている不運が何か変なものを引っ張ってくるに違いないからな。これ以上のトラブルは要らん。間に合ってますってやつだ。

「それにな、こういう時は──」

『ご主人様、ご報告があります』

　俺の言葉を遮るようにクリシュナのコックピットにメイの声が割り込んできた。

「──どうした？　あ、データキャッシュの解読が終わったか？」

　この前の移乗攻撃では宙賊の船が武装とスラスター以外ほぼ無傷で丸々二隻手に入ったからな。戦闘ボットの襲撃に慌てたのか、データキャッシュとブラックボックス内のデータの消去や破壊などもされずに完全な形で手に入ったからメイにデータの解析を任せてたんだ。

『はい。宙賊のアジトの位置、取引データなどですね』

「なるほど、じゃあ位置データを帝国航宙軍に売りつける……いや、クリスに報告するか」

『はい。それがよろしいかと。クリスティーナ様なら我々よりも早く、強力に帝国航宙軍に働きかけることができるでしょうから。それと、宙賊の取引データを調べていてわかったのですが』

「ああ、なんだ？」

『どうやら宙賊に資金や装備を流して、ダレインワルド伯爵家の惑星植民事業を妨害しようとしている者がいるようです。宙賊の規模に見合わない資金や物資の流れがあります』

「なるほど……じゃあその情報も併せてクリスに相談しよう。段取りは任せる」

『はい、ご主人様。お任せください』

　メイや他のメディアスタッフが乗っているブラックロータスからの通信が切れる。クリシュナもコーマットⅢの大気圏離脱を完了した。とりあえず一息、というところで俺はコックピット後方のサブシートに座っているズィーアを振り返った。

「こういう時は、こっちから頭を突っ込まなくてもトラブルが向こうから転がり込んでくるんだ。たまらんだろ？」

「たまらんな。俺はそんな悪運バツドラツクは絶対に御免だが」

「そう言うなよ。ネタに困らなくなるぞ」

　道を歩けば悪漢に追われる美少女と出会い、宇宙を行けば救難信号を拾って宙賊に襲われている客船を助けることになり、コロニーに降り立てば謎の変異生命体相手にパワーアーマーで取っ組み合いをすることになり、宙賊を倒して戦利品を漁あされば美少女を拾い、バカンスに行けば惑星が宙賊に襲撃され、貴族の船を護衛すれば跡目争いに巻き込まれ、船を買いに行けば美少女合法ロリが飛んでくる。

　そして試運転とばかりに物資の輸送依頼をこなしたら帝国航宙軍と結晶生命体との戦闘に巻き込まれることになり、受勲のために帝都に行けば御前試合と称した武闘会に放り込まれる。

　うん、クソクソのクソ不運だな！

「俺は一般人なんだよ。度々トラブルに巻き込まれたりしたら命がいくらあっても足りん」

「だよなぁ」

「ですよねぇ」

「そうよねぇ」

　ズィーアの言葉に俺達三人は深く頷うなずき、心からの同意を示してみせるのであった。俺も大概逸般人になってきている気がするが、まだマインドは一般人だから。





☆★☆






　メイから連絡を受けたクリスの決断は早かった。迅速、かつ密ひそかに帝国航宙軍へと渡りをつけてダレインワルド伯爵家の私兵と帝国航宙軍の精鋭を集め、宙賊のアジトを叩くという方向で動くことになったのだ。

　ことを密かに進めるのはこういった宙賊のアジトを襲撃する際によく取られる方針である。何な故ぜかと言えば、大々的に宙賊のアジトを襲撃することを宣言してしまうと宙賊に逃げられてしまうからだ。奴らの耳と目は普通に交易コロニーなどにも及んでいるのである。要は、宙賊から金を貰もらって情報を流している連中が一定数いるというわけだ。

「だから、宙賊のアジトを襲撃する時には色々と気をつけなきゃいけないんだよ」

「それで私達も船から降りられないというわけですか」

「そういうこと。外でポロリと口から情報を零こぼしたなんてことになったら大変だからな」

「信用されてないんですかね？」

「本人にそのつもりがなくても情報を抜く方法なんていくらでもあるから。まぁほんの二日ほどの辛抱よ」

　口々に質問してくるアレンとニーアに俺とエルマが説明する。

　クリシュナとブラックロータスは出撃の号令が下るまでコーマットプライムコロニーで停泊待機である。まぁ、鹵ろ獲かくした宙賊艦を改修して売り払うのにも時間がかかるから、渡りに船というやつかな。

『改修よりも船の内部の掃除が大変やで』

『きったないんです……ほんとうに』

　昨日きのうの夜、帰ってきた二人と少し話をしたら綺き麗れい好ずきなウィスカの目が死んでいた。彼女の言う通り、宙賊の船は内装が汚くて本当に大変だったらしい。下へ手たに清掃するよりも内装を取っ払って入れ替えるほうが早いとかそういうレベルで。

『それに比べたら兄さんの船は本当に綺麗でええよなぁ』

『広いし、明るいし、綺麗だし、ご飯も美味しいよね……』

　あまり無理はするなと言っておいたけど、二人とも二隻の中型船の改修作業で忙しいようで、早い時間に船を出て遅い時間に船に帰ってきてシャワーを浴びてすぐに寝るという生活をしている。

　ブラックロータスに乗せている戦闘ボットも装備を積み替えれば作業の手伝いができるので、ブラックロータスのメンテナンスボットと一緒にティーナとウィスカに連れて行かせた。護衛にもなるからな。

　ちなみに、二人とも外に出ているが、二人にはそもそも宙賊のアジト襲撃の件については話していないので、情報が漏れる心配がない。今回の待機停泊についても暫しばらく留とどまって休憩と、二人の作業待ちであると二人には言ってある。そのせいで二人とも過剰に頑張っているような気がしないでもない。今度エルマに言って美味しいお酒でも用意してもらおう。

「傭兵というのも楽な仕事ではないんですねぇ。色々と考えることがあるというか」

「そうだな。もっとバンバン宙賊と戦ってバンバン金使ってバンバン遊びまくってるイメージだったが」

「そういうイメージですよね。わかります」

「わかるわ。普通はそうよね」

「これがうちのスタンダードです」

「私はご主人様のライフスタイルは素晴らしいものだと思いますが」

　スペース・ドウェルグ社のワムドとズィーアが感心したような、或あるいはちょっと残念そうな様子で好き勝手言ってるが、知らん。ミミとエルマもなんか同意してるが、知らん知らん。割と好き勝手してる俺がストイック扱いされるとか、この世界の他の傭兵達は一体どんな生活を送ってるんだか。逆に気になってくるわ。

　皆が俺を虐いじめてくる中、メイだけは俺の味方でいてくれる。流石さすがはメイだ。今日は傷ついた心を存分にメイに癒やしてもらうとしよう。メイのお胸を借りて泣いてやるからな！

　まんまとメイの思惑というか、機械知性特有の手練手管にやられているような気がしないでもないが、それがわかって甘えているうちは大丈夫だろう。多分。

　こうして俺達はクリスと帝国航宙軍の準備が整うまでの数日をブラックロータスで過ごし、宙賊のアジト襲撃に向けて英気を養うのであった。
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「これは良い画えが撮れそうですなぁ……」

　宙賊のアジトへの襲撃実行当日、コックピット後部のサブシートに座っているワムド氏が実に嬉うれしそうにそう呟いた。確かにこの画は壮観だろうな。この恒星系を荒らし回る宙賊の本拠地に今から殴り込もうと星系軍、帝国航宙軍、それに傭兵達の戦闘艦が勢せい揃ぞろいしているんだから。

　そして、この船達はこれから悪しき宙賊を討滅しに征ゆくのである。その様子はこれ以上無い撮れ高となることであろう。

「今日は貴方あなたなのね」

「ええ、今まで他社に譲っていましたから」

　ニコニコと人の良い笑みを浮かべているワムド氏だが、ここぞというところでしっかりとクリシュナに乗り込んでくる辺り、もしかしたら今回のような事態を見越してクリシュナへの同乗権を今まで他社に譲っていたのかもしれないな。だとしたら、人の良さそうな見た目に反して彼は意外と狡こう猾かつなのかもしれない。

「宙賊のアジトへの襲撃というのはどのような手順で行われるのですか？」

「基本的には軍の戦艦級、巡洋艦級による艦砲射撃で先制するところからだな。先制攻撃でアジトの主要施設──主にハンガーやドックを破壊して、宙賊がアジトから逃げられないようにする。とは言っても、宙賊のアジトにはハンガーやドックに駐機していない宙賊船も多いから、そういった奴らは四散して逃げようとするわけだ」

「なるほど？」

「そこで俺達傭よう兵へいの出番ってわけだな。足が速くて小回りが利く俺達は砲撃前に宙賊の逃走経路になりそうな場所に潜伏して、巣を叩たたかれて慌てて逃げ出してきた宙賊どもを狩って回る。言わば猟犬役だな」

「なるほど。真正面を軍に任せて、傭兵は包囲と追撃をするわけですか」

　ワムドは俺に話を聞きながらいくつもの撮影ドローンでコックピット内の様子を撮影し、俺達の会話も記録しているようだ。これを後で編集してドキュメンタリー映像に仕立て上げるのだろう。

「アジト襲撃は久しぶりですね」

「お祭りみたいなもんだからなぁ」

　お祭りはお祭りでも上がる花火は宙賊どもが爆発四散する汚い花火ばかりなんだけども。

「メイ、そちらも準備は大丈夫か？」

『はい、ご主人様。準備は万全です』

　他のメディアスタッフを乗せているブラックロータスは、今回は帝国航宙軍に同行して艦砲射撃を行う予定だ。ブラックロータスが装備している艦首大型ＥＭＬは帝国航宙軍が採用している主力艦の主砲を凌しのぐ射程と威力を持ち合わせているからな。まぁ、ＥＭＬは攻撃力こそ高いけど扱いが難しいから軍にはあまり採用されないんだが。やっぱりレーザー砲と違って弾速が光速とはいかないし。

「今回は別行動になるから、気をつけてな」

『それはどちらかと言えば私の台詞せりふなのですが』

　確かに。メイは帝国航宙軍と星系軍、そしてダレインワルド伯爵家の私設軍の主力と行動を共にするけど、俺達は小型戦闘艦で宙賊どもとドンパチするんだもんな。

「じゃあ、俺達の無事を祈っておいてくれ」

『はい。ご武運を。そしてどうかご無事で』

「ありがとう。そっちもな」

　機械知性は何に祈るのだろうか？　所謂いわゆる神様では無さそうだけどな。いや、意外と彼女達のほうが神や奇跡といったものを信じているのかもしれない。彼女達がただのプログラムから機械知性へと進化したこと自体が偶然に偶然が積み重なった奇跡の賜たま物ものなのであろうし。

　そうやって待っていると、ブリーフィングが始まった。作戦内容は俺がワムドに話したのと同じ流れだ。特筆するような点は見当たらない。まぁこういうのが定石、というものがあるからな。

　所謂定石や鉄板戦術と呼ばれるようなものはそうなるべくしてなったものなのだ。無論、必要に応じて型を破ることも時には大事なのだろうが、よほどのことがない限りは定石通りに戦うのが有効だろう。特に、戦力が多い時はな。俺みたいに単艦で多くの敵と戦ったりするならば色々と工夫や奇策が必要になることもあるが、まぁそれはまた別の話ってことで。

　ブリーフィングが終わると、コックピットのスクリーンに大映しでクリスの姿が映し出された。

『この度の作戦はコーマット星系とそこに住む人々だけでなく、その周辺星系で活動する全すべての帝国臣民や旅行者の安全を守るための作戦です。とは言っても、当然ながら一番の恩恵を受けるのは我がダレインワルド伯爵家ですが』

　演説でもするのかと思いきや、画面上に現れたクリスはいきなり妙なことを言い始めた。

『皆さんの奮闘によって多くの人々の安全と未来が守られる。そしてダレインワルド伯爵家の権益と名誉は守られる。帝国軍人は武勲を得て、傭よう兵へいの皆様には帝国から宙賊達に懸けられている賞金に加えて、ダレインワルド伯爵家が正当な報酬をお支払いする──』

　そう言って、クリスは端整な顔にニッコリと花が咲くような笑みを浮かべた。

『──私達全員が幸せになるために、宙賊の皆さんには宇宙そらに散ってもらいます。皆さんの奮戦に期待します』

　致命的な危険を孕はらんでいることを窺うかがわせるその笑みは、まるで可か憐れんながらも猛毒を持つ鈴すず蘭らんの如ごとしであった。
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　クリスの可憐かつ危険な笑みで戦場へと送り出された俺達は指定の宙域へと到達し、小惑星の陰に身を潜めていた。当然ながらエンジン出力は最低限まで落とし、同時に生命維持装置も最低限にしてステルス状態を維持している。

「いやぁ、先程のクリスティーナ様の演説はゾクゾクするものがありましたなぁ」

「別に声を潜める必要はないぞ。色々な意味で」

　クリスも意図してやったことだろうしな。ちなみに、色々な意味でというのは俺があの笑みに関してクリスに告げ口をする気は無いというのと、いくらステルス中だからって会話まで声を潜める必要などはないという意味だ。どんな大声を上げたってクリシュナの外には伝わらないし、万が一伝わったところでクリシュナの外は宇宙空間だしな。

「あはは……クリスちゃ──クリスティーナ様もやっぱり貴族の子女ですからね」

「まぁ、順調なんでしょうね。色々と」

　ミミとエルマも割と純真無む垢くであったクリスの変へん貌ぼうぶりに若干苦笑いを浮かべている。男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ、なんて言葉もあるが、あの年頃の女の子はそれ以上に成長が早いのかもしれないな。

「作戦開始時刻まであと僅わずかだな……各員、戦闘準備。ワムドは舌を嚙かんだり漏らしたりゲロ吐いたりしないよう気をつけてくれ」

「はっはっは……頑張ります。念の為恥を忍んでオムツもしてきましたし」

　この密閉空間で戦闘中にゲロなんぞ吐かれた日には最悪だからな。簡単に掃除することもできないし、少なくとも戦闘が落ち着くまでは吐と瀉しや物の臭いとも戦い続けなければならなくなる。そんなのは流石に御免だからな。

「新人船乗りにオムツは必ひつ須す装備だからな、ウン」

　努めてミミの方には視線を向けないようにしてまっすぐ前を向いておく。左側頭部に強い視線を感じる気がするが、きっと気のせいだ。俺が言ったのはホラ、あれだよ。一般論としてね？　ミミだってオムツはもう取れたんだから良いじゃないか。

「ヨシ、ジカンダ。ハジメルゾー」

「しまらないわねぇ……機関出力、戦闘モードに変更。各システムリブート」

「むぅ……センサー、レーダーシステムアクティブ。行けます」

「ははは、時間だな。じゃあ戦闘開始だ」

　クリシュナが小惑星の陰から飛び出すと同時に宙賊のアジトに主力艦隊のレーザー砲撃が直撃し、激しい発光と爆発が発生する。爆発に紛れてわからないが、ブラックロータスからの砲撃も間を置かずに宙賊のアジト──改造された大型小惑星に着弾していることだろう。

[image: ]

「さぁ、稼ぐぞ」

「「アイアイサー」」

　ミミとエルマの返事を聞きながらスラスターの出力を最大にしてクリシュナを戦場へと走らせる。

　さぁ、久々の大規模戦闘だ。食い散らかしてやろう。
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「二時方向上方、敵機三！」

「やるぞ」

「アイアイサー、ウェポンシステムスタンバイ」

　こちらに気づかずに逃げようとしている三隻の宙賊の先頭に位置する船に発砲。四門の重レーザー砲から発射された四条の光の槍やりが、脆もろい宙賊艦の土手っ腹を一撃で貫──かなかった。重レーザー砲の一斉射が宙賊のシールドに阻まれたのだ。

「装備が良いな」

「少なくとも、シールドは多少まともみたいね」

『ゲェッ!?　て、敵──』

　もう一斉射。今度の重レーザー砲撃は宙賊艦のシールドを貫通し、それだけには留まらず宙賊艦本体の装甲と船体をも貫通してそのまま爆発四散させた。

「こ、殺したので？」

「ああ」

　怖気づいたような声音で聞いてくるワムドに短くそう答え、回避機動を取ろうとする二隻のうち一隻にもう一斉射。やはり防がれる。しかし慌てているのか動きが単調だ。いくら全力で加速しようとも、真まっ直すぐ飛ぶのではいけない。

『や、やめっ──！』

　宇宙空間にもう一つ汚い花火が咲く。

『や、やめろ！　降伏、降伏する！』

　最後の一隻はそう言ってコックピットブロックをベイルアウトした。ああなれば整備能力のあるドックに艦体を入れなければ再接続はできないので、少なくともこの戦いにおいては戦闘能力を喪失したと言える。

「ミミ、タグ付けしといてくれ」

「わかりました！」

　ミミがコンソールを操作してベイルアウトしたコックピットブロックとほぼ無事な宙賊艦に電子的なタグをつける。普段は使わない機能だけど、こういう大規模戦闘では所有権の主張は大事だからな。

「次だ」

「はい！　九時方向下方に反応多数、味方も入り乱れて戦闘中です」

　ミミのナビゲートに従って転てん舵だし、少し進むと前方で発生している戦闘の様子が明らかになってきた。

「押されてるわね」

「賊の数が多いのもあるんだろうが、やっぱり装備が良いのかもな。今、一瞬だけどイオンブラスターっぽい光弾が見えたぞ」

「厄介ね」

　イオンブラスターというのはシールドの飽和能力が高い代わりに装甲や船体への攻撃力が非常に低い補助兵器だ。広く普及しているレーザー砲やマルチキャノンよりも装備の価格自体が高いし、弾速もマルチキャノンより若干遅くて当てづらい。だが、その効果は絶大だ。集団の中にイオンブラスター持ちが交ざっていると、気づかない間にシールドを飽和させられて大損害を被ることもある。非常にいやらしい武装と言える。

「こちらクリシュナ。パーティーに飛び入り参加させてもらうぞ」

『大歓迎だっ！　こいつら妙に装備が良いぞ！　気をつけろ！』

「了解」

　広域通信で返事をしながら乱戦の中に飛び込む。まず狙ねらうのはイオンブラスター持ちだ。慣れてるイオンブラスター使いはゴチャゴチャの乱戦に飛び込んで至近距離でイオンブラスターと共にマルチキャノンを撃ち込んできたりするのだが、慣れていない奴やつは付かず離れずの距離を取って狙いすます傾向が強い。うん、あいつだな。

『うおぉっ!?　こっちくん──』

「一つ」

　擦れ違いざまに二門の大型散弾砲を撃ち込み、シールドごとイオンブラスター持ちの宙賊艦を粉砕する。散弾砲は癖の強い武器だが、ごく短距離で命中させた場合に限りシールドをほぼ無視して装甲と船体に大ダメージを与える特性がある。こういう乱戦にはもってこいの武器だ。

「あわわわ……ひえぇ」

　なんか後ろからワムドの怯おびえる声が聞こえる気がするが、構ってはいられないな。おお、敵機がすぐ側を掠かすめていく軌道だ。ついでに散弾砲の弾も持ってけ、遠慮はいらんぞ。

『四本腕のやつが厄介だ！　狙え！』

『押おし潰つぶしてやるぜぇ！』

「ハハハ、ナイスジョーク」

　向こうから寄ってきてくれるなら好都合だ。前方に火力を集中して不完全な包囲を食い破り、機体を反転させて機体を後ろ向きに高速で飛ばしながら追撃してくる宙賊艦どもと真正面から殴り合う。いくら多少装備が良いとは言っても宙賊は宙賊だ。イオンブラスターとシーカーミサイルにだけ注意すればさほど怖い相手でもない。

『こ、こいつ！　なんで弾が当たらねぇんだ!?』

『当たってないわけじゃねぇ！　押し込め！』

　確かに、当たっていないわけではない。レーザー砲による攻撃は回避が困難だし、マルチキャノンから発射される砲弾も弾幕となって襲いかかってくれば避けられないものも出てくる。だが、シールドを大きく削るイオンブラスターとシーカーミサイルにだけ気をつければ多少被弾したところでクリシュナの三層あるシールドは小揺るぎもしない。

　そして、俺がこれだけ多くの敵を引き付ければ──。

『おらァ！　土手っ腹がお留守だぜ！』

『俺を前に余裕だなぁオイ！』

　今まで押し込まれていた傭よう兵へい達が勢いを取り戻し、俺に集中している宙賊どもの横っ腹を食い破る。俺が何かを言うまでもなく、彼らの狙ねらいはイオンブラスター持ちとシーカーミサイル持ちだ。傭兵達は脅威度の高い敵を的確に潰していく。

『く、くそっ！　なんでだよっ！』

『あ、おい!?　逃げんな！』

　形勢不利と見た宙賊どもが怖気づき、算を乱して潰かい走そうし始める。当然ながら、それを優しく見守ってやる傭兵などいない。宙賊は叩たたき潰す。逃げる宙賊も叩き潰す。それが傭兵というものだ。

「ヒャッハー！　楽しい楽しい追撃戦だ！　早いもの勝ちだぜぇ！」

『オラオラァ！　簡単に逃げ切れると思うなよ！』

『はははっ！　ケツ振って誘ってやがんのかぁ!?　オラ逃げんなっ！　賞金と命置いてけぇ！』

　こちらにケツを向けて逃げる宙賊など、俺達傭兵にとっては美お味いしい獲物以外の何物でもない。

「……どっちが宙賊なのかわかりませんな」

「あはは……」

　ワムドの呟つぶやきにミミが苦笑を返す。失礼な、俺達はこれ以上なく模範的な傭兵だろうが。
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　宙賊の装備の質が想定以上に高かったのもあって傭兵に多少の被害と敗残兵の取りこぼしは出たが、宙賊の拠点攻略戦そのものは成功裏のうちに終了した。少なくとも、宙間戦闘は。

　今は帝国航宙軍と星系軍、それにダレインワルド伯爵家の私設軍の歩兵部隊が宙賊の拠点へと突入し、内部の掃討を進めているところだ。

　俺達は、というと戦場で屑くず拾い中である。要は、撃破した宙賊艦の残ざん骸がいから戦利品を漁あさるお仕事中である。拠点攻略戦時の宙賊艦は中々に有用な戦利品を積んでいることが多いのだ。

「何な故ぜですか？」

「そりゃアレだ。拠点からできる限りの物資と資材を持ち出してるからだな。どんなに秘密にしても、秘密ってのは漏れるもんだ。奴ら、逃げ出す用意をしているのさ」

　ワムドの質問に答えてやりながら戦利品を漁っていく。フードカートリッジ、飲料水、酒、医療品、ドラッグ、レアメタルの他に換金可能な資材やハイテク製品、それに冷凍睡眠ポッドに入っている人間──恐らく違法奴ど隷れい。

「こいつは大量だなぁ……やれやれ」

　コーマット星系では違法奴隷の獲得を目的に『狩り』をしていた宙賊も多かった。予想通りといえば予想通りだが、厄介だな。まぁ、今回回収した違法奴隷や拉ら致ち被害者に関しては帝国とダレインワルド伯爵家が面倒を見てくれると思うけど。

　ちなみに、降伏してベイルアウトした宙賊はコックピットブロックごと帝国航宙軍に引き渡しておいた。奴らがどのような結末を迎えるかは知らんが、来世は真人間として生まれてこいよ。

「傭兵の主な収入源は宙賊どもに懸けられている賞金だが、こういった戦利品での儲もうけというのも案外馬鹿にできない──というか、母艦を手に入れてからは賞金額と同じかそれ以上に戦利品で稼げているな」

「ちなみに、今回の戦果は？」

「あー、ミミ？」

「小型艦四十二隻、中型艦八隻で丁度五十隻ですね」

「今回は宙賊の装備が良かったせいで思ったより伸びなかったわね」

「その分戦利品で稼げるさ」

「五十隻……凄すさまじいですな」

　今回クリシュナが挙げた戦果を聞いてワムドが唸うなり声を上げる。ちなみに、今回の宙賊撃破報酬は小型艦が一隻５０００エネル、中型艦が一隻２万エネルだ。撃破報酬だけで37万エネルだな。これとは別に個々の宙賊艦に懸けられている賞金が別に入ってくる。更に戦利品と鹵ろ獲かくした装備、回収した宙賊艦を改修して売り払うわけだ。いくらになるかまだわからんがウハウハだな！　まったく笑いが止まらんね。

「ヒロ様が楽しそうで何よりです」

「守銭奴ってわけじゃないけど、ヒロって結構お金が好きよね」

「汗水垂らして働いた分がそのまま数字として返ってくるのって素敵じゃん？」

「傭兵業はやりがいのある仕事、というわけですか」

「やりがいのある仕事か。確かにそうだな」

「そうね。ヒロはともかく、私達は雇われの身だから賞金額がそのまま入ってくるわけじゃないけど」

「ちなみにいかほどで……？」

「私が稼いだ総額の１％で、エルマさんが３％ですね」

「それは……少なくはないのですかな？」

　ワムドが首を傾かしげる。確かに、稼いだ総額の１％とか３％とかって安く感じるよな？　命を懸けているリスクそのものは大差ないわけだし。

「まだ最終利益がはっきりしてないから確かなことは言えないけど、多分私の今回の取り分は軽く10万エネル以上になるわよ」

「私も３万エネルは超えると思います。今日一日で、ですよ？」

　エルマとミミにそれぞれの推定報酬額を聞いたワムドが眉み間けんを捏こね回しながら頭を振った。

「私のような一般庶民の考えが及ばない世界だということはよくわかりました……ちなみに、使い途みちは？」

「美味しいお酒を買うとか？」

「美味しい食べ物を買うとか？」

「そこは普通、服とかアクセサリとかでは……？」

「んー、ヒロがそういうのが好きなら考えなくもないんだけど……」

「寧むしろヒロ様がなんでも買ってくれちゃいますから……」

　確かにエルマやミミに着て欲しい服があったら俺が買っちゃいますね、はい。アクセサリとかも必要に応じて買いましたね、はい。まぁ、戦闘時のことを考えるとあんまりチャラチャラとアクセサリを身につけることもできないんだけどさ。何かの拍子に外れてコックピット内を飛んで回ったら滅め茶ちや苦く茶ちや邪魔だし危ないから。

「……流石さすがに女性を二人も囲うだけあって甲か斐い性しようバッチリなのですな」

「そうね」

「ヒロ様ですから」

　エルマが穏やかな笑みを浮かべ、ミミが何故かドヤ顔をしている。うん、あんまりそうやってストレートに言われると照れる。というか君達、戦利品回収の手が止まっていますよ。ほらほら仕事してホラ。
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　俺は使わないが売ればそこそこの値がつくイオンブラスターや、駆け出しから中堅くらいの傭兵が使ってもおかしくはないレベルのなかなかに強力なシールドジェネレーターなど、高く売れる船のパーツやらその他戦利品を回収していると突然ミミが表情を変えてコンソールを操作し始めた。

「どうした？」

「いえ、まだちょっとわからないです……なんだかアジトを制圧している帝国航宙軍とか星系軍のほうが騒がしいみたいです」

「何かしら？　宙賊が何か厄介なものでも使ったのかしら？」

「歌う水晶とか？」

「それは物騒すぎるでしょ……でも、宙賊が何か予想外の手段で反撃に出たのかもしれないわね」

「それにしたって制宙権はもう完全にこっちが取ってるだろ。いくら白兵戦で巻き返しを図ったとしても、最悪アジトごとスペースデブリにされて終わりだと思うが」

　いくら帝国航宙軍や星系軍、ダレインワルド伯爵家の私設軍による白兵制圧戦に宙賊側が勝利したとしても、こちらが完全に制宙権を取っている今となっては現状を打開する方法がない。脱出する方法も、アジトを包囲しているこちらの戦力を撃破する方法も無いからだ。

　だから、こういった状態になってしまえば普通は宙賊側が早々に降伏して制圧が終わるはずなのだが。

「どうも頑強に抵抗を続けている集団がいるみたいですね。こちら側の白兵戦力にそれなりに被害が出ているみたいです」

「へぇ？　戦闘訓練を受けた上にパワーアーマーとかでガチガチに武装した帝国航宙軍の海兵に被害を出すなんてどんな……ああ」

「気づいた？」

「いや、あり得るか？」

「ない、とは言い切れないわね。視察とかで」

　どうやらエルマも俺と同じ心当たりに行き着いたようである。そんな俺とエルマの会話にミミとワムドが首を傾げる。

「訓練を受けた帝国海兵に対抗できる存在なんてそうそういるもんじゃない。でも、パワーアーマーの装甲を紙のように引き裂き、自分に向かって放たれたレーザーを防ぎ、場合によっては弾はじき返す存在ってのを俺達は知ってるはずだ」

　俺がそう言うと、ミミはすぐにその存在に思い当たったようで、驚きの表情を浮かべた。

「えっ……そ、それって」

「貴族、ですか。それも、いわゆる白刃主義者の……」

「実際にどうかはわかんないけどね。もしかしたらコーマットⅢに出てきてたあの奇っ怪な生物が暴れだしたとかかもしれないわよ」

「訓練された海兵でもアレの相手は骨が折れるだろうなぁ」

　勿もち論ろん物理的な意味も含めて。パワーアーマーならワンチャン耐えられるかもしれないけど。いや無理かな？　あいつらデカかったもんな。いやでもパワーアーマーなら……などと考えながら回収を進めていると、宙賊のアジトの一角がチカリと光ったように見えた。

「なんか今宙賊のアジトが光ったような──」

　などと言っていると、宙賊のアジトのほうから何かが超高速で近づいてきつつあるのをクリシュナのレーダーが拾った。当然ながらオペレーターのミミもその存在に素早く反応する。

「何か──いえ、これは……サプレッションシップが高速でこちらに接近してきます！」

「キレそう」

「どうどう」

　思わず負のオーラを醸し出してしまった俺をエルマが横から宥なだめにかかってくる。

　説明しよう！　サプレッションシップとはクリシュナでも追いつけない超強力な推進機とクリシュナの火力でも削りきれない強固なシールドを兼ね備え、敵艦のシールドを無効化しつつ表面装甲を貫徹することのできる衝角『だけ』を備えた帝国航宙軍の誇るトンデモ兵器である！

　敵艦にラムアタックをかけた後は衝角部分から一騎当千の貴族剣士を敵艦の内部に送り込み、敵艦を無力化しちゃうぞ☆　という頭のおかしい発想のもとに開発されたらしい。計画の発案者と承認者と設計者は何かクスリでもおキメになられていたのではなかろうか。

『キャプテン・ヒロ！　そいつを止めなさい！』

　何にせよ俺の稼ぎには関係ないし関わらんとこ、と考えていたら広域通信でセレナ中佐からそう呼びかけ──というか命令が飛んできた。えぇ……？

「あー、こちらクリシュナ。撃破すれば良いのか？」

『撃破はダメよ！　拿だ捕ほして！』

「無茶振りやめてくれません？」

　クリシュナより速い速度で飛ぶクッソ固いシールド持ちの小型艦を、撃破せずに移動能力だけ奪って拿捕するとか無理ゲーにも程がある。重レーザー砲を真正面から何度も撃ち込んで、擦れ違いざまに散弾砲をぶち込むなり、或あるいは対艦反応魚雷をぶち込むなりすれば撃破はできるかもしれないけど。

『とにかく！　止めて！　それが無理なら可能な限り追って！』

「そんな無茶苦茶な……」

「またいつものね」

「ですね」

「これが話に聞くトラブル体質というやつですか」

「やめろ！　もう諦あきらめかけてるけど俺はそんな事実は絶対に認めないからな！」

　とにかくあのファッキンサプレッションシップを止めなければならないらしい。しかも撃破せずに。

『プラチナランカーの貴方にならできると信じていますよ。え？　もしかしてできないんですか？』

「で、できらぁ！」

「たまにヒロって著しく頭が悪くなる時があるわよね」

「単に挑発されてヤケクソになっているだけだと思いますけど……」

　さすがミミ、わかってるな。あんな煽あおられ方をしたら乗らざるを得ないだろう。

　サプレッションシップなんざ怖かねぇ！　ぶっ潰つぶしてやる！
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『で、結局逃げられたと』

「はい」

　サプレッションシップのシールドの硬さと足の速さには勝てなかったよ……まぁ、今はサプレッションシップの超光速航行の航跡を辿たどって追跡中なんだけどね。サプレッションシップは超光速ドライブは搭載しているけどハイパードライブは搭載していないようだから、コーマット星系の外に逃げられることはないはずだ。

[image: ]

「今追跡してるから……」

『サプレッションシップ単独では恒星間航行はできませんし、航続距離も長くはありません。必ずどこかで補給なり、船を乗り換えるなりするはずです。帝国航宙軍の斥候も応援に向かわせていますので、そのまま追跡を続けてください』

「アイアイマム」

　俺が敬礼しながらそう返事をすると、セレナ中佐は一つ頷うなずいて通信を切断した。

「まぁ、無理な話よね」

「ですよね」

　撃破しても構わないというのならともかく、スピードの乗り切ったサプレッションシップを拿捕しろというのは本当に無理な話だ。重レーザー砲ではシールドを抜けないし、シールドをある程度無効化する散弾砲でサプレッションシップを撃破せずに推進機だけ破壊するというのも無理な話だし、対艦反応魚雷なんてそもそも当てられる気がしない。当てたとしても、そうなればサプレッションシップは残ざん骸がいも残さず消滅するだろうから、そもそも拿捕という目的を果たせないわけだけど。

「ブラックロータスも置いてきてしまいましたな」

「流石さすがに全速力のクリシュナの足にはついてこられないしな。まぁ、追跡だけなら危険があるわけじゃなし。戦利品の回収を終えたら追いついてくるだろう」

　同一星系内であればクリシュナとブラックロータスはお互いの距離が離れていてもどこにいるのかはわかるようになっている。星系内の情報ネットワークを通してどうのこうの言っていたけど、詳しい仕組みは知らん。ＳＯＬステラオンラインの仕様的に言えば、いわゆる船団パーテイ機能だな。

「で、この航路なんだが……コーマットⅣに向かってるよな？」

「そのように見えるわね」

「そうですね。コース的にはコーマットⅣの軌道にドンピシャリってところです。降下するつもりでしょうか？」

「嫌な予感しかしないなぁ……降下前に叩たたけると良いんだが」

　これがコーマットプライムコロニーに向かってるってんなら船の乗り換えだろうと予想もつくのだが、向かっている先がテラフォーミング中のコーマットⅣとなると本当に嫌な予感しかしない。

　テラフォーミング中の惑星というのは大変に環境がよろしくない。それはそうだろう。元々あった星の環境を、テラフォーミングを行っている種族に都合が良いように改変している真っ最中なのだ。天変地異レベルの異常現象が惑星各地で頻発しているはずである。

「ヒロ……」

「ヒロ様……」

「ん……？　あっ」

　しまった！　気を抜いていた！　降下前に叩けると良いんだが、とか言っちゃったよ！　お願いしますやめてくださいテラフォーミング中の惑星に降下とか絶対にしたくないんです！　許して！
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「ま、まぁ別に降下してまで追いかける必要はないよな！」

「そうだと良いわね」

「あ、あはは……ちゃんと降下地点はマークしてますから」

　当然ながら、俺達の追撃は間に合わなかった。テラフォーミング中のコーマットⅣに辿り着いた時にはサプレッションシップは既に降下を開始しており、攻撃して推進機を破壊したところでコーマットⅣへの降下が墜落に変わるだけだったからだ。撃破するなと言われてしまっている以上、手出しはできなかった。

　しかし、クリシュナはこれでも単独で恒星間航行を行うことができる小型戦闘艦である。各種センサーの性能などもそれなりの性能を有しており、コーマットⅣの低軌道上からサプレッションシップの降下地点を正確に観測することなど造作もない。

　なので、俺達はサプレッションシップの正確な降下地点をマークし、コーマットⅣの低軌道上に留まって降下したサプレッションシップの中の人の頭を押さえているわけである。

「テラフォーミング中の惑星の環境が大変に危険ということはわかりますが、何な故ぜここに留まっているのですかな？」

「もし恒星間航行が可能な船をコーマットⅣに隠しているとしても、俺達がここを押さえていれば宇宙に上がってきた瞬間に叩けるからな」

　いかに航宙艦といえども惑星の重力を振り切って大気圏を離脱するためには基本的にはほぼ真上に向かって真まっ直すぐ飛ばなければならない。回避行動なども取れないので、攻撃に対して非常に無防備になるのだ。それこそ、相手が小型艦でも推進機だけ破壊するのも容易たやすいレベルである。

「軌道を押さえられたら宇宙に上がってくるのは難しい。制宙権を制す者が戦いを制す。帝国に限らず、どの星間国家の軍隊も航宙軍の整備に力を入れている最大の理由だな」

　どんなに強固な要よう塞さいも、強力な兵隊も、戦車も、船も、航空兵器も、それが地上にある以上は宇宙からの軌道爆撃には無力だ。基本的に今のこの世界の戦闘というのは、航宙権を取ったほうが戦いを制するのである。

「ならば、何故あのサプレッションシップはコーマットⅣに逃げ込んだのでしょうな？」

「コーマットⅣに何か逆転の手──逃げるための手段があるか、或いは時間稼ぎだろうな」

「時間稼ぎですか？」

「何か逆転の手があるってんじゃないなら、外部からの助けの見込みがあるか、或いは何らかの事情で相手──つまり俺達が撤退するのを祈って待つかの二択だろう。逃げ込む以上は何かしらの見込みがあってのことだと思うけど、それが何なのかは想像の域を出ないな」

　あと他にももう一つ可能性があるけど、流石にそれはないと思いたい。

「とりあえず、後続の軍の連中が来るまでは待機だな。引き継いだらとっととコロニーに帰って戦利品を捌さばきに行くとしよう」

「必死ね」

「あはは……ま、まぁクリシュナがわざわざ降下する理由もありませんし、大丈夫ですよ」

　やめなさい、君達。変なことを言ったら降下する羽目になるかもしれないだろ。俺は絶対に降りないぞ。降りないからな！








＃５：砂さ塵じん惑星コーマットⅣ









　凡およそ一時間後、俺は帝国航宙軍のドロップシップの中にいた。

「おうちにかえして」

「ダメです」

　俺の向かいにはいつもの小こ綺ぎ麗れいな軍服ではなく、軽量のコンバットアーマーに身を包んだセレナ中佐が座っている。周りにはより重装甲のコンバットアーマーを身に着けた帝国航宙軍の海兵や、パワーアーマーを装着するのに適した専用ジャンプスーツを装備した装甲海兵の人とかもいる。むくつけき男だけじゃなく、女性もそれなりにいるからむさ苦しい感じがかなり軽減されているのが救いといえば救いか。

　ちなみに、俺の格好もいつもの傭よう兵へい服ではなく白兵戦用の軽量コンバットアーマーと、前にブラドプライムコロニーで購入したカメレオンサーマルマントという出で立ちだ。

　このマントはエネルギーパックを装着することによって摂氏マイナス50℃～プラス50℃までの過酷な気候でも快適に過ごせる上、フード付きで台風や砂嵐にも対応、カメレオン機能がついているので周りの環境に合わせて迷彩効果まで発揮するという優れものである。

　そして他には空気中の水分を収集して一日に最大２リットルまでの水を生成するハイテク水筒、有害なガスだけでなく未知の細菌やウィルス、生物兵器などにも対応している、と謳うたっている高機能ユニバーサルマスク、その他諸もろ々もろのサバイバル装備に加えて大小二本一組の剣に、レーザーガン、レーザーライフルまで装備している。完全に戦闘装備である。

「逃走、潜伏しているゲリッツ＝イクサーマルはサイバネティクスやバイオテクノロジーで身体能力を強化している上に、剣術の達人です。今、この星系には私か貴方あなたくらいしか対抗できる人材がいないのです」

「囲んでレーザーで丸焼きにすればいいだろ……」

　だからって剣で決着をつけようとか頭の中白刃主義者かよ。もっと文明の利器を使ってどうぞ。

「宙賊基地の制圧戦ではそうしようとして大きな被害を出しました。そもそも、奴やつはなんとしても生かしたまま捕獲しなければならないので」

「どうして」

「ゲリッツはイクサーマル伯爵の弟で、伯爵の右腕として後ろ暗いことを色々としている男、と言われています。今までは尻しつ尾ぽを見せなかったので拘束や尋問ができなかったのですが、今回はもう言い逃れができません。捕縛して奴から情報を引き出せばイクサーマル伯爵家を潰せます。絶対に奴を捕縛しなければならないのです」

「なんかよくわからんが、セレナ中佐がそのイクサーマル伯爵家ってのをぶっ潰したいというのだけはよくわかった」

「それだけわかれば十分です。まぁ所謂いわゆる悪徳貴族ってやつです、イクサーマル伯爵家というのは」

　悪徳貴族ねぇ？　まぁ、その右腕とかいう男が宙賊とつるんでたってだけでまともなとこじゃないってのは察せられるけどさ。貴族の事情に首を突っ込むつもりはないから深くは聞くまい。

　しかし、貴族ってのは機械知性に監視されててあまりやんちゃできないって話じゃなかったっけ？　と、ここで公然とセレナ中佐に聞くのも良くは無さそうだな。なんかエルマにせよクリスにせよ貴族生まれの方々は機械知性関連にはいつも奥歯に物が挟まったような態度なんだよなぁ。暗黙の了解というか、公然の秘密というか、大っぴらには言えない何か特別な事情があるのかもしらん。

「というかだな、俺は船でのドンパチが専門で生身での切った張ったは専門外なんだが？」

「ははは、御前試合ではあれだけ大々的に素晴らしい剣の腕を見せてくれたではないですか。貴方なら大丈夫というか、私以外だと貴方しか対抗できる人がいないので諦めてください。貴方の雇い主も許可を出しましたし。まぁ、帝国航宙軍からの正式な要請となると断ることなどできなかったと思いますが」

「汚い。さすが公権力汚い」

「汚いとは失礼な言い草ですね。手を尽くし、権利を正当に行使しただけですよ」

　セレナ中佐が肩を竦すくめて俺のささやかな罵ば倒とうを柳の如ごとく受け流す。ぐぬぬ。

「降下開始まで三十秒！」

「総員、降下に備えろ！　くっちゃべって舌を嚙かむなよ！」

「「「アイアイマム！」」」

　セレナ中佐が声を張り上げ、海兵達が大きな声で返事をする。いかにも軍隊って感じだが、なんで俺はこんなところに一人で放り込まれてるんだろう。

「さぁ、付き合ってもらいますよ。テラフォーミング中の惑星というこの世の地獄の底まで」

　セレナ中佐はニコリと微ほほ笑えむと同時にドロップシップが大気圏への突入を開始したらしく、船体がガタガタと激しく揺れ始める。

「あぁぁぁぁぁいやだぁぁぁぁぁっ！　おうちにかえしてぇぇぇぇぇぇっ！」

　俺の叫びも虚むなしく、帝国航宙軍のドロップシップはテラフォーミング中のコーマットⅣへと降下して行くのだった。





☆★☆






「着陸地点確保！　ゴーゴーゴー！」

「装甲海兵は装備の点検と装着を進めろ！　工兵はマテリアルプロジェクターの用意を急げ！」

　着陸と同時に帝国海兵達がドロップシップから飛び出して行き、セレナ中佐が大声で指揮を取り始める。海兵達はキビキビと動いて装備の点検や拠点の設営を始めているようだ。

　有り体に言って、着陸地点の環境は最悪である。気温は零下20℃、乾燥しているのか雪は降っていないが、嵐あらしのような強風の中で砂さ塵じんが吹き付けてきていて、マスクを装備していなかったら顔中が細かい擦り傷だらけになりそうな状況だ。

　そんな中、俺はというと小型情報端末を使ってクリシュナと連絡を取っていた。小型情報端末と無線で接続されたユニバーサルマスク越しの視界に通信画面が投影される。

「こちらヒロ、とりあえず無事着陸した」

『こちらミミです。まずは無事に降下できたようで一安心ですね』

「うん。で、そっちから俺はトラッキングできてるか？」

『大丈夫よ。何かあればいつでも支援砲撃できるわ』

「いざという時は頼むぞ。でも俺には当てないようにな」

『私の腕を信用しなさい。私だってクリシュナのサブパイロットとしてちゃんと訓練してるわ。知ってるでしょ？』

「まぁな」

　エルマもクリシュナのサブパイロットとしてクリシュナの慣熟訓練はしてもらっている。勿もち論ろん俺の腕には及ばないが、クリシュナをちゃんと乗りこなせるだけの技術は習得しているのだ。元々ピーキーで操縦の難しい動く棺かん桶おけ──ギャラクティックスワンを乗りこなしていただけあって、エルマの操縦技術は決して低いものではない。バランサーを切った状態での戦闘機動を磨けばもう一ひと皮かわ剝むけると思う。

「パワーアーマーなしでの生身とか嫌だなぁ……」

『パワーアーマー着たままじゃ剣は振るえないから仕方ないわね』

『今度剣士用のパワーアーマーとか買ったら良いんじゃないですか？　置いておくスペースはあるわけですし』

「それも検討しておくかなぁ」

　軽量型パワーアーマーの中には装着時の各部の可動域が生身と全く変わらないことを売りにしているものもある。それでいて膂りよ力りよくや機動力が生身よりも強化されるし、オプションパーツでジャンプパックなどを装着すれば短距離飛行なども可能になる。その代わり、装甲などは貧弱で俺が今装備しているコンバットアーマーに毛が生えたようなものが多いんだが。

　それでもパワーアーマーはパワーアーマーなので耐候性や環境適応能力は非常に高い。こういった状況では大いに役立つだろうから、購入を検討しても良いかもしれない。

「しかし、こういった状況を乗り切るのにそれなりに値段の張る装備を買って対応したら良いんじゃないか？　と提案する辺り、ミミもだいぶ傭兵流のやり方ってのが身についてきたな」

『そうね。その調子で染まっていって生粋の傭兵になりましょう』

『あ、あはは……良いことなのか悪いことなのか……』

　そんなに複雑そうな声を出すなよ。染まってしまえば楽だぞ？

『それで、話は変わるけど今後の計画は？』

「安全な拠点で対象が発見されるまでぬくぬくと待っている、というわけにはいかんだろうか？」

　今、俺の目の前では軍用のマテリアルプロジェクターによって物もの凄すごい勢いで頑丈そうな拠点が構築されつつある。どんなハイテク技術を使っているのかわからんが、まるで３Ｄプリンタで模型でも作るかのように拠点施設が光によってプリントアウトされていっているのだ。

　どういう仕組みなんだろうなぁ、アレ。まぁ、何か見るからに高度なハイテク機器を使っている辺り、素手で木を切り倒して虚空に壁や天井を作り出すクラフト系ゲームの主人公よりは常識的な範はん疇ちゆうだろうか。

「勿論、そうはいきませんね」

　小型通信端末の向こうからミミやエルマの声が返ってくるよりも早く背後から声をかけられた。振り向けば、そこにはコンバットアーマー姿のセレナ中佐。腰にはいつものゴツい剣が差してあり、他にも色々と装備を身に着けているようだ。

「ヒロ、貴方と私は対ゲリッツの切り札です。通常戦力ではゲリッツに良いように各個撃破されかねないので、私と共にゲリッツ探索の先せん鋒ぽうに立ってもらいます」

「あの、中佐殿？　普通、指揮官は後ろでドンと構えてるもんじゃないですかね？」

「いつの時代の話をしているのですか？　指揮デバイスがあれば情報の一元管理は可能ですし、貴族出身の指揮官であれば思考の高速化と並列化はできて当然です。前に立ちながら全体の指揮も取るのが帝国航宙軍の指揮官ですよ」

「さようで……」

　つまり、俺はこの最悪の天候下でゲリッツとやらを探すためにセレナ中佐と一緒に最前線に立たなきゃならんわけか。そうかそうか。

「おうちにかえして」

「ダメです」

　顔全体を覆う透過ヘルメット越しにセレナ中佐がにっこりと良い笑みを浮かべる。畜生めぇ！





☆★☆






「敵性体接近！　数、二十二！」

「私とヒロが前に出る。援護を」

「アイアイマム！」

「ほら、行きますよ」

「ああ、畜生！」

　腰の鞘さやから大ぶりの剣を引き抜いて飛び出していくセレナ中佐の背を追って俺も戦場へと飛び出す。

　俺の両手には大小二本の剣。剣と言っても、勿論ただの鋼の剣ではない。強化単分子の刃やいばを持つ高周波ブレードで、ジ○ダイの持つ光の剣と良い勝負ができるほどの切れ味と耐久性を誇るハイテクなんだかローテクなんだかよくわからない武器だ。

「私は左を」

「はいはい！」

　セレナ中佐が大ぶりの剣を構えたまま敵集団の左側に突っ込んでいくのを見送りつつ、俺は敵集団の右側に突っ込む。相対しているのは剝むき出だしの赤黒い筋肉組織のようなもので構成された歪いびつな人型の生命体だ。両手、両足に当たる部分が岩石質で覆われており、全体的に『捻ねじれて』見えるのが特徴だ。

「ッ！」

　三体が同時に俺に向かって飛びかかってくる。

　連携も何もなくがむしゃらに突っ込んでくるのだが、見た目が人型なのに動きが人のそれではないのでとても厄介な奴らだ。

　全身をバネのように使い、岩石質の両手を突き出して矢のように飛んできた一体目を横に避けながら右手の剣で両断し、鞭むちのようにしなりながら襲いかかってきた二体目の右腕を左手の剣で斬り飛ばし、一体目と同じく飛びかかってきた三体目の突進を避けながら両手の剣を振るって三分割にしてやる。

　そうして俺とセレナ中佐が稼いだ一瞬の時間を使って海兵達がレーザーライフルやレーザーランチャーなどの銃火器で敵性体──仮称：ツイステッドどもを駆逐していく。俺も左手の小剣を地面に突き立て、左太ふと腿もものレッグホルスターに収まっていたレーザーガンを抜いてツイステッドどもにレーザーを放つ。無論、出力は殺傷モードだ。

「チッ！」

　レーザー弾幕を突破して飛びかかってきたツイステッドに舌打ちをしながら右手の剣を振るい、突進を受け流してその無防備な背中に連続でレーザーガンを撃ち込んでやる。全く油断も隙もない。

「被害報告！」

「Ａ班、被害ありません！」

「Ｂ班、被害ありません！」

「Ｃ班も被害無しです！」

　どうやら今回の襲撃も被害無しで切り抜けることができたらしい。レーザーガンと剣をホルスターと鞘にそれぞれ納め、ユニバーサルマスクの中で小さく溜ため息いきを吐つく。

「中佐殿、このまま進むのは危ないんじゃないか？」

「この程度であればまだ問題ないでしょう。支援は手厚いですし」

　そう言って剣を鞘に収めながらセレナ中佐が空を見上げる。

　強風で巻き上がる砂塵で肉眼では空の先を見通すことはできないが、ユニバーサルマスクのＨＵＤ上には砂塵の向こうに浮かぶクリシュナや、その他にも帝国航宙軍所属の小型戦闘艦が表示されていた。クリシュナを含めた小型戦闘艦からは俺達の前方に向かって断続的にレーザーが発射されており、その度に前方でまばゆい光と爆発音が発生していた。

「さようで……しかしセレナ中佐はお強いですね」

　セレナ中佐が剣を振るっていた場所には真っ二つに両断されたツイステッドが六体も転がっていた。単純に俺の倍の数のツイステッドを斬り捨てているわけで、それだけでセレナ中佐の剣術の腕の高さが窺うかがえる。

「性質の違いでしょう。私の剣は前に出て斬り捨てる剣で、貴方の剣は待ち構えて刈り取る剣ですから」

　そう言ってセレナ中佐が俺のつま先から頭の天てつ辺ぺんまでを観察する。

「私と貴方が死合えば最後に立っているのがどちらなのかは私にも予想が付きません。一方的にやられるとは思えませんが、貴方を圧倒するビジョンも持てませんね」

「中佐殿、テンションが上がりすぎです。中佐殿と斬り合うなんて俺は御免ですよ」

　あの一瞬でツイステッドを六体も真っ二つにする女と斬り合うとかおっかなすぎるわ。絶対に御免だ。間違いなく俺は逃げるね。

「しかし、このツイステッドども……アレですよね」

「ええ。今後方で分析させていますが、見る限りはコーマットⅢで発生した『攻撃的原生生物』と非常に似ていますね。この岩石質の攻撃腕とか」

　そう言ってセレナ中佐が足元に転がるツイステッドの腕──その先端の岩石質の部分を足あし蹴げにする。この岩石質の部分は非常に硬く、当たり方によってはレーザーライフルの直撃にも耐えるほどだ。流石に俺やセレナ中佐が使っている剣の切れ味の前には無力だが。

「それにしてももう少しこう、楽かつ安全にいけないもんですかね」

「難しいですね。軍用ＲＶでも奴らに取りつかれてしまうと棺桶に早変わりですし」

　俺達の後ろには通常装備の海兵やパワーアーマー装備の装甲兵だけでなく、高機動偵察車両ＲＶも随伴している。ＲＶはパワーアーマーと同等以上の装甲と火力を併せ持つ車両で、当然ながら機動力も歩兵やパワーアーマー兵を大きく凌りよう駕がするものなのだが、ツイステッドどもに群がられてしまうとどうしようもなくなる。威力偵察に赴いたＲＶ三台と乗員合わせて十二名が既に犠牲となっており、ＲＶを主軸とした探索は断念されていた。

「小型艦のセンサーが利かないのも痛いなぁ……」

　強風で巻き上がる砂塵にテラフォーミングマシン由来の微細な金属粒子が含まれるせいで、強風が吹き荒れている地域ではセンサー類が非常に利きにくいのが状況を更に厄介なものにしている。

　サプレッションシップの着陸地点は確かにクリシュナがマークしたのだが、距離があった上に地表でこの特殊な砂塵の影響でマークした地点がズレていたようなのだ。

　そのせいで俺達はこの最悪の環境の中、ツイステッドどもの襲撃を警戒しながら亀のような歩みでサプレッションシップを探す羽目に陥っているというわけだな。ははは、クソが。

「しかし、こんなにツイステッドどもがいるなら例の──なんでしたっけ。例の貴族も死んでるんじゃ？」

　俺達は手厚い近接航空支援としっかりとした装備、それに豊富な頭数による火力でもってなんとかツイステッドどもを撃退できているわけだが、奴やつにはそれがない。ツイステッドどもに襲われればひとたまりもないと思うのだが。

「それはそれで困りますが、それならそれで奴の死体の一部でも持ち帰らなければならないのですよ。ゲリッツがこのコーマット星系で宙賊と結託していたという確かな証拠になりますから」

　足蹴にしていたツイステッドの腕から足を退どかし、セレナ中佐が肩を竦すくめる。

「それに、サプレッションシップに篭こもったままなら無事でしょうし、何よりこのツイステッドどもやコーマットⅢの『攻撃的原生生物』の存在がゲリッツの差し金なのだとしたら、それらを制御する術を有していてもおかしくはありません。そのようなものがあるのであれば、それを奪取する必要があります」

「確かに。それがあればコーマットⅢやこのコーマットⅣで奴らに悩まされることが無くなりますわな」

「そういうことです。さぁ、部隊の準備も整ったようです。進みますよ」

「アイアイマム」

　先に立って歩き始めるセレナ中佐の後を追い、砂塵の吹き荒れる大地を海兵達が征ゆく。俺もその中に交じってセレナ中佐の後について行くのであった。





☆★☆






　レーザー爆撃の超高温で半ばガラス化した地面が歩く度にジャリ、ジャリ、と耳障りな音を立てる。辺り一面に吹き荒すさぶ砂塵で視界は最悪だが、それでもグロテスクな姿を晒さらして擱かく座ざしている巨大な『攻撃的原生生物』の姿は嫌でも目に入ってきた。

「これでこの『攻撃的原生生物』が人為的なものであることはほぼ確定でしょうね」

　セレナ中佐が真まっ直すぐに前を見ながら俺の耳にそんな言葉を届けてくる。彼女も俺も頭全体を覆うタイプのヘルメットを装備しているので、この言葉は通信越しのものだ。

「どう見てもコーマットⅢに出てきたのと同じタイプだものな」

「えぇ。姿形がこうまで一致するとなると、ほぼ確定でしょう」

　敢あえて『ほぼ』と言っているのはこの攻撃的原生生物のＤＮＡを精査しなければ完全に同一の存在であるとは断言できないからだろう。それこそ天文学的な確率でコーマットⅢとコーマットⅣに現れた攻撃的原生生物が全く別のＤＮＡを持ちながらほぼ同じ姿形と攻撃性を持っている、という可能性も無くはないわけだからな。

『中佐、サプレッションシップのものと思おぼしき反応を捉とらえました』

「結構。上空の機体と情報を共有してください」

『イエスマム！』

　すぐに俺のユニバーサルマスクのＨＵＤ上にも情報が共有されてくる。当然ながら、そんなに遠くはないな。上空から探知不能だからこそわざわざ地上に降りて探索していたわけで、当たり前っちゃ当たり前なんだけども。

「歩くのか？」

「さして時間はかからないようですから。ドロップシップの降下地点を確保して全員で乗り込み、展開している装備も積み込んで点呼をとって云うん々ぬんとやることを考えれば時間もさほど変わりません」

「さようで」

　別に音を上げるような距離でもない。大人しく歩くとしよう。





☆★☆






『前方にサプレッションシップを発見！　地面に突き刺さって擱座しています！』

「まずはドローンを送り込んで内部を捜査しろ。反応爆弾なんかが置き土産みやげにされていたら洒落しやれにならん。工兵、シールドジェネレーターを設置して簡易防衛拠点を構築しろ」

『アイアイマム！』

　セレナ中佐の指揮の下、帝国海兵達がキビキビと動き始める。俺がやることは無いので、手て持もち無ぶ沙さ汰たにぼーっとしているしか無い。いや、そう言っても警戒はするけど。

「反応爆弾ね。そこまでする余裕があったかどうか」

「反応弾頭を積んでいなくても、サプレッションシップのジェネレーターに細工をしている可能性だってありますから。無警戒に近づいて消し飛ぶのは嫌でしょう？」

「確かに、そりゃ御免だ」

　航宙艦のジェネレーターも悪意を持ってオーバーロードさせれば反応弾頭とさほど変わらない威力の爆発物になるだろうからなぁ。少なくともＳＯＬステラオンラインではそういった自爆攻撃めいた方法を取ることはできなかったが、この世界でそれができないという保証もない。

　暫しばらくしてドローンを操作していた斥候から危険物なしという報告が為なされ、斥候を主力とした調査部隊がサプレッションシップに突入していく。内部にターゲットがいないことも確認済みなので、俺とセレナ中佐は安全な防衛拠点で待機だ。

「今のうちに食事休憩を取っておきましょう」

「へーい」

　陸戦用のシールド発生装置に守られたこの簡易防衛拠点内には砂塵も吹き込んでこない。そのお陰でヘルメットを外して食事や給水ができるわけだ。俺がユニバーサルマスクを外している間にセレナ中佐が交代で休憩と食事を摂るように部下に指示を出していく。俺はそれを横目で見ながらバックパックからミミとエルマが用意してくれたレーションを取り出──。

「……」

「うわ、なんですそれ」

　俺のバックパックから出てきたのは真空パックにされたフ○イスハガーめいた異形の生物であった。ああうん、これね。食べたことあるね。見た目に反して美う味まいんだよ、これ。外殻に見える部分は意外と柔らかくてカマボコみたいな感じで、中身はほんのり甘いクリーミーなペースト状なんだ。確かどこかの国で軍用のレーションとして使われてるって話もあったな。

「……意外と美味いぞ」

「食べたことがあるんですか!?」

「……うん」

　しかし何な故ぜ敢えてこのタイミングで俺のバックパックにこいつが突っ込んであるのか？　脳裏にテヘペロしているエルマの顔が過よぎる。ミミの仕業とは思えないし、下手人は間違いなくエルマだろう。しかし、こういった所謂いわゆる『異星食材』の管理をしているのはミミだ。ミミも一緒にバックパックの中身を用意してくれていた覚えがあるので、ミミも知っていてこいつを突っ込んでいた可能性がある。これは船に戻ったら二人をきつく『尋問』せねばなるまい。覚えていろよ。

「ええと……」

「うちの可愛かわいい船員達の可愛い悪いた戯ずらだろう、ハハハ……」

　とりあえず見なかったことにしてフェ○スハガーめいた物体をバックパックに突っ込み直し、他に何か入っていないか探してみる。そうすると、バッグの奥から別の食べ物らしきものが出てきた。

　銀色の金属箔はくのようなものでパッケージングされた物体で、表面にはペニテンス王国軍用食三型と大きく印字されており、裏面には原材料や一食分に含まれる栄養成分などがびっしりと書き込まれている。大きさはスーパーで売っている切る前のカステラくらいの大きさだろうか。結構ずっしりと重く、食べごたえがありそうだ。

「それは？」

「あー……ペニテンス王国とかいうところのレーションみたいだ」

「ああ、少し遠いですが帝国とも関係は悪くない国ですね」

「へー。まぁこれはまともそうだし食ってみるかな」

　銀色のパッケージを破ってみると、中から顔を出したのはずっしりとしたパウンドケーキのようなものだった。どうやらこのパッケージは一本丸々このパウンドケーキのようなものがみっしりと詰まっているらしい。
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「良い香りがしますね？」

　確かに何か果物のような甘い匂においがする。甘い匂いに惹ひかれるとは、やはりセレナ中佐も女性なのだなと思う。いや、甘いものが好きな男性も多いけどさ。俺も嫌いじゃないし。

「一口いかが？」

「では、こちらのレーションも少しお分けしましょう」

　パウンドケーキめいたレーションに齧かじり付く前に程々の量をセレナ中佐に分けてやる。セレナ中佐からは何かドライソーセージのようなものが──ああ、これか。

「出た、軍用ソーセージ」

「おや、知っていましたか？」

「前に帝国航宙軍の軍用レーションの詰め合わせパックを買ってきて、メニューの食べ比べをしたことがありましてね」

　右手にペニテンス王国のレーションを、左手に帝国航宙軍の軍用ソーセージを持って、とりあえずペニテンス王国のレーションに齧り付く。

　ずっしり、しっとりとしたパンのような食感。それにこの甘さは砂糖由来のものだけではない。スポンジに練り込まれたドライフルーツのようなものと、恐らくは生地をしっとりさせるために染しみ込ませたシロップ──いや、若干の酒精を感じるから、甘い酒も使っているのかもしれないな。

「あー、なんか似たようなのを食ったことある気がするな」

「そうなのですか？」
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「んー、なんだったかな」

　ああ、思い出した。シュトレンだ。ドイツのお菓子だったかな？　まぁ、セレナ中佐に言っても仕方がないから、思い出せないってことにして黙っておこう。次は帝国航宙軍の軍用ソーセージを食べてみる。

「うん、疲れた身体からだに塩味が美味い」

「汗をかくと塩味が恋しくなりますよね」

　相変わらずコンビニとかで売ってる安いドライソーセージみたいな味だが、セレナ中佐の言う通り汗をかいた身体に濃い目の塩味が染み渡る感じがする。なんか一味足りない気がするし、食感もあんまり肉っぽくないが良い感じの塩気と脂はあるな。雑に塩分とカロリーを補給するって感じの味だ。

「私はペニテンス王国のレーションのほうが好みですね」

「それは俺もだなぁ」

　もっとも、量が多いから一本丸まんま食うのは飽きそうだし、これを一日に三食とかだと苦行になりそうだけど。それでも単品で評価をするならペニテンス王国の三型レーションのほうが味も満足度も上だな。

　まぁ、帝国航宙軍のレーションはこの軍用ソーセージだけでなく、クラッカー的なものとか他にも主菜、副菜と用意されているはずだから総合的には帝国航宙軍のレーションのほうが満足度は高いかもしれん。外れメニューでなければ。

「アレも食べるんですか？」

「……機会があればな。でも、正直に言うとペニテンス王国のレーションよりも帝国航宙軍のレーションよりもアレのほうが美味いと思う」

「えぇ……？」

　セレナ中佐が疑わしげな視線を向けてくるが、実際に全部口にした俺が言うんだから間違いないよ。この探索行が長引いたら是非セレナ中佐にも食わせてやろう。
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『グラップラーが一体抜けてくるぞォ！』

『近接航空支援は!?』

『手一杯だとさ！』

　ズドドドドッ！　という音と共に地面が揺れ、砂さ塵じんの奥から体高５ｍの化け物が飛び出してくる。

　岩石質で覆われた両腕、人を簡単に踏ふみ躙にじれるサイズの沢山の足、目のない顔、涎よだれを垂らし、だらしなく開いた口には人間と酷似した歯並びが垣かい間ま見みえ、否いや応おう無しに嫌悪感がこみ上げてくる。

「ヒロ、私達でやりますよ」

「アレを剣で？　正気か？」

「生き物というものは首を落とせば死ぬものです。正面で注意を引いてください」

「ちょっ……！」

　セレナ中佐が剣を両手で構えて大型の攻撃的原生生物──仮称：グラップラーへと突っ込んでいく。俺も慌ててその後を追う。流石さすがに中佐殿だけに押し付けるわけにもいくまいて。

『ＧＩＥＥＥＥＥ！』

　セレナ中佐の白いコンバットアーマーは目立つ──目がないのにどうやって感知しているのか知らんが──のか、グラップラーは威嚇の声を上げたかと思うとその岩石質に覆われた腕を振り上げた。自分へと駆け寄ってくるセレナ中佐を一撃で挽ひき肉にくに変えてやろうという魂胆なのであろう。

　振り下ろされた岩石質の腕が地面へと叩たたきつけられ、地面が爆はぜてセレナ中佐の姿が土煙の中へと消える。あれで一撃で潰つぶされていたりしたら笑えないが、俺のユニバーサルマスクのＨＵＤには土煙の向こうで健在のセレナ中佐が振り下ろされた岩石質の腕の向こうへと消えていく姿が見えていた。

　流石はハイテク機器だ。多少の砂塵や土煙は物ともしないぜ。

「そうら！」

　地面へと突き刺さったままの岩石質の腕先と普通の肉の境目辺りに剣けん閃せんを走らせる。パワーアーマーの装甲すら切り裂く強化単分子の刃の前には、ただの肉や骨など薄紙のようなものだ。

『ＧＩＹＡＡＡＡＡ!?』

　切断された腕からドス黒い血を噴出させてグラップラーが仰のけ反ぞる。それと同時に無事なもう片方の腕──右腕を斜め上から打ち下ろすように俺に向かって叩きつけてきた。

「──ッ！」

　息を止めると同時に世界の動きが極めて緩慢になる。時間が引き伸ばされるような感覚。まとわりつくように重い砂塵混じりの空気を押しのけながら身体を動かし、迫り来る岩石質の腕の軌道から逃れる。ついでとばかりにその岩石質の攻撃腕に刃を合わせ、その堅固な岩石質ごと腕を搔かっ捌さばいてやることにする。

　しっかりと刃筋を立て、相手の腕の動きに合わせて切り裂いていかないと剣が折れてしまいそうだ。切り裂いた部分からごぷり、と血が溢あふれ出し、グラップラーが再び苦痛の悲鳴を上げながらたたらを踏む。

『よくやりました。満点です』

　ユニバーサルマスクの通信越しにセレナ中佐の声が聞こえてくる。どこにいるのかと思えば、彼女がいるのはグラップラーの肩の上であった。恐らくどこかからグラップラーの身体を駆け上がったのであろう。

『ハァッ！』

　気合一いつ閃せん。グラップラーの肩の上でセレナ中佐が剣──正式名称はモノモレキュラー・ソードというらしい──を振り抜き、一撃でグラップラーの首を飛ばす。すると、途端にグラップラーは身体を硬直させ、前のめりに倒れ込んできた。

　つまり、俺のいる方向にだ。

「ええいくそっ！」

　必死に後退して倒れかかってくるグラップラーの身体からなんとか逃れる。そんな俺のすぐ横にセレナ中佐が華麗に着地を決めた。くそう、こういうところもそつがないな、この人は。

「最後の最後でしまりませんね、貴方は」

「侯爵令嬢のセレナ中佐と違ってこちらは泥臭い平民の傭よう兵へいなんで」

「そう卑下するものではありませんよ。恐怖に打ち克かち、強大な敵の前に身を晒さらすことのできる貴方は紛れもない戦士です。尊敬に値します」

　そう言ってセレナ中佐は極上の笑みを浮かべてみせた。

　乗せられている気しかしないが、うん。まぁそうやってストレートに褒められると、照れる。

「あー、うん。それで戦況は」

「決着がついたようですね」

　抜けてきた大型個体は俺達が倒したこのグラップラー一体だけで、他にはツイステッドが数十体。こちらは海兵達が問題なく始末したようだ。

「弾幕薄いぞ、何やってんの」

『ごめん、撃ち漏らしたわ』

　通信の向こうからエルマの謝罪の声が聞こえてくる。まぁ、そんなに本気で怒ってるわけじゃないけどさ。数が多いみたいだし、抜けてきたのが一匹だけならまぁよくやってると思う。

　というか、上で近接航空支援をしているのはエルマが操縦しているクリシュナだけじゃないしな。帝国航宙軍のドロップシップや小型戦闘艦も一緒に任務についているはずだ。俺の横ではセレナ中佐も大型個体を抜けさせないようにと上空の支援機に注意を促しているようだ。

「少々もったいないけど散弾砲も使ってけ。抜けてくるよりかはマシだ」

「ああ、弾薬費は請求して頂ければこちらで持ちますので」

「だそうだ。バンバン使ってけ」

『了解、大盤振る舞いで行くわ』

　エルマの操縦するクリシュナとの通信が切れる。

「さて、当分はこれで凌しのげるとして……だ」

「はい、当分はそれで良いとしてですね」

　俺達の視線の先、砂塵混じりの強風が吹き荒れる先に小高い山──いや、明らかに自然構造物ではない何かが見える。

　サプレッションシップの調査を終えた俺達は斥候部隊の見つけた痕こん跡せきを追って再び進軍した。何度もツイステッドどもや今俺達が撃破したグラップラーを始めとする攻撃的原生生物と交戦し、辿たどり着ついたのがこの場所──というかこの先にある構造物である。

「ありゃなんだろうね。蟻あり塚づか？」

「奴らの巣であることは確かでしょう。アレに近づくにつれて襲撃頻度も上がっていますし」

　一見蟻塚に見えるソレは非常にスケールの大きい構造物であった。ユニバーサルマスクのＨＵＤが表示するところによると、高さは３００ｍ超。形としてはでこぼことした山のような形。構造材は土なのだろうか？　周りの土壌の色とは似ても似つかない。全体的に赤茶色っぽい。

「どうするんだ、アレ。ぶっ壊すのは簡単だと思うけど」

　いくらデカいとはいえ、所しよ詮せんは土つち塊くれだ。シールドをぶち破り、戦闘艦の頑丈な装甲を蒸発、爆散させるレーザー砲の前には無力であろう。文字通り砂上の楼閣というやつだ。

「そうしたいのはやまやまなんですけどね……」

「そうまでして捕らえなきゃならんのか。あの──なんだっけ。そう、ゲリッツとかいうのは」

「そういうことです。まぁ、私だけでなく更に上の意向でもありますね」

「しかし現実問題として今の戦力で航空支援無しに奴らの巣の中に突き進むのは無理があると思うけど」

　今は戦闘艦やドロップシップからの火力支援があってなんとか攻撃的原生生物の襲撃を凌いでいる状態だ。航空支援無しにグラップラーを始めとする大型攻撃的原生生物どもとまともにやりあえば犠牲者が続出するに違いない。

　まぁ、それでもレーザーライフル程度の武装しか持たない入植者達とは違って、海兵達はグラッカン帝国の正規の歩兵戦力だ。武装の威力、充実度、兵の練度は入植者達とは比べ物にならないから、犠牲を覚悟して挑むのであればなんとかなるかもしれないが。

「それは大丈夫です。増援が来ますから。私達は本拠地を見つけるための斥候ですよ。あとから来るのが戦力としては本命です」

「なるほど？」

　今ここにいる海兵達も戦力としてはかなりのものだと思うが、これ以上の戦力とな？　と、首を傾かしげているとセレナ中佐に通信が入ったようだ。少しの間何か小声でやり取りをしていたかと思うと、空を見上げる。

「来ますよ、本命が」

「上から？」

　俺もセレナ中佐に倣って空を見上げると、上空で待機していた戦闘艦やドロップシップ達が退避していくのが見えた。その先、空の彼方かなた──宇宙そらから大量の何かが降り注いでくるのが見える。

「おいおい、軌道爆撃か？」

「いいえ、増援です」

　断熱圧縮で発生する高熱と炎を纏まといながら宇宙から降ってきた何かが構造体の周囲へと降り注ぐ。それは容赦なく大地を砕き、大量の土つち埃ぼこりを巻き上げて俺達の立っている地面までをも大きく揺らした。

「大迫力だなぁ……そしてアレは」

「本命の地上戦力です」

「なるほどなぁ……」

　地面に突き刺さっているのは金属製の杭くいのようなものだった。その金属製の杭からボロボロと何かが大地に降り立ち、変形を始める。

　それは金属でできた血も涙も死への恐れも持たない兵士達。人間よりも遥はるかに頑丈な金属骨格と金属の装甲を併せ持ち、腕の一振りで人間を挽き肉に変える特殊金属繊維製の筋肉を備え、生身の人間では持ち運ぶこともままならない重火器を軽々と振り回す者ども。

　人間大のものから体高５ｍほどもある重戦闘ボットまで選より取り見取りだ。

「軍用戦闘ボットか」

　タ○タンフォール！　と叫びたい衝動に駆られるが、ここはぐっと我慢しておく。

「そういうわけです。本命への露払いが済むまでは高みの見物をするとしましょう」

　金属製の工兵達が瞬く間に頑丈な前ぜん哨しよう基地を構築していく。その前哨基地へと向かって歩き出すセレナ中佐の後を追い、俺もまた工兵ボット達が構築しつつある前哨基地へと向かうのであった。





☆★☆






　戦いは数だよ兄貴！　って偉い人が言ってたよな。まさにその通りなのだろうと目の前の光景を見て思う。

「圧倒的じゃないか、我が軍は」

「貴方の軍ではありませんが」

「はい、存じております」

　人間大の戦闘ボットが二本の武器腕からレーザー殺人光線を乱射し、ツイステッドに取りつかれてもそれを上回る膂りよ力りよくで引き剝はがし、叩き潰す。体高２～３ｍの中型戦闘ボットの攻撃は更に熾し烈れつだ。レーザーだけでなくプラズマランチャーを装備している中型戦闘ボットの火力は敵側の大型個体であるグラップラーや、強固な前面装甲を持つ突撃個体『ブル』を真正面から叩き潰す。そして極めつけは体高５ｍの大型戦闘ボットだ。

「あのデカいのは凄すごいな」

　デカいのに機敏だ。部隊の先頭に立って敵の大型個体を火砲と格闘攻撃で薙なぎ払はらい、敵の攻撃をシールドで防いでいるようだ。デカい分ジェネレーター出力にも余裕があるんだろうな。

「タイタン級の戦闘ボットは陸戦の要かなめですからね。実際のところ、帝国軍の地上戦力の大半は戦闘ボットです」

「文字通りいくらでも替えが利くし、コストが安いもんな」

　俺の言葉にセレナ中佐は何も言わずに肩を竦すくめてみせた。

　一人の人間を戦うことができる兵士にするのには『まともに』考えれば最低でも十五年から十八年かかる。十五年でも早すぎるくらいだと思うが、まぁ最低限身体からだを作るのならそれくらいは要るだろう。もっとも『まともに』やらなければもっと短期間で兵士を作ることは可能だろうけど。

　それはつまり、所謂いわゆる少年兵とかそういうものだけではなく、バイオテクノロジーを利用したクローン兵士なども含めての話だ。まぁ、今の所そういう存在の話は聞かないし、少なくとも目の前に展開されている戦闘ボット達を見る限りはグラッカン帝国はそっち方面には舵かじを切っていない……わけでもないのかね？　考えてみれば、ツイステッドどももそういうテクノロジーの産物だろうし。

　ここにツイステッドどもが存在するということは、少なくともバイオテクノロジーを軍事用途に利用する一派が帝国内か、或あるいは帝国の周辺に存在するということの証左なんだろうな。

　話がずれた。替えが利くとかコストの話だったな。まぁつまり、だ。兵士としてまともに人間を使うというのは非常にコストが高いって話だ。

　だが、戦闘ボットなら？　製造にコストは掛かるが、人間を十五年から十八年かけて兵士にするために育て上げるよりも遥かに安い。それはかかる費用という意味だけでなく、育成時間もコストに含めての話だ。

　戦闘ボットなら一度生産ラインを構築してしまえば、資源の許す限り即戦力を量産し続けることができる。しかも戦闘スキルの養成に関しても同型の実戦データを統合してインストールすればそれで終わりだ。更に言えば、人間の兵士と違って消耗したとしても遺族年金などもかからないし、飯も水も着るものも医薬品も必要としないし、給料も払わなくていいから兵へい站たんにかかる費用も非常に少なくて済む。こうして考えると良いとこだらけだな。

「コストが安いもんな」

「何な故ぜ同じことを二回言うのですか」

「帝国航宙軍も色々大変なんだろうなと」

「余計なお世話ですよ」

　航宙艦も戦闘ボット化──つまり航宙戦闘ボットにしてしまえば更にコストが下げられると思うんだが、そうしないのは何故なんだろうな？　グラッカン帝国は過去に機械知性とドンパチしたらしいし、もしかしたら戦力のボット化にアレルギーがあるのかね。それにしては陸戦の主力は戦闘ボットみたいだしな。陸戦力だけなら万が一があっても軌道爆撃で制圧できるからか？　この辺の事情には少し興味が湧わくな。

「しかし、これだけの戦力がなんで都合よく用意できたんだ？」

「元々はコーマットⅢの攻撃的原生生物を掃討するために派遣された戦力です。その戦力をそのままコーマットⅣに動かしたというわけで」

「ああ、なるほど」

　コーマットⅢに攻撃的原生生物──グラップラーどもが現れてからそれなりの日数が経たっている。コーマット星系はゲートウェイからそんなに遠くないし、帝都に連絡をするのも、他の場所から戦力を移動させるのもゲートウェイ経由ならさほど時間もかからない。

　ゲートウェイから遠い、所謂辺境と呼ばれるイズルークス星系──結晶生命体と戦った星系──やターメーン星系──ミミやエルマと出会った星系──と比べると交通の便なんかがとても良いということだな。

「しかしこれは退屈だな」

「あの中に飛び込みたいのなら止めはしませんけれど？」

「それは断じてやめておく」

　戦闘ボットと攻撃的原生生物どもが入り乱れて乱戦をしている中に突っ込んだりしたら命がいくつあっても足りない。この世界は俺から見ればＳＯＬの中のようでまるでゲームのように感じられる時もあるが、紛れもない現実なのだ。ゲームと違って死んだらリスポーンとはいかない──いかないよな？──のだから、そんなことをする気はサラサラ無い。

「まぁ、あちらのリソースがどれだけのものなのかはわかりませんからね。少し時間はかかるでしょうから、楽にしていてくださって結構です」

「そいつはどうも」

　暫しばらくはウォーゲーム観戦ということになりそうだ。新たに宇宙から降り注いでくる戦闘ボット満載のドロップポッドを見上げながら、俺は腰にぶら下げてあった水筒に手を伸ばすのであった。
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『私達も見せてもらいましたけど、凄かったです！　かっこよかったです！』

『ワムドも良い画えが取れたって大喜びしてるわよ』

「そりゃどうも」

　ユニバーサルマスク越しにミミ達と話をする。目の前では未いまだに戦闘ボット達とツイステッドどもが激しい戦闘を繰り広げているが、戦闘ボット達の一糸乱れぬ連携と強烈な火力の前にツイステッドどもは終始押され気味だ。戦闘ボット達がツイステッドどもの湧き出してくる構造体へと侵入するのも時間の問題だろう。

『剣であのデカブツに向かっていった時の迫力は凄かったわね』

『かっこよかったです！　ワムドさんからデータを貰もらったので送信しますね！』

　ミミがそう言うと、ユニバーサルマスクのＨＵＤ上に小さなウィンドウが開き、剣を持った俺とセレナ中佐がグラップラーへと向かっていく姿を絶妙なカメラアングルで撮影した映像が再生される。

「カメラアングルが良いな」

　そう言いなら俺は肩の辺りに浮かんでいる球体に目を向ける。この球体は俺達がコックピットで飲み物を飲むのに使っているグラビティスフィアと同じ要領で俺に追随するようになっている自律式の撮影機材で、何かホログラム技術とかよくわからないテクノロジーを組み合わせて惑星上の俺の行動や周りの様子を撮影しているらしい。グラビティスフィアといいコイツといい、この世界の人間はテクノロジーを使う方向を間違ってやせんかね？

「それで、そっちはお役御免か？」

『帝国軍の強襲降下艇が到着したから。対地攻撃に特化した艦が来たわけだし、私達の出る幕はもう殆ほとんどないわね。一応、ヒロ達のいる陣地の護衛のために待機してるけど』

「ああ、そうか。降下攻撃用の艦艇なんだから、支援能力も高いはずだよな」

　頷うなずきながら戦場に降り注ぐ緑色のプラズマ砲弾の雨に目を向ける。

　あのプラズマ砲弾はシールド技術の応用で、ごく弱いシールドの中に超高温のプラズマを閉じ込めて発射しているらしい。弾速が遅く射程も短いため、航宙戦をメインとする傭よう兵へいの船に装備されることは殆どない。更に発展させたプラズマアクセラレーターというのもあるが、あれも弾速が遅くて扱いが難しいからなぁ……弾数制限があっても対艦魚雷のほうが使いやすいんだよな。艦のスピードが乗るし。

　プラズマ兵器に関しては今目の前で戦っている帝国軍の戦闘ボット達も装備しているが、とても威力の高い武器だ。ああやってシールドで密封したプラズマ砲弾を撃ち出すのが第二世代の新型プラズマ兵器で、第一世代のプラズマ兵器は物理的な砲弾として発射して、標的に着弾した瞬間にプラズマ爆発を起こすというものだ。

　威力はどちらもそんなに変わらないが、シールド技術を応用した第二世代型は弾数制限が無いというのが特徴だな。シールドに封入しているお陰で砲身の消耗も非常に少なく、ブン回すジェネレーター出力さえ確保できればほぼ無制限に発射できるというのが強みだ。

『これも迫力ある映像よね』

『そうですね。帝国軍の戦闘ボットが凶悪な原生生物を倒していく姿は頼もしいですね』

「アクションもののホロ映画みたいだよな……こんなに戦闘ボットが活躍してるのは少ないけど」

　この世界にも娯楽用の映像作品は沢山ある。無論、その中には敵対的で対話も不可能なエイリアンと帝国軍が戦うといったようなものも存在するのだが、そういう映像作品にもこんなシーンがよくあるんだよな。そういう作品では戦闘ボットはちょい役で、帝国人──無論、人型でない種も含む──が戦うシーンがメインだったりする。現実はこのように戦闘ボット達が大活躍しているというわけだな。

「まぁ、帝国人……俺は帝国人じゃないけど、帝国人が戦ってる画も沢山撮れてるだろうから、その辺はワムド達が上う手まくやるんだろうな」

『そうでしょうね』

　グラッカン帝国の貴族はどうも機械知性そのものや重要な仕事を機械任せにするのを忌避する傾向にあるみたいだからな。まぁ、貴族達が機械知性とかに頼りすぎず、身を粉にして働いているということにしておきたいのかね？　よくわからんが。

「戦闘ボット達が露払いを済ませたら、最後は俺とセレナ中佐が剣で敵の親玉と決着をつけるって展開になるのかね……いや、ほんとに戦争もののホロ映画みたいだな？」

『最後は炎の中でステゴロかナイフ格闘、あるいは剣で勝負っていうのは定番よね』

『あ、あはは……意外と現実に忠実なのかもしれませんね、アレって』

　やっぱりこの世界でも映画の定番なんだな。最後の戦いは肉弾戦ってアレ。現実はもう少しスマートにいきたいもんだけど、どうかね？　毒ガス攻めにするとか。
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「無理でしょう」

「無理ですか」

「私も貴方もそれを防ぐための装備をしているではありませんか。当然あちらもそうしているでしょう」

「なるほど」

　確かにセレナ中佐が装備しているヘルメットも、俺が装備しているユニバーサルマスクもそういった生物・化学兵器に対する防御性能を備えている。俺のは頭全体を覆うタイプじゃなく顔だけ覆うタイプだから、皮膚から浸透してくるタイプの化学兵器は完全にシャットアウトできないけど。

　今後のことを考えてセレナ中佐と同じようなコンバットアーマーを一ひと揃そろい買っておくべきだろうか？　でも、軽量型のパワーアーマーで事足りるっちゃ事足りるしな……まぁ、軽量型のパワーアーマーを扱っているメーカーならコンバットアーマーも扱ってるだろうから、その時に考えるとするか。

「進行具合はどうですかね？」

「既に一部の戦力が内部に突入して橋きよう頭とう堡ほを確保しつつあります。外部の戦力掃討も直に終わるでしょう」

　そう言いながらセレナ中佐は虚空にちょこちょこと指先を走らせている。俺からは見えないが、恐らくヘルメットのＨＵＤに表示されているインターフェイスを操作して戦闘ボットや指揮下の兵士達に司令を飛ばしているのだろう。俺と会話をしながら苦もなくそういった作業をこなす辺り、やはりセレナ中佐も貴族なのだなと感心する。

「というか、それをやるならこの場所が判明した時点で軌道爆撃で跡形もなく消し飛ばしていますよ」

「それもそうでした。生け捕りするんだったっけ。めんどくせぇなぁ」

「口に出てますよ。まぁ、最悪確実に死亡を確認できて、彼がゲリッツ本人であると証明できればそれでも良いんですけど」

「別に首級を挙げる必要はないと」

「首級って……どこの蛮族ですか」

　首級を挙げるという表現にセレナ中佐が顔を顰しかめる。いや、嬉き々きとして剣をブンブン振り回す人が首級を挙げるのは野蛮とか言っても説得力無いんですけど。というか貴女あなた、さっきグラップラーの首獲とってましたよね？

「まぁ首の話はおいときまして。ゲリッツは一体何のためにここに逃げてきたんですかね？」

「時間稼ぎでしょう。恐らくはこの構造体に籠ろう城じようして、イクサーマル伯爵家からの救援を待つつもりだと思います」

「うーん、そうかなぁ……」

　どうにも腑ふに落おちないんだよな。あの構造体の奥深くに脱出する手段があるとは到底思えないし、籠城するにしても場所が悪いように思う。こうして追い詰められると逃げ場がない。往々にして籠城というのはそういうものかもしれないけど。

　まぁそれを言ったらこのコーマットⅣ自体が一度逃げ込めば外に出ることがかなわない袋小路のようなものだ。今は軌道上に帝国航宙軍やダレインワルド伯爵家の手勢も展開しているので、大気圏から脱出しようとしてもすぐさま拿だ捕ほされるであろう。

「地中を高速で掘削して移動するドリルマシン的なものでとっくに逃げてるとか無いですかね？」

「そのようなマシンの存在は聞いたことがありませんが、あるのですか？」

「俺は聞いたことないですね」

　この世界の技術力ならできそうな気もするけど、それが実在するかどうかまでは知らないな。

「流石にあるかどうかもわからないものを想定するのは馬鹿げていると思いますが」

「それもそうか。じゃあ他の可能性として……証拠隠滅に動いている可能性はどうです？」

「証拠隠滅？」

「奴やつも自分が生け捕りにされるか、或いは遺体を回収されて自分がゲリッツ＝イクサーマルであると証明されるのが避けるべき事態であるということは先刻承知でしょう。だから、わざとツイステッドどもに食われて遺体回収困難、そもそも行方不明という結果に持っていこうとしているとか」

「……まぁ、一番嫌なパターンですね、それは。『食い残し』を探すために構造体内を探し回ったり、奴らの腹を搔かっ捌さばいて中身を浚さらうことになりそうです。ですが、それをやるくらいならサプレッションシップで恒星に突っ込んでいると思います」

「……それは確かに」

　船ごと恒星に突っ込んでしまえば証拠隠滅は完かん璧ぺきだ。自分の命を捨ててでも証拠隠滅を図るというのであれば、そちらのほうがよっぽど確実だろう。となると、証拠隠滅の線は薄いか。

「相手の──ツイステッドどもの動きを見る限り、あちらが焦っているのは間違いないと思いますよ。向こうにとって想定外の事態も発生していると思いますね」

「そうですか？」

「ええ。恐らく貴方達にコーマットⅣまで追跡されるとは思っていなかったのではないでしょうか。サプレッションシップの速度で振り切るつもりが貴方達にギリギリで追い縋すがられてしまって潜伏先が露見し、その後の降下偵察作戦で本拠地である構造体の場所も割れてしまった。更にコーマットⅢに投入されるはずだった降下部隊がこちらに投入されることによって戦力的な優位も覆された」

「うーん、完全に詰んでる。しかしそれでも抵抗をやめない、投降もしないか……」

　ゲリッツという人物がどのような人物であるのかは俺にはわからない。だが、帝国航宙軍の包囲網を突破してコーマットⅣまで逃げおおせてくるような奴だ。往生際がかなり悪い人物なのだろうということは想像がつく。

「となると、やっぱり救援待ちで籠城と考えるのが妥当か……」

「少なくとも、私はそう考えています。とはいえ、コーマット星系はダレインワルド伯爵家の領有星系の上、コーマットⅣはダレインワルド伯爵家がテラフォーミングを行っている惑星です。その上我々帝国航宙軍がゲリッツの捕縛に動いている以上、どうあがいてもイクサーマル伯爵家が介入してくるのは不可能だと思いますが」

「やっぱり詰んでるじゃないですか」

「こうしているのも悪あがきに過ぎないでしょうね。その悪あがきに付き合わされるこちらとしてもたまったものではありません。軍隊を動かすのもタダではありませんからね」

「まぁそれは確かに……なるほど？」

　もしかしたらただの嫌がらせかもしれないな、これ。身の破滅は確実、となれば一人でも多く巻き添えにして、少しでも多くダレインワルド伯爵家に損害を与える。今回の帝国航宙軍の動員に関しては恐らくその活動費用の少なくない部分をダレインワルド伯爵家が負担するのだろうしな。

「なるほどとは？」

「いえ、今回のこれ。どっちにしろ助からないと見て最大限場を引ひっ搔かき回して嫌がらせをして果ててやろうっていう魂胆なんじゃないかと思いまして」

「……イクサーマル伯爵家のやりそうなことですね」

　俺の考えを聞いたセレナ中佐はとても嫌そうな顔をしながらそう言って溜ため息いきを吐ついた。

　何な故ぜそんな認識を持たれている貴族家が堂々とのさばり続けているのだろうかね？　何か複雑怪奇な経緯でもあるんだろうか。まぁ、俺にとってはどうでもいい話か。イクサーマル伯爵家には関わってはいけない。俺、覚えた。
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　俺の心配をよそに構造体内の掃討は順調に進んでいった。構造体に突入口が空けられ、橋頭堡が確保され、構造体内部の調査と掃討が行われていく。その過程で軍用戦闘ボットに多少の被害が出たようだが、多少の被害で止まる戦闘ボットではない。火力と装甲と数によるゴリ押しが行われ、ついにその最奥──地下部分への突入が開始された。

「地上構造物は見事に外れかぁ」

「後顧の憂いを残しておくわけにはいきませんから、掃討は必要でしたけどね」

「そりゃ確かに」

　常に背後を狙ねらわれる状況というのは面白いものではない。先に地上構造物を掃討したのは手堅い一手だったんだろう。

「むっ……」

「何かあったんですか？」

「地下の掃討と調査を進めている戦闘ボットが人工物を発見しました。どうやら当たりのようです」

「そりゃ良かった」

　しかし一体それは何なのか？　恐らくはツイステッドどもを生み出すプラントのようなものなのだろう。だが、材料もなしに無限に物を生み出すプラントなどはいくらこの世界のテクノロジーが進んでいても、そうそう作り出せるものではあるまい。その『材料』は一体どこから調達したのか？

「テラフォーミングにどう影響しているのやら……というか、コレと同じようなものが惑星上にいくつもあったら大変だなぁ」

「軌道爆撃で片っ端から破壊すればなんてことはないと思いますけどね」

「思ったより脳のう味み噌そ筋肉な発言が出てきたぞ」

「効率的ですから。いちいち陸戦部隊で制圧して破壊するなんてコストの無駄ですよ」

　確かにそれもそうかもしれないけど、環境破壊とか気にされないんです？　ああいや、テラフォーミングなんてしてる時点で環境破壊もクソもないか。環境ごとツイステッドどもを破壊しても、その後でまた修復すれば良いんだもんな。確かに効率的だわ。

「恐らくゲリッツも地下の人工構造体にいるでしょう。私達も向かいますよ」

「アイアイマム」

　そのまま戦闘ボット達で片付ければ良いのでは？　とも思ったが、そう言えば可能な限り生きたまま回収しなきゃいけないんだったな。気はあまり乗らないけど、お付き合いするとしますかね。

　これがラストバトルになれば良いんだが、さて。
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　軍用戦闘ボット達が殲せん滅めつしたツイステッドどもの死体が折り重なる地下通路を進み、目的地へと向かう。

「こりゃ快適だ」

「操作には若干クセがあるそうですけどね」

　俺達の足になっているのはこういった不整地を移動するために開発されたというホバリング車両だ。さして速度は出ないが、でこぼこだったり急な傾斜だったり高低差数メートルほどの崖がけ程度であれば難なく走破できる車両で、運転手含めて乗員六名が乗り込むことができる。これもグラビティスフィアなどと同じく、重力・慣性制御技術の応用によって作られているものであるらしい。

「流石さすがに掃討が済んでるだけあって敵影はなし、か」

「仮に敵が残っていても、随伴している高機動型の戦闘ボットが片付けますよ」

　時速凡そ30ｋｍほどしか出ないホバリング車両に随伴しているのはシャープなシルエットの軍用戦闘ボットだった。両足が逆関節の二足歩行型戦闘ボットで、先程から軽快に走り、跳躍してセレナ中佐と俺を含めた地下構造物突入部隊に随伴している。火力面は未知数だが、確かにあの機動性の高さは戦うとなるとかなり厄介だろうな。あれが全速力というわけでもないのだろうし。

　俺が戦うとしたらどうするかな？　まぁそんなに頑丈そうには見えないし、足を狙って機動力を潰つぶして逃げるのが良いかね。え？　逃げるのかって？　そりゃ逃げるよ。正確無比な射撃を行う戦闘ボットとまともに撃ち合うなんて絶対に御免だからな。ＳＯＬでもそうだったけど、軍用戦闘ボットの射撃精度はマジでえげつないから。ほぼ百発百中で当ててくるから、レーザーに耐えられるだけの装甲かシールドがない状態で撃ち合ったら良くて相打ちだ。そもそも人間よりも反応速度が速いんだよ。民間用の警備ボットとかならデチューンされてるからそこまででも無いんだけどな。

「で、戦況はどうなので？」

「シールドを張って完璧に籠城の構えですね。まぁ、それも我々が到着する頃ころには破られるでしょうが」

　超光速ドライブ中にスペースデブリが衝突しても守れるようにと開発されたシールドというものは実に強力な防御力を有するものではあるが、決して万能ではない。高出力のレーザーや大熱量のプラズマ兵器、それに強烈な爆発と衝撃波を発生させるミサイルや爆弾などによる攻撃には比較的弱いし、シールド同士の干渉は急激に互いのシールドを中和させてしまう。

　クリシュナに装備されている対艦反応魚雷に装備されているシールド中和装置も基本的にはシールド同士の干渉によって速やかに対象のシールドを中和・飽和させるものである──とＳＯＬのアイテム概要には書いてあった。この世界でも本当にそうかは確かめてないけど。

「ちなみに破る方法は？」

　きっと何かシールドを破るための軍用装備とかでやっているんだろうな、と思いながら俺は聞いた。しかし、セレナ中佐は見ればわかりますと言って何も答えなかった。なるほど、軍事機密とかなのかな？　と俺はこの時そう考えていた。




　そして現場で俺が見たものとは。




「この手に限ります」

　目の前で繰り広げられている光景を一言で表すならこうだ。

「なんという力こそパワーな発想」

　多数の軍用戦闘ボットが人工施設を覆っているシールドにレーザーを乱射し、体高５ｍはあろうかというタイタン級の戦闘ボットがシールドを全開にして体当たりを敢行していた。いや、体当たりというかなんというか……シールド同士を接触させてバチバチさせてる？　まぁ体当たりみたいなもんだよな、あれは。

「思ったより強固なシールドのようですが、あの様子だとそう長くは持ちそうにありませんね」

「シールドが割れたら俺達の出番ですか」

「それはもう少し後ですね。先に戦闘ボットを突入させます」

　などと話している間にも人工施設シールドが揺らぎ始め、唐突に消失した。消失した瞬間にも戦闘ボット達から照射されていたレーザーが一瞬だけだが人工物の壁を灼やき、爆はぜさせる。ちなみにどうでも良いことだが、この世界のシールドはパリーンと割れたりはしない。

　そしてシールドが飽和状態になって消失したのを確認した小型、中型の戦闘ボット達が整然と施設内へと侵入していく。タイタン級の戦闘ボットは流石にデカすぎて入れないからここで待機らしい。

「まずはシールドジェネレーターとメインジェネレーターを掌握させます。シールドで内部に閉じ込められたり、ジェネレーター暴走で諸共自爆などされてはたまりませんから」

「順当なんじゃないかな。わからんけど」

　俺は戦術の専門家ではないので断言はできないが、手堅いんじゃないかと思う。退路の確保は基本中の基本だし、メインジェネレーターを掌握してしまえば敵の防御兵器などをシャットダウンすることも可能だろう。

「適当ですね……突入の時は近いですよ、準備をしておいてください」

「アイアイマム」

　しっかし、これだけ戦闘が機械化されているのに最後は剣で勝負を決めなきゃならないとかどうなってるんだ。最悪遺体を確保できればいいってことなんだから戦闘ボットの物量で押おし潰つぶせば良いのにな。これも貴族の面子メンツってやつなのかね。

　そうして待つこと三十分弱。

「施設最奥部で目標を発見しました。行きますよ」

「あいよ」

　ついに戦闘ボットがゲリッツとやらの捕ほ捉そくに成功したらしく、セレナ中佐の号令で帝国航宙軍の海兵達が動き始めた。戦闘ボットが到着してからは彼らも俺と同様に暇をしていたので、張り切っているようである。

　セレナ中佐が先陣を切って歩き出し、帝国航宙軍の海兵達がその後ろについていく。俺も海兵達に交じってセレナ中佐の後を追ったが、どうにも俺は胸中を過よぎる嫌な予感を消せずにいた。

「あるのか？　ここから一発逆転する方法が……」

　頭を悩ませながらも人工施設へと突入する。個人的に嫌な予感がしても行かなきゃいけないのよね。これ、軍事行動だから。俺は雇い主に同行するように申し付けられている傭よう兵へいだしね。
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　人工施設内部は妙に白い内装が目立つ、まるで研究施設のような印象を受けるものであった。ここには悍おぞましい見た目のツイステッドどもの姿は無く、所々に軍用ボットに破壊されたと思しきレーザータレットなどの残ざん骸がいが見える。

「あれが大本ですかね」

「恐らくは」

　進んでいる通路の左手には金属製の筒のようなものが多数、ガラス越しに見えている。全すべて中身は空っぽのようだが、一体何が入っていたのか？　場所を考えれば恐らくはツイステッドの素体というか、原種のようなものが入っていたのだろうということが推測できる。

「ということは、奥は……」

「生産プラントでしょう。基本的には人造肉の製造プラントと同じだと思いますよ」

「セレナ中佐も見たことがお有りで？」

「ええ。前に非合法の人造肉プラント絡みの案件で色々ありまして」

「ああ……なるほど」

　セレナ中佐もこれまでに色々と修羅場をくぐり抜けてきているわけだ。

　しかし人造肉製造プラントね……アレイン星系ではツイステッドとはまた別物の化け物とも戦ったなぁ。あれに比べるとツイステッドのほうがかなり強力だけど。

「前方から戦闘音」

「戦闘ボットが牽けん制せい射撃をしている音でしょう。急ぎますよ」

　走り始めたセレナ中佐の後を追い、広いホールのような場所に出る。

「……アレが目標ですか」

「……ええ、アレが目標です」

　俺の指差す先で高機動型戦闘ボットを相手に暴れている物体──四本の腕のようなもの全てに剣を持った体長２・５ｍ程はあろうかという人型のツイステッド──を見ながらセレナ中佐は頷うなずいた。

　えぇ……アレ？　まことに？　あれはもう人間じゃないのでは？

「アレを生け捕りにするので？」

「可能であれば」

「生け捕りにしてもアレから事情聴取するのは無理じゃないかなぁ……」

　赤黒い、捻ねじれた筋肉繊維と岩石質の鎧よろいのようなものに全身を包んだ四本腕の異形の生物。今のアレ──ゲリッツ・イクサーマルを表現するならそう言うしかあるまい。あれでは生け捕っても情報など引き出せそうにないし、ぶっ殺して遺体を収容してもアレがゲリッツであると証明できるかどうかも怪しいのではなかろうか。

「なんかどんどん動きが良くなってませんかね、アレ」

「身体からだのサイズの変化と四本腕に慣れてきたのかもしれませんね。早く始末しないと厄介なことになりそうです」

「もうレーザーの飽和攻撃で始末しません？」

「それがですね」

　セレナ中佐が大暴れしている四本腕の化け物に視線を向けると、戦闘ボット達が一斉にレーザーで奴やつを攻撃し始めた。いくら四本腕とはいっても数十発、下へ手たすると百発以上のレーザーによる同時攻撃は防御しきれるものではない。

『ＫＨＯＯＯＳＨＩＩＩＩＡＫＵＵＵＵＵ！！！』

　防御しきれるわけではないのだが、無論いくらかは防御される。奴の振るった剣によって何発か、或あるいは何十発かのレーザーが跳ね返され、戦闘ボットに着弾して小爆発を起こした。一発で戦闘不能になるほど戦闘ボットはヤワな作りはしていないが、確実にダメージは蓄積する。

　一方で、防ぎきれなかったレーザーは奴に命中はしたのだが。

「あんまり効いてないですね」

　一応全く効いてないわけではないようだが、負った傷はすぐに再生してしまっているし、岩石質の鎧のような部分にはそもそも殆ほとんど効いていないように見える。

「はい。再生力もさることながら、あの岩石質の鎧が良くないですね。プラズマ兵器は効きそうなのですが、弾速が遅いので避けられます」

「結局斬るしか無いと」

「そういうことです。行きますよ」

「嫌だなぁ……」

　セレナ中佐が腰元の大振りな剣を鞘さやから引き抜き、前に出る。俺もその後を追いながら、腰元の大小一対の剣を抜き放つのだった。
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「中佐殿ぉっ！」

　颶ぐ風ふうを伴って振るわれる剣を左手の小剣で受け流し、右手の長剣で岩石質の腕を斬りつける──が、浅い。深追いすると岩石質の鎧のような表皮に食い込んだ剣をへし折られそうだったので、すぐに長剣を手元に引き戻す。

「なんっ！　ですかっ!?」

　セレナ中佐は敵の四本腕が放った後ろ回し蹴げりを地面に伏せるように体勢を低くして避けたところであった。そこに振り返りざまの剣の一撃──いや、片側の二本腕から繰り出される二撃がセレナ中佐に襲いかかる。しかしセレナ中佐は横に転がりながら剣を振るい、一本を避け、一本を弾はじいた。あまり余裕は無さそうだ。

「この期に及んでっ！　無傷で生け捕りにするとはっ！　言いますまいなっ!?」

　セレナ中佐を攻撃していない、残る右側の二本腕が繰り出してくる怒ど涛とうの連続突つきをいなしながら戦闘方針の再考を促す。

　殆ど人間の面影が無いが、ゲリッツであると思われるこの四本腕のクリーチャーを傷つけずに捕縛するのは実質的に不可能であろう。四本腕の先にある剣は握っているのではなく腕先と同化しているようだし、そもそも奴に負けを認める理性が残っているようにも思えない。

『ＳＨＩＮＥＥＥＥＥＥＥＥ！』

「──ッ！」

　セレナ中佐を無視して先に俺を片付けることに決めたのか、四本腕が全ての腕を使った縦横無尽の斬撃を俺に向けてきた。しかし、息を止めた瞬間に世界の動きが緩慢になる。

　ゆっくりと、しかし確かな破壊力を持って迫ってくる一本目の斬撃を避けながら前に踏み込み、胴を薙なぎ払はらう軌道で迫ってきた二本目の剣を屈かがんで躱かわす。斜め上から突きこまれてきた剣を斜めに構えた左手の小剣で受け流し、四本目の剣は俺に届く前に軌道を変えて攻撃を中止した。ちっ、そのまま攻撃してくれれば手首ごと斬り落としてやったものを。しかし、これで今の俺は四本腕の攻撃を搔かい潜くぐり、懐に入り込んだ状態だ。

　咄とつ嗟さの攻撃だったのだろう。破は城じよう槌ついもかくやという膝ひざ蹴げりが俺に迫ってくる。

『ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!?』

　が、それはあまりにも迂う闊かつというものだ。カウンターで合わせた右手の長剣が膝蹴りを放ってきた四本腕の膝の上に深々と食い込み、奴の足からドス黒い血が溢あふれ出す。返り血を浴びないように横っ飛びで転がって距離を取ると同時に、後ろでどうっと巨体が倒れる音がした。

　どんなに常識外れの化け物であろうとも、それに脚があって、筋肉によって身体を動かしているのならば膝の上──太ふと腿ももをざっくりと骨まで断たれては立ち上がったままではいられない。少なくとも、二足歩行生物である限りは逃れられない定めだ。

　そして、その大きな隙を逃す戦士はここにはいない。

「らあぁぁぁっ！」

　セレナ中佐が連続で剣を振るい、倒れ込んだ四本腕の剣腕を断ち切って行く。当然、俺も剣を奔はしらせて四本腕の四肢を切り離していく。

「これで一丁上がり、と。どうするんです？　このままだと流石に出血多量で死ぬと思いますけど」

「そうでもなさそうですよ」

　剣を手に持ったまま足元に転がっている『元』四本腕に鋭い視線を向けたままのセレナ中佐の視線の先を追ってみると、みるみるうちに剣で切り離された切断面が塞ふさがっていくのが見えた。えぇ……マジかよ。もう血が止まってるんだけど。

「……これ、生きたまま運ぶんで？　なんか輸送中にパニックホラーが始まる未来しか見えないんですが」

「……任務なので」

　透明のヘルメットの向こうでセレナ中佐がげんなりとした顔をしているのが見える。まぁ、帝国航宙軍にもこういった謎生命体を安全に輸送するための装備の一つや二つくらいはあるだろう。俺は知らん。そんなモノの輸送は絶対にしないし、手伝わないぞ。断固たる意志でお断りします。

「今思ったんですが、この剣も証拠になるんじゃ？」

「そうですね。剣の銘や製造元、製造番号などを調べれば誰だれの剣なのかを追うことができるかもしれません」

　頷いたセレナ中佐が航宙軍海兵に指示を出し、ゲリッツと思しき生物の搬出準備を進めていく。

　しかし、剣が四本ね。ゲリッツが元々二刀流だったとしても、残り二本の剣はどこから出てきたのかね？　というか、あのサプレッションシップには一体何人が乗っていたんですかねぇ？

「これ、本当にゲリッツだと思います？」

「さて、原形を留とどめていませんからなんとも。ただ、これを隠かくれ蓑みのにして本物が逃げている可能性はありますね」

　セレナ中佐もこれが本当にゲリッツなのかどうかは疑っているらしい。少なくとも、剣の本数から考えてもこの四本腕が複数の剣を持った人物──恐らくは貴族を元にしたツイステッドとの合成生物のようなものであろうということはほぼ間違いあるまい。

「ただ、時間的にどうでしょうね。彼らに対してはツイステッドどもの攻撃が無かったと想定したとしても、サプレッションシップには移動用の車両などを積み込むスペースは無いですし、そもそも彼らがコーマットⅣで満足に活動できるだけの装備を有していたかも疑わしいです。恐らく徒歩ではこの構造体に辿たどり着つき、最奥のこの施設に辿り着くまで相当な時間がかかったはずです。完かん璧ぺきにツイステッドどもを制御する方法があったということであれば、グラップラーやブルに搭乗して高速移動をした可能性も捨てきれませんが」

「物理的、時間的制約か……確かに、そう考えるとゲリッツが逃げ延びている可能性はそんなに高くはないか」

「恐らくは。無論、我々としても探索は続けますけど」

　まぁそうなるわな、と考えたところで嫌な予感が脳裏に過よぎる。いやまさかそんな。でも一応、一応確認しないとな。

「……俺は元の任務に復帰して良いんですよね？」

「まだゲリッツが『いる』可能性がありますから」

　そう言ってセレナ中佐はにっこりと満面の笑みを浮かべて見せる。それはつまり、俺はまだ解放されないってことですね？　わかりたくありません。
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　その後、徹底的な調査により施設内にゲリッツが隠れ潜んでいるという可能性は否定された。まぁ、俺達が四本腕と戦った更に奥の部屋でツイステッドの生産プラントが発見され、制御に関するデータなどが押収されたのがせめてもの救いか。データは解析中だが、上う手まく行けば惑星上に存在する全ツイステッドに強制停止──つまり自死命令なども出すことができるようになる、ということらしい。

　あの四本腕がゲリッツでなかった場合、今度はあの構造体の外に逃れている可能性も考慮しなくてはならないのだが、そちらの探索は惑星上に大量に投入された戦闘ボットが行うとのことだ。場合によってはゲリッツ対策にまた呼び出すかもしれないとセレナ中佐には言われた。正直言ってもうテラフォーミング中の惑星に降下などしたくないので、勘弁して欲しい。

　最終的に施設の調査が完了するまでの三日間もの時間をテラフォーミング中の惑星であるコーマットⅣで過ごし、俺はようやくセレナ中佐の指揮下を外れて原隊に復帰──クリシュナに戻ることができたのであった。








＃６：植民惑星コーマットⅢ









　コーマットⅣにおける降下制圧作戦終了後は穏やかな日々──悪く言えば退屈な日々──が続くことになった。アジトの壊滅によって宙賊どもの活動はなりを潜めることとなり、コーマットⅣで手に入れたデータの解析が完了してコーマットⅣ、及びコーマットⅢで活動していたツイステッドどもは強制停止された。つまり、全すべての脅威は取り除かれ、粛々と移民作業が進んで行くことになったわけだ。

「かくしてコーマット星系には平穏が訪れ、ダレインワルド伯爵家の幼き女傑の差配の下、発展への第一歩を踏み出すのであった、と」

「何よそれ」

「自伝？　アレンに勧められてな。傭よう兵へいの自伝って娯楽小説扱いでそれなりの需要があるんだとさ」

「あー、たまに見かけるわね。明らかに話を盛ってる噓うそくさいのばっかだけど」

「……ヒロ様の場合、正直にそのまま書いても盛ってると思われそうですよね」

「それな」

　船でのドンパチがメインの俺がテラフォーミング中の惑星に降下して銃ではなく剣を使って切った張ったをするって時点で『噓くせぇ！』と思われること間違いなしだな。普通、貴族でないとまともに剣なんて使いこなせないっていうのがこの世界──というかグラッカン帝国の常識だし。

　勿もち論ろん、貴族でなくても剣は振るえるし、切れ味だって変わるわけではない。だが、剣でレーザー兵器の射撃を防ぎ、あまつさえ弾はじき返してダメージを与えるなんて芸当は莫ばく大だいな金をかけて身体能力を強化できる貴族でもないと普通は不可能なのだ。俺はできちゃうけど。

「トラブルの頻度もねぇ……」

「日ひ頃ごろの行いは良いはずなんだけどな。呪のろわれてるんじゃないかってレベルで何かしらトラブルに見舞われるよな」

「あはは……ま、まぁその分お仕事にはなっていますから」

　確かに最終的には何らかの見返りがあるのは確かなんだけどさ。ミミやエルマのような優秀なクルーの加入があったり、単純に大金が手に入ったり、母船に優秀な整備士姉妹がついてきたり、大層な勲章を貰もらったり、一等市民権とゲートの通行権を獲得したりな。ある意味トントン拍子ではあるんだけど、当事者としては疲れることこの上ないんだよ。

「俺としては撮れ高が欲しいんだが？」

　クリシュナのコックピット。その後部にあるサブシートに座ってタブレット型端末を弄いじっていたフォーマルハウトエンターテイメントのズィーアが若干不満げな声を上げる。そうは言われてもな。

「宙賊の活動は減少傾向にあるし、この先はそうそう撮れ高なんて無いと思うぞ」

「アジトが無いと貨物船や客船を襲っても戦利品を売うり捌さばけないからね。今、コーマット星系で仕事をする宙賊はよほど食い詰めた連中か、余よ所その星系に仕事場を移す前に少し戦利品を持っていこうって考えてる連中くらいでしょうね」

「うん？　どういうことだ？」

　エルマの解説にズィーアが興味を示す。ああ、なるほど。宙賊の連中のライフスタイルってのをあまり理解していないんだな。

「宙賊の連中のアジトってのは、要はブラックマーケットなんだよ。奴らは商船や客船を襲って戦利品や奴ど隷れいを獲得し、アジトに持ち帰ってそこで戦利品や奴隷を売り捌いて生活してるんだ」

「売り捌くって言ってもエネルじゃなく、換金性の高いレアメタルとか生活物資、嗜し好こう品ひんとかとの物々交換らしいけどね。そうやってアジトに集積した戦利品を所謂いわゆる闇商人と言われる連中が買い付けていって、表の世界で売り捌くわけよ」

「アジトを襲撃して壊滅させれば、そのアジトを拠点としている宙賊だけでなく闇商人も一緒に壊滅させられるので、その星系を中心とした周囲の星系の宙賊や闇商人にダメージを入れられるというわけですね」

「なるほど？　しかしその話を聞く限り、諸悪の根源は闇商人ってことになるよな。宙賊を叩たたくのが重要なのは勿論だが、根本的には闇商人を摘発して回ったほうが良いんじゃないのか？」

　ズィーアの疑問ももっともな話だ。末端ではなく、根を刈ったほうが効率的なのは間違いない。

「宇宙を行き来している行商人──商船がどれだけいると思う？　大企業から中小企業、それに船一隻だけで商売をしてるようなのもごまんといる。その全てをチェックして出てくるかどうかもわからない宙賊からの横流し品をチェックできると思うか？」

「……難しいだろうな」

「それに、どんなコロニーにも出で処どころの怪しい品を扱う店なんていくらでもあるでしょう？　辺境にある小さなコロニーやステーションの中には闇商人頼みでなんとか命脈を保ってるようなところもあるっていうのが現状なのよね。それに、あいつらの中にはコロニーやステーションだけじゃなく、惑星上の居住地とも取引しているような奴らもいるみたいだし」

「扱いの難しい情報だな……」

　俺達の話を聞いたズィーアが燃えるように輝く鬣たてがみをバリバリと搔かく。

　なんだかんだ言ってコロニーやステーションの運営に行商人の存在は欠かせない。コロニーやステーション内で完全に自給自足ができるほどの設備が整っている場所などごく少数だからだ。どんなコロニーやステーションも大なり小なり他のコロニーやステーションとの交易を行うことによって住人に必要な生活物資を手に入れている。当然、取引相手の選えり好みなどそうそうできるものでもない。怪しげな相手でも、必要なものを適正と思われる値段で卸してくれるなら多少のことには目を瞑つぶらないとコロニー運営が立ち行かなくなるのだ。

「一介の傭兵には手に余るよな、こういう社会問題ってのは」

「考えようによってはそういった問題があるからこそ私達の活躍の場があるわけだしね」

　エルマがそう言って肩を竦すくめる。宙賊がいなくなったら俺達傭兵もおまんまの食い上げだからなぁ。まぁ、本当に宙賊がいなくなったら宇宙怪獣ハンターか、本当の意味での傭兵業をやるしかないだろうな。つまり、国家間紛争の場である戦場での槍やり働きってやつだ。振るうのは槍じゃなくて航宙戦闘艦とレーザー砲になるわけだけど。

「あー、意識の高い話はやめやめ。もっと意識の低い話をしよう」

「意識の低い話」

「現時点での報酬計算とか」

「それは意識の低い話なの？」

　エルマがジト目で見てくるが無視だ無視。少なくとも宙賊から派生する社会的問題について議論をするよりはずっと即物的で意識の低い話だろう。

「ええと、一日あたり30万エネルで、何か別件で招集された場合は最低１００万の応相談。今二十日目で、最低でも三十日は雇用されることになってるから、まず９００万は堅い、と」

「コーマットⅢでの対地攻撃に一度駆り出されてますから、１００万エネルはプラスですよね」

「コーマットⅣの降下制圧がどういう扱いになるかね。ヒロのリスクを考えると３００は吹っ掛けたいわね」

「それが通ったとして９００＋４００で１３００万エネル。ああ、アジトへの襲撃も１００は堅いだろうから１４００万エネルか。その他に宙賊の賞金額とか撃破報酬とかを入れると……凡およそ５５０万エネルくらいか。これに修理して売り捌いた船の売却益が合計で凡そ７００万エネル。こっからあと十日で賞金額と船の売却益がどれだけ伸びるかわからんが、鈍化はするだろうな」

「全部合わせるとざっと２６５０万エネルですね。本当にざっと丼勘定しただけなので、誤差はあると思いますけど」

「そこにこれから十日分の賞金とか船の売却益を入れると、３０００万を超えるかどうかってとこかしら。かなり宙賊が減ってるから、賞金額の伸びは期待できないわね」

「一ヶ月で３０００万エネル……理解の及ばん領域の稼ぎだな。そんなに儲もうけて何に使うんだ？」

　ズィーアの質問に俺は胸を張って答える。

「俺の目標は惑星上の居住地に豪華な一戸建てを建てて何不自由なくのんびりと贅ぜい沢たくに暮らすことだな！」

「それは壮大な夢だな……でも」

「でも？」

「その稼ぎで十分に目的を達成できるんじゃないか？　一等市民権はあるんだろう？」

　ズィーアがそう言って首を傾かしげる。いや、そんなことは。居住惑星に家を建てるには億単位のエネルが……うん？　あれ？　一等市民権を買うために大量の金が要るのであって、それを持っていれば土地代と建築費があれば……？

「……いけるのか？」

「いけると思うけど」

「多分いけると思いますよ」

　俺の疑問にエルマとミミが頷うなずきながら答える。

　あれ？　いつの間にか俺は目標を達成できる状態になっていた……？　うわ、俺って気づくの遅すぎ……？
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「今まで気づいてなかったの？」

「敢あえてスルーしているんだと思っていました」

「やめてくれ、俺の心にグサグサ刺さる」

　言い訳をさせてくれ。確かに御前試合の一件で一等市民権を付与された覚えはあったんだが、それよりもゲートウェイの自由通行権の方に意識が行って殆ほとんど頭からすっぽ抜けていたんだ。というか、メイによる地獄の特訓とかミミの衝撃的な出自に意識が行って、最近全然最終目標である惑星上に庭付き一戸建てを建てるということに関して思いを馳はせる暇もなかった。その後もすぐに今回の仕事に取り掛かることになったし。

「じゃあゴールドスターの英雄様はもう隠居するのか？　早くねぇか？」

「いや、それはどうだろう……」

　ズィーアの言うことももっともである。確かに今回の仕事を終わらせれば惑星上の居住地に土地を買って庭付きの一戸建てを建てることもできるのだろう。その後、普通に暮らしていくのに十分なだけの資金も多分ある。後はミミとエルマとメイと一緒に悠々自適な隠居生活……というのも悪くない。確かに悪くないんだが。

「それはなんだかつまらないよな」

「つまらないと来たぞ」

「落ち着くにはちょっと早いんじゃないかと思うんだよ。もっと色々なところを見て回りたいし、のんびりゆっくり過ごすって言っても絶対に身体からだを持て余す気がする」

　これは俺の偽らざる本心である。ずっとイチャイチャして過ごすのも悪くないし、その結果ミミとエルマとの間に子供ができたりするのも幸せなことなんだろうと思う。でも、この仕事が終わり次第そういう生活を始めるというのは時期尚早な気がしてならない。

「まぁ、その辺りはミミとエルマとメイと、あと一応ティーナとウィスカとも話し合いながらだな。仮に今すぐそういう生活を始めないとしても、どこに家を建てるかというのは考えておいても悪いことじゃないし」

　場合によっては土地だけ先に確保しておく、というのもアリだろう。土地さえ確保しておけば、後は好きなように家を建てるだけなのだし。金はあるんだから、買うなら広く買っておけばいい。ああ、でも広い土地を持っていたら税金がかかりそうだな？　その辺も要相談か。

「そして何より、だ」

「何より？」

「俺はコーラを見つけていない……今の状態で惑星上で悠々自適に暮らすと言っても、それじゃあ真の意味での安息は得られない」

「あぁ……」

「そう言えば、アンタはその『こーら』とかいうものに目がなかったわね……」

　ミミとエルマが納得したような表情で頷く。納得したようなというか、半分以上呆あきれが混じってますね？　君達は俺がどれだけコーラを追い求めているかわからないからそんな反応をするんだ……！　あれは俺にとって命の水に等しいものなのに。

「その『こーら』ってのはなんだ？」

「コーラのことに興味がある？　それは──おふっ」

　操縦席を回転させてズィーアに説明をしようとしたら隣に座っているエルマの蹴けりで操縦席の向きを元に戻された。なんて酷ひどいことを。

「延々と『こーら』に関して語り始めるからその話題はＮＧよ。簡単に言うと爽さわやかなフレーバーがつけられた甘い『炭酸飲料』らしいわ」

「炭酸飲料……？」

「飲むとシュワッとする不思議な飲み物です。ただ、その性質上宇宙船やコロニー内でボトルを開封すると爆発的に噴き出すという特性がありまして……」

「なんだそれ怖いな」

「怖くないから。全然怖くないから。危険物の類じゃないから」

　くっ、やはりこの世界では基本的にマイナー飲料なんだよな、コーラというか炭酸飲料全般が。

　それに肉とか野菜、魚介類みたいな普通の食材を調理する技能も専門的かつ特殊な技術って認識が強い。どうにもこの世界の食事に関する事情は複雑怪奇だ。恐らくは宇宙進出する過程で極端な効率化とかが図られてフードカートリッジを使わない普通の調理とか、炭酸飲料の存在とかが忘れられた結果なんじゃないかと思うんだけど。

　と、そういうことを語って聞かせるとズィーアは「ふむ」と言って暫しばし黙考してから口を開いた。

「それなら、昔からの文化を保っている種族の母星系とか、最近帝国に組み込まれたばかりの辺境惑星に行けばキャプテンの求めるようなものが見つかるかもしれないな」

「その話、もっと詳しく」

　再び座席を回転させ、ズィーアに向き直る。今度は俺の反応を予想していたのか、ズィーアは特に驚くこともなく鋭い牙きばを見せるように笑みを浮かべて見せた。

「話すのは構わないが、それには見返りが欲しいところだ」

「見返り」

「そうだな……帝国航宙軍の中佐殿とは随分親しそうだったじゃないか。彼女との因縁を教えてくれるなら俺も情報を話そう」

「ＯＫ」

　セレナ中佐の情報でコーラ発見の端緒を摑つかめるのであれば安い買い物だ。俺としては全く心も痛まないし、何でもゲロってやるとしよう。

　え？　セレナ中佐との約束？　そんなものよりコーラだ！　まぁへべれけ状態のポンコツ姿の動画を横流しとかしなければ大丈夫だろう。どうやって出会って、今までどんなことをしてきたかを詳細を暈ぼかして伝える分には機密漏ろう洩えいにもなるまいて。

「まずはそっちから教えてもらおうか」

「ＯＫ、つまりだな、種族や民族の母星系では古い伝統の料理だとか、特産品なんかが結構残ってるんだよ。貴族様や上流階級の富豪達が召し抱える料理人ってのは、基本的にそういった惑星で料理の修練を積んだ人達なわけだ」

「なるほど。そういった珍しい料理や特産品の中に俺が求めるものがあるかもしれないと」

「そういうことだな。グラッカン帝国領にもそういった母星系はいくつかあるし、比較的最近帝国領に組み込まれた最辺境宙域──所謂エッジワールドにはまだ広く知られていない産品も多いはずだ」

「エッジワールドかー……」

　最辺境宙域エツジワールドというのはターメーン星系のようなただの辺境宙域──言い換えればただの田舎いなか、或あるいは他の宇宙帝国との国境宙域とは意味合いの違う宙域である。先に何がいるか、何があるかわからない。未探索宙域との境、拡大し続ける帝国領の最前線とでも言うべき場所だ。

「エッジワールドなら働き口にも困らないとは思うけどなぁ」

「エッジワールドは帝国航宙軍の力があまり強くないから、宙賊が多すぎるのがねぇ……」

「それって何がまずいんです？」

　俺とエルマの反応にミミが首を傾げる。

「エッジワールドでは帝国航宙軍の数が少ない。だから、宙賊は手て強ごわい相手を見つけたら増援を呼ぶんだ」

「えっ、それって……ああ、なるほど。帝国航宙軍が来ないからですか」

「そういうこと」

　帝国航宙軍や星系軍がちゃんとパトロールをしている星系で宙賊が増援要請なんてしようものなら軍がすっ飛んでくるわけだが、エッジワールドではコロニーやステーションの防衛に手一杯でそのような余裕がない。なので宙賊どもは獲物を見つけたら仲間を呼んで数に任せて制圧にかかってくるのだ。

「選より取り見取りって言えば確かにそうなんだが、リスキーなんだよなぁ」

「いくらクリシュナとヒロが強いって言っても限界ってものがあるからね」

　危険なだけに儲けも大きいから、商人達もそれなりに活動してるんだけどな。

　基本的にそういった場所で活動している商人ってのは多数で大船団を組んでいる。しかもエッジワールドで活動するような連中は普通の商船団ではなく、所謂いわゆる武装商船団みたいな連中だ。宙賊の大規模襲撃に対抗するため、重武装を施した商船にたっぷりの護衛をつけている。

「俺達だけで動き回るのはリスキーだけど、護衛の仕事は常にあるって話だから、武装商船団の護衛としてエッジワールドを回るってのはアリかもしれないな。ブラックロータスの武装と積載量も一緒に売り込めば補給艦として受け入れられるかもしれん」

「そうね……エッジワールドに近い星系で武装商船団を探して売り込むのもアリかもしれないわね」

「それも良さそうですけど、まずは安全な帝国領内にある種族の母星系を巡るのが良いんじゃないですか？」

「確かに」

　武装商船団の一員としてエッジワールドを探索するのも面白そうだけど、まずは俺達だけで帝国領内を漫遊して回るのも良いだろう。家を建てる星を選定する必要もあるだろうし。

「まだまだキャプテン・ヒロの活躍は続きそうだな？」

「そういうことになるだろうな。まぁ、楽隠居するには流石に若すぎるだろ」

　そう言って俺は肩を竦すくめてみせる。

　まずはあと十日、コーマット星系での仕事を終えてからの話だな。情勢を考えるに契約の延長は恐らく無いだろうし、次の行動目標が定まったのは良いことだろう。

　家を建てる惑星を探す、俺の命の水とも言えるコーラを探す、そしてついでにあちこち見て回る。今後の活動方針はそんな感じで良いだろう。
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　おおよその活動方針を決めてから数日。俺達の日常は滞りなく流れていった。数が減った宙賊を『丁寧に』叩たたいてその船を鹵ろ獲かくし、投降した宙賊をお上に引き渡して若干の割り増し報酬をもらいつつ、鹵獲した船を売うり捌さばく。この数日で最も忙しかったのは整備士姉妹であったことは間違いないだろう。

「がんばれ♪　がんばれ♪」

「応援してくれるのはええけど、うちらにも限界っちゅうもんはあるからな？」

「ここのところはやり口が丁寧で破損が少ないから、楽といえば楽ですけどね」

「俺にだってそれくらいの配慮はできる」

　逃げられる前に宙賊艦のメインスラスターを破壊し、ネチネチとダメージを与えながら投降を促したり、ピンポイントでコックピットブロックだけぶっ潰つぶしたりしていたので、修復・改修がかなり楽になっていたはずだ。

「やはりブラックロータスは良い買い物だったな。二人のおかげで投資分を回収するのはすぐに終わりそうだ」

「うちらの懐もかつてないくらいに温まってるな」

「ある意味スペース・ドウェルグ社で働いていた時よりもハードワークだけどね……」

「それはすまん、本当にすまん」

　ただ謝ることしかできない俺であった。ええっと、職場の改善要望なら聞くよ？　道具の追加とか、そういう方向なら。仕事減らしてってのはちょっと聞けないけど。いや聞けるけど。はい聞けます。だからそのレンチとスパナを素振りするのをやめよう！　今すぐにやめよう！
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　整備士姉妹に説得（物理）された俺は這ほう々ほうの体で彼女達の仕事場であるハンガーから逃げ出し、ブラックロータスの休憩スペースに足を運んだ。そこには各社のメディアスタッフ達が屯たむろしていた。

「キャプテンが仕事を終えるなら、私達の取材もこれで終わりですなぁ」

「この高級ホテルみたいなブラックロータスでの生活ももうじき終わりとなると、名残なごり惜しいですね」

「広々としてメシも美う味まいからな」

「フォーマルハウトの安月給じゃこんな生活はできないでしょうしねぇ」

「あ？」

「何か？」

　フォーマルハウトエンターテイメントのズィーアとニャットフリックスのニーアが険悪な雰囲気を醸し出しているのをスルーして、スペース・ドウェルグ社メディア部のワムドとメビウスリングのアレンに話しかけることにする。

「お前達はどこに降ろせば良いんだ？　まさか帝都まで送っていけとは言わんよな？」

「それは大丈夫です。コーマット星系からであればデクサー星系への定期便が出ていますし、伯爵領の主星系からならば帝都行きの便がありますので」

「なるほど、それじゃあ帰路の心配は俺達がする必要はないってわけだ」

「名残惜しいですがね」

「一ヶ月も一緒に生活すればそれはな。ワムド達がいなくなったらブラックロータスが急に静かになったように感じられるだろうな」

　一ヶ月間にわたって一社につき五名、総勢二十名ものメディアスタッフがブラックロータスとクリシュナに滞在していたのだ。

　元より俺とミミ、エルマ、メイ、それにティーナとウィスカの六名で過ごすにはブラックロータスは広すぎるくらいだったので、二十名のメディアスタッフが滞在している間は実に賑にぎやかに感じたものだ。休憩スペースに行けば必ず誰かいるし、食事に関してもやはり同じくらいの時間に食べることが多かったから、賑やかなものだった。一気に二十名ものスタッフが降りたら、きっと物寂しく感じることになるだろう。

「ははは、キャプテンとしては大っぴらにミミちゃんやエルマさんとイチャつけるようになるから願ったり叶かなったりでは？」

「そういう面が無いと言えば噓うそになるかもな」

「英雄色を好むと言いますからなぁ……ところで、ウチの二人とは？」

「俺はそこまで節操なしじゃないから」

「そうですか？　二人とも若くて美人だと思うのですがね？」

「私達からするとあのお二人は少々幼く見えてしまいますからね……」

「それな」

　首を傾かしげるワムドにアレンが苦笑いを零こぼし、俺もそれに同意する。二人とも間違いなく可愛かわいいんだけど、幼く見えるからな……いや、ドワーフとしてはれっきとしたレディだってのはわかるんだけど、どうしても見た目がな。独特の色っぽさがないというわけじゃないんだけど。

「というかそもそもの話、船に乗せたら手を出さなきゃならないってものでもないし……というか、あの二人にも相手を選ぶ権利はあるだろうし」

「……思ったよりもロマンチストなのですな」

「正直に言うとメンタルが傭よう兵へいっぽくないですよね、キャプテンは。ストイックというか、どこかピュアというか、おぼこいというか」

「それ褒められてんのかなぁ!?」

　いきり立つ俺を前にワムドとアレンが笑い声を上げる。まぁ、うん。こういう男同士のノリでやるバカ話ができなくなるのはちょっと寂しいかもな。
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「それじゃあコーマットプライムコロニーで少し休息をしてから出発ってことですね」

「まぁ、良いんじゃない？　急ぐ旅路でもなし。大きな仕事も終えるわけだし、少し休んでもバチは当たらないわよ」

　休憩スペースを辞した俺はクリシュナのコックピットに戻り、そこで待機していたミミとエルマに今後の予定について相談をしていた。

「いきなりポンとワムド達を放り出すのもアレだしな。あいつらがデクサー星系行きの船が手配できるまでコーマットプライムコロニーで休息、その間に目的地の当たりをつけておくって感じで行こうと思うんだが」

『それでよろしいかと思います』

　俺の提案にメイがコックピットのメインスクリーン越しに同意する。同じコックピット内にいるミミとエルマも俺の提案に否やはないようだ。

　まだダレインワルド伯爵家との契約期間は数日残っているが、今の様子だと契約が延長されることはあるまい。というわけで、ワムド達は既に帰りの足の手配を始めている。もっとも、ピッタリ俺達の契約期間が終わる時に合わせて彼らの足が見つかるとも限らないので、彼らの足が手配できるまでブラックロータスに留とどまることを彼らには許可している。

「差し当たっては家を建てる土地の選定……はどこでも良いっちゃどこでも良いんだよな」

「どういった場所が過ごしやすいんでしょうか？」

「やっぱり気候が良い場所が良いわよね。極端に寒暖差の激しい所とか私は嫌よ。あと、星系全体の治安が良い場所が良いわね。宙賊の襲撃とか、紛争に巻き込まれるのは嫌でしょ？」

「そりゃ確かに。空から雨や雪だけじゃなく宙賊艦だの軌道爆撃だのが降ってくるような星は嫌だな」

「それは嫌すぎますね！」

　ミミが俺の言葉に強く同意する。

「となると、セキュリティがしっかりしててちゃんとテラフォーミングなり気候調整なりが入ってる惑星ってことになるわね。まぁ、コネを使うならダレインワルド伯爵家の領地にある惑星が手っ取り早いわよね」

『購入費用、税制面で優遇してくれる可能性は大いにありますね。ダレインワルド伯爵家側にも恩恵がありますので』

「恩恵？」

『仮にヒロ様がデクサー星系やこのコーマット星系の惑星上に居を構え、本拠地とした場合には何か宙賊絡みでトラブルがあった場合にヒロ様を戦力として数えることができるでしょうし、そうでなくとも日常的に宙賊を狩って星系の治安に寄与することが容易に予測できます。或あるいは、ダレインワルド伯爵家に仕えるという目も出てくるのでは、とダレインワルド伯爵家としては期待するでしょう。優遇して恩を売らない手は無いと思います』

「なるほどなぁ」

　お貴族様ともなればそういう風に考えを巡らせるんだな。まぁ、それだけ俺の力が買われているということでもあるし、誇らしいことではあるな。かと言ってあまり調子に乗るのも良くない。謙虚に行こう、謙虚に。それほどでもない。ヨシ。

「で、一応家を建てる土地購入なんかに関しては後でクリスに相談してみるとして、目的地に関しては何か無いか。良さげな場所は」

「うーん、難しいですね。一応あの後、帝国領内にある種族の母星系に関してはある程度情報は集めましたけど」

「ほう、どんな感じなんだ？」

「私達が行ってないところ、となるとエルフの母星系であるリーフィル星系、ドワーフの母星系であるガラキス星系、レピリカの母星系であるアマーズル星系、テクタの母星系であるシーラス星系ですね」

「ああ、リーフィル星系のリーフィルⅡには私は行ったことがあるわね。小さい頃ころにお父様とお母様に連れられて。私は帝都生まれの帝都育ちだったけど、一度くらいはエルフのルーツである母星系に足を踏みれておくべきだって話でね」

「ほー」

　やっぱり種族の母星系ってのは特別なのかね？

「私は種族の母星系とかはあまり考えたことはありませんけど、やっぱり帝都に降り立った時には感動しましたね」

「そういうものか」

　俺にはサッパリわからん感覚だな。まぁ、クリシュナに乗ったまま地球に帰ってみたい気持ちがないと言えば噓になるけど、クリシュナで地球に乗り付けたりしたら大騒ぎになるだろうな。近寄らんとこ。戦闘機とかにめっちゃ追い回されそうだし。

「そう言えばなんだけど」

「うん」

「前にシエラⅢでヒロが微妙な顔をしながら飲んでたやつ、私も飲ませてもらったじゃない？　あれ、リーフィルⅡで飲まされた薬湯に匂においが似てたのよね」

「……ほう」

　確かエルマに飲んでもらったのはルートビアだった。ルートビアの原型は様々なハーブやスパイスを調合した飲料で、それが独自のレシピによって無数に枝分かれして色々な飲み物に派生していった。そのうちの一つがコーラである。つまり、エルフの母星系であるリーフィル星系のリーフィルⅡにはコーラが誕生する下地があるというわけだ。

「よし、リーフィル星系に行こう」

「決断が早いですね」

「……ちょっとマズったかしら。まぁ、今のヒロならなんとでもなるか」

　エルマが何か気になることを言っている気がしたが、俺としてはそんなことよりもコーラの存在の有無のほうが大事なことであった。果たしてリーフィルⅡにはコーラの実に相当する作物は存在するのか？　そしてコーラに相当する清涼飲料水は存在するのか？　俺の興味はただその一点に集約されていたのである。
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　残りの契約期間を消化するべくコーマットプライムコロニーに留まっていると、クリスから仕事の依頼が入った。

「視察？」

『はい。イクサーマル家の仕掛けた生物兵器の処理も全すべて終わりましたし、ようやく安全が確保できたので現地を視察しようかと。その際の護衛をお願いしたいんです』

「なるほど」

　まぁ不自然な話ではない。実際に安全も確保されたのだろうしな。しかし安全になってからの視察って住民感情は……いや、安全にするためにクリスは今まで奔走していたわけだから、そこは逆かな？　問題なく安全になりました、安心してくださいって感じで視察に赴くのかもしれない。しかし、そうだとすれば俺なんかじゃなく正式にダレインワルド家の護衛を引き連れてセレモニーでも何でもしたほうが良いと思うが……門外漢の俺が口を出すようなことでもないか。

「対地攻撃をするわけでもなし。契約範囲内の任務だから当然こちらとしてはＯＫだ。手も空いているから、そちらの都合に合わせていつでも出られるぞ」

　毎日決められた時間のパトロールはしているが、ここ数日は宙賊が俺達の探知網に引っかかる気配も殆ほとんどない。そもそもの話、雇い主であるクリスからの要請とあれば当然パトロールよりもそちらを優先するのが筋である。まぁそんな建前は別として、特に実入りのないパトロールをするよりかはクリスと一緒に視察でも護衛でもなんでもしていたほうが楽しいだろう。

『それは良かったです。それではすぐにでも行きましょう。今からそちらに向かいますので、よろしくお願いしますね』

「今からか。良いけど、諸もろ々もろの手続きとか根回しとかはちゃんとしてあるんだろうな？　俺が突然クリスを連れ去ったみたいな騒ぎになったら怒るぞ。当然、この会話もちゃんと記録しているからな？」

『……一時間後にそちらに向かいますね』

　クリスがそう言って微ほほ笑えむ。おい。冗談にしては笑えないからやめてくれないか。

「あまり悪い子になってくれるなよ。俺は素直で可愛いクリスが好きだぞ」

『それは照れてしまいますね』

「なんだか話が嚙かみ合っていない気がするなぁ」

　こういったやり取りが楽しくて仕方ないのか、クリスがホロディスプレイの向こうでクスクスと笑う。ストレス漬けだったであろうクリスに少しでも笑いを提供できるなら本望だよ。俺は別にコメディアンでもなんでも無いけどな。

「とりあえず、クリシュナは出せるようにしておく。メディアはどうする？」

『そうですね、今回は遠慮してもらいましょう。お忍びの予定ですから』

「了解。それじゃあ俺とミミ、エルマが同行する形で良いな？」

『はい。よろしくお願いしますね？』

　クリスとの通信が切れる。さて、そうと決まればミミとエルマも招集しないとな。二人とも今は休憩中だから、小型情報端末のメッセージアプリでその旨を伝えておくとしよう。
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「今日はよろしくお願いしますね」

　そう言ってニッコリと微笑むクリスの出で立ちを見て思わず頭を抱える。膝ひざ丈たけのショートパンツに丈夫そうなシャツとジャケット。それに腰にはレーザーガンと大ぶりのコンバットナイフ──恐らく俺やセレナ中佐が使う『剣』と同質のものであろう。それに頭には猫耳っぽい形のヘッドセットのようなガジェット。まぁ、どう見ても傭兵ルックというやつである。

「わぁ！　クリスちゃん可愛かわいい！」

「見た目だけなら傭兵みたいね」

　そんなクリスを前にミミは目を輝かせ、エルマはエルマで感心したような声を上げながらクリスの衣装を検分している。

「お忍び衣装がそれか」

「はい。ヒロ様達と行動を共にするならこうした出で立ちのほうが自然かと思って」

「それで事前に用意しておいたのか……周到すぎないか？」

「これでも貴族ですから」

　そう言ってクリスがふふんと胸を張ってドヤ顔をする。貴族だから用意周到というのはわかるようで全然よくわからん理論だが、何な故ぜか納得してしまう俺がいる。つまり貴族は普通の人よりも思考速度が速いから用意周到であるというわけであろうか？

「まぁ、わかった。ただ、その格好でとなると、領主としてじゃなくて傭兵として開拓地を見て回るってことで良いんだな？」

「はい、そうなりますね。そろそろ降下の許可権限がヒロ様に付与されるはずです」

　クリスがそう言うか言わないかといったタイミングで俺のジャケットのポケットから電子音が鳴る。小型情報端末が何かを受信したようだ。
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「失礼。あー、と。無制限の降下権限を付与？」

「はい。今後ヒロ様が無制限でコーマットⅢに降下できるようになる権限です。私の権限内で付与できるようなので手続きをしておきました」

「無制限って……まぁありがたく貰もらっておくよ」

「はい。いつでもヒロ様が帰ってこられるようにしておきますね」

　どういう意味だろうか。いや、想像はつくが聞くのが怖い。クリスって実はヤンデレ属性とか持っているのではなかろうか。なんかこう、じわじわと外堀を埋められているような感覚が……。

「とにかく、来たならとっとと出るか。メディアの連中と接触はしたくないだろ？」

「そうですね」

　と言いつつチラリと格納庫の入り口方面に視線を向ける。そこには既に各社メディアのスタッフ連中が雁がん首くびを揃そろえていた。両手を合わせて祈っていたり、跪ひざまずいて必死な視線を向けてきていたり、土下座していたりするが無視である。すぐ側でメイが目を光らせているので、今のクリスの姿が撮影されているという心配はなかろう。

「そういえばあの……ドワーフのお二人は？」

「死ぬほど疲れているから休ませてるんだ」

「し、死ぬほど……？　それは大変ですね」

　今いま頃ごろはまだ寝ているか、起きて酒をかっ喰くらっているかのどちらかだろう。あの二人なら起き抜けの迎え酒をしていてもへべれけにはなっていないだろうが、酒の匂いをプンプンさせたままクリスに会わせるわけにもいかないからな。今回顔を合わせるのは見送ってもらうことにする。

「それじゃ船の中にご案内しようか。と言っても、クリスにとっては勝手知ったるといったところだろうけど」

「そうですね」

　そう言いながらクリスが懐かしそうにクリシュナの船内に目を向ける。あの頃から内装は何も変わってないから、クリスの思い出そのままの姿なんだろうな。

「それで、視察という話だけど何か具体的なプランはあるのか？」

「特には無いです。ありのままの開拓地の状況を目にしてみたいというのが動機なので」

「そうなると、俺達が開拓地を訪問する理由付けが欲しいなぁ……休暇で許可も貰えたんで観光に来ました、って言って通ると思うか？」

「今のところそういった理由での降下は認めていないので……テストケースとして承認されたという体にすれば可能かもしれませんね」

「開拓初期の様子ってのはそうそう見られるものじゃないから、観光資源になるかもな。観光資源にされるほうの住民感情がどうかはわからんが」

　必死に働いている姿を優雅に観光されるというのはあまり良い気分では無さそうだが、それで少しでも共同体に利益が齎もたらされるなら受け容いれることもあるかもしれない。ただ、彼らの本分は開拓を進めて自分達の新天地を切り拓くことなのだろうから、その邪魔になるような振る舞いを観光客に許すわけにはいかないだろうな。

「ついでに観光プランの内容も考えると良いかもね。実現するかどうかは別として、プランを練ること自体は悪いことじゃないでしょう」

「そうですね、そうしてみましょう。それではその旨を開拓民の首長に流しておきます」

　そう言ってクリスはサブオペレーターシートに座り、小型情報端末を起動した。仕事が早いなぁ、などと考えつつクリシュナの起動時チェックを行う。今日もクリシュナの調子は万全だ。

「突然の思いつきで私を含めたヒロ様達を送りつけるという形になってしまいましたが、受け入れてくれる開拓都市がありましたのでそちらに向かいましょう」

「開拓都市？」

　初めて聞く言葉なので思わず聞き返す。

「惑星上に着陸した移民船をそのように呼称するのが通例なのだそうです。着陸した移民船は開拓の中心地として真っ先に発展していくわけですから」

「なるほど。それじゃあその開拓都市とやらを目的地に設定しよう。座標データは？」

「今送ります」

「確認しました。ナビは任せてください！」

　フンスフンスとミミがいつにも増して気合を入れている。久しぶりにクリスと一緒にクリシュナに乗れるのが嬉うれしいのだろうか。エルマはそんなミミを仕方がないなと言わんばかりの表情で見ている。久々だから張り切るのも仕方がないと思うよ。俺もなんだかワクワクしているしな。

「ミミ、出港手続きを頼む」

「はい、お任せください！　メイさん、ハッチの開放をお願いします」

『はい。皆様、どうかお気をつけて』

　メインスクリーンに映ったメイに手を上げて応こたえ、エルマがジェネレーター出力を巡航モードにしたのを確認してから操そう縦じゆう桿かんに手を伸ばす。

「出港申請完了です。ガイドを表示します」

「了解。それじゃあ発進だ」

　ブラックロータスのハッチが開放されたのを見計らってクリシュナを発進させる。さぁ、まずは安全第一でコロニーを出て、それからコーマットⅢに降下だ。テラフォーミング中の惑星の酷ひどさは身に沁しみたが、テラフォーミングが完了した惑星ってのはどんな具合なのかね？　ちょっと楽しみだな。
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「こうして改めて眺めると綺き麗れいなもんだな」

「前に降下した時にはゆっくりと風景を眺める余裕はありませんでしたからね」

　そう言ってミミが苦笑いを浮かべる。確かにこの前降下した時にはミミの言う通りゆっくり景け色しきを眺める暇も余裕も無かった。移民船──つまり開拓都市がツイステッドどもの群れに襲撃されていて、その救援に向かうために船を飛ばさなきゃならなかったからな。滅多にやらない対地攻撃に備えなきゃならなかったし。

「クリスは……心配無さそうね」

「惑星降下も初めてじゃないですから」

　クリスに気を遣おうとしたエルマであったが、当のクリスはケロッとしていた。まぁ、クリスは以前にシエラ星系のリゾート惑星にもクリシュナで降下したことがあるし、貴族の子女ともなれば航宙艦で惑星に降下する機会もそれなりにあるのだろう。

「ナビポイントを設定しました」

「了解。ナビに従って飛行を開始する」

　メインスクリーンに表示されるガイドに従ってクリシュナを飛ばすと、程なくして小山のような大きさの人工構造物が見えてきた。

「へぇ、少し見ないうちに随分形が変わったな」

「大気圏突入前はもっと丸っこい形をしてましたよね」

　弾丸のような、あるいは縦長のドームのような形をしていた移民船はすっかりその様相を変えていた。接地している根本部分を残してその大部分がゴッソリと姿を消しており、中心に一本だけ高いタワーのようなものが聳そびえ立たっている。

　代わりに接地部分を中心に大小の機能性の高そうな構造物が立ち並んでいる。機能性が高そうというのは、まぁ言い換えれば四角い建物が整然と並んでいるということだ。所謂いわゆる豆腐建築と呼ばれるようなアレだな。

「ティーナとウィスカがいれば詳しく解説してくれたかもな。ゴッソリ体積が減ったのは地表に林立している構造体の材料になったってことかね？」

「はい、その通りです。移民船の周囲に建設されている施設群は移民船の構造材を元に作り出されたものですね。基本的には住環境の良い住宅設備になっているはずです」

　俺とミミの疑問にはクリスが答えてくれた。今回の移民プロジェクトを指揮する立場上、着陸後に行われる移民船の解体と再利用に関してある程度知識を身につけたらしい。

「主に住宅設備なのか。なんというか、意外だな。もっとこう、ハイテクというか高尚な施設に使われるのかと」

「最終的にはそうなりますが、まずは住宅設備ですね。衣食は移民船の備蓄と宇宙から送られてくる物資でまずは賄えますから。その次は食料の自給を目指し、次に住環境の更なる整備を進め、最終的には価値のある産品を可能な限り多く生産できる体制を作り上げていく予定です」

「価値のある産品というと？」

「主に畜産品や農作物などの有機生産物ですね。コロニーに不足しがちな産品となると、やはりそういった品になりますから」

「畜産品……ああ」

　この星系に来てすぐに執り行われたセレモニーというかパーティーで披露されていた特産品を思い出す。中、小型犬くらいの大きさはある芋虫みたいな生き物だったな。見た目はアレだけど美う味まかったわ。クリスはドン引きしてたけど。

「まぁ、はい。あれですね……優秀な畜産動物なんですよ？　食用にしても良いですし、生産される糸は生物由来のものとしては美しく、品質が良いものですし。成体からも有用な生産物を得られますから」

　そう言うクリスの目はどこか遠い場所を見ているようだった。頭では有用な生き物だとわかっていても見た目がどうしても好きになれないのはそのままであるらしい。というかアレ、やっぱ成体になるんだ。デカい蝶ちようにでもなるんだろうか。

「着陸申請が承認されました。ガイドを表示しますね」

「お、発着場があるのか。ああ、物資輸送用かな？」

「でしょうね。クリスの話だと物資輸送用の船が定期的に降りてるんでしょうし」

　クリスにチラリと視線を向けると、俺とエルマのやり取りを肯定するようにコクコクと頷うなずいていた。なるほどね。まぁこの世界の開拓拠点ともなれば『港』を最初に設営するのは当たり前か。主要な交通手段かつ交易手段だものな。

「それじゃあ早速着陸するとしようか」

「はい。私も現地をこの目で直接見るのは初めてなので、楽しみです」

「何か面白いものがあると良いわね」

　目を輝かせるクリスとは対照的に、エルマはあまり期待をしてないような様子だ。まだまだ開拓初期段階となると地元の産品なんかにも期待は持てないだろうから、エルマの反応も仕方がないかもしれんな。エルマの大好きな酒類の製造なんかもしていないだろうし。
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　開拓都市の航宙艦発着場はオートドッキングにもちゃんと対応しており、特に手間がかかることもなく着陸することができた。

「ふわぁ……やっぱり地上の空気ってなんだか爽さわやかというか、爽そう快かいな感じがしますね！」

「微かすかに香る草花とか土の匂においとか、肌を撫なでるそよ風なんかがそういう効果を生み出すのかもな。何より天井のない果てしない空ってのは開放感がある」

　そう言いつつ、俺は晴天の青空を見上げる。雲ひとつ無い青空というわけではないが、湿度もさして高くなく、熱くも寒くも無い実に良い天気だ。理想的な気候条件とも言える。もしかしたらこの過ごしやすい気候ってのもテラフォーミングの影響なのかもしれない。

「ようこそいらっしゃいました。歓迎いたしますよ」

　四人で辺りを見回しながら発着場のゲートへと向かうと、中年の女性と数人の男性が俺達を出迎えてくれた。雰囲気からして声をかけてきた中年女性が彼らの代表であるようだ。極めて柔和な雰囲気を発する優しげな面持ちの女性である。

「どうも。この度は突然押しかけたというのに快く受け入れてくれて感謝している。俺はキャプテン・ヒロ。あの船、クリシュナのオーナー兼船長で、傭よう兵へいギルド所属の傭兵だ」

「ええ、存じておりますとも。私どももホロで御前試合の生中継を観みていましたからねぇ」

「それはー……どうリアクションしていいものか困るな。率直に言って恥ずかしい」

「あら、ゴールドスターの大英雄様はなかなかに可愛かわいいお方のようですね。だからこんなに可愛らしい女の子達に慕われるのでしょうか？」

「あまりからかうのはよしてくれ……」

　流石にこんな優しげな面持ちのおばちゃんに怒る気には全くならないので、早々に降参しておく。こういうのはムキになったら負けだ。

「あら、ごめんなさいね。有名人に会えると思ったら私舞い上がってしまって。今日は開拓現場の見学ということで良いのよね？」

「ああ、うん。そうだ。テラフォーミングされた惑星ってのにも興味があってね。それに地上ってのは開放感があって、空気が美味くてリフレッシュできるだろう？　真ま面じ目めに働いているところに遊びに来るってのも少し気が咎とがめたんだが、クライアントに頼んでみたら意外にもそれが難なく通ってね」

「クリスティーナ様はお若くとも聡そう明めいな方ですからね。きっと何か深い考えがお有りなのでしょう」

　そう言って彼女は一瞬だけだが、クリスへと視線を向けた。察したのか、それともクリスが事前に通告していたのか……まぁ、格好を変えただけで特別に変装しているわけでもなし。しっかりとクリスの姿を見覚えていて、なおかつ思考が柔軟な人であれば傭兵服姿のクリスの正体を見破っても不自然ではないか。

「ああ、ごめんなさいね。申し遅れました。私は第二開拓都市のまとめ役をしているクララと申します。どうかよろしくお見知り置きくださいね？」

　中年の女性──クララさんはそう言ってニコリと上品に微ほほ笑えんだ。この開拓都市に何人の人間が住んでいるんだか知らないが、そのまとめ役というだけあってなかなかに油断のならない御婦人のようだな、この人は。
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　所用があるので失礼しますね、と言ってクララさんは去って行き、後には俺達四人と案内役の男性二人が残された。一人はこれまた温和そうな人間の中年男性で、もう一人は若い男の子──ではなくドワーフの男性であるようだ。まぁ、ドワーフという割には髭ひげも生えていないツルツルの顔だし、顔つきも可愛らしい。聞けばミミと同い年くらいで、帝国における成人年齢をやっと超えたというような若さであるようだ。

「ったく、こっちだって暇じゃないのにさ……」

「今日のところはこれが俺達の仕事なんだからいつまでもぐだぐだと文句を言うんじゃあねぇよ。すみませんね、傭兵さん。こいつもまだガキなんで許してやってください」

「無理言って邪魔してるのはこっちだからな。文句は言わないよ」

　ペコペコと謝る中年男性に肩を竦すくめて答える。実際に余計な仕事を増やしたのはこちらなのだろうから、ドワーフ少年がプリプリと怒るのも仕方があるまい。

「クレインさん、そんなヘコヘコして──痛いてぇ！」

「はは、ちょっと失礼を……向こうっ気が強いのは結構だが相手を見ろってんだよ馬鹿。あの方は名誉子爵様だぞ？　おめぇあの腰の剣が見えねぇってのか？」

　クレインさんと呼ばれた中年男性がドワーフ少年を少し離れたところに連れていき、小声で叱責を始める。うん、もう少し声のボリュームを落とさないと丸聞こえなんだが。

「はぁ？　貴族が傭兵なんて……」

「皇女殿下からどえれぇ勲章を頂いて貴族様になってんだよ、あの方は。あんまり失礼な口叩たたいてると膾なます切りにされんぞ」

　いや別にこの程度で膾切りにはせんけども。どれだけ短気だと思われているんだよ、俺は。

　というか、もしや傭兵という存在そのものが粗暴な存在だと思われているのでは？　そんな粗暴な傭兵が名誉爵位とはいえ貴族位を持っているもんだから、余計に警戒されているのかもしれない。

「悪いが聞こえてる。とりあえず刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こすつもりはこれっぽっちもないから、とっとと案内してくれるか？　勝手に見て回って良いならそうするが」

「あーっとこいつぁ失礼。ササっと行きましょうか。オラ行くぞボンクラ」

「うっス……」

　ペシンと頭を叩かれたドワーフ少年が叩かれた頭を擦りながらチラリと俺の腰元に視線を向けてくる。別に抜くつもりはないから心配なさんな。

　それから彼は改めて俺達全員に視線を巡らせ、今にも舌打ちでもしそうな顔で俺を睨にらんできた。ははは、ここにティーナとウィスカまでいたら本当に舌打ちをされていたかもしれんな。

「ところで二人はどういう立場の人なんだ？」

「俺らは所謂何でも屋ですよ。船に──今は都市ですが、とにかくここで何かトラブルが起きたらそれを解決すんのが仕事ってわけです」

「ふーん……ここの自治組織にそういう部署があるってことか？」

　役所の雑務とかをこなす専門の部署なのだろうか？　と思って聞いてみると、彼は首を横に振った。

「いえ、俺らはお役所の人間ってわけじゃないですね。今日みたいにクララさんから仕事を振られることもありますが」

「なるほどなぁ」

　民間の便利屋というかトラブルシューターというか……それで生活が成り立つものなのかね？　まぁ、こうして目の前にそれを生なり業わいにしている人がいるんだから、成り立つものなんだろうな。

「最初はどこに案内してくれるんだ？」

「まずは住宅街経由で現場ですかね。足は用意してあるんで、そんなに歩かなくて済みますよ」

　そう言って便利屋の中年男性が案内してくれた先にはかなり単純な作りの乗り物が置いてあった。なんだろう、これは。見た目はまるで座席の付いた大型のゴムボートか何かのようだが。

「初めて見る乗り物ですね」

「こう言っちゃ何だけど、安っぽいというかなんというか……」

「率直に言ってちゃちいな。コストを重視した乗り物なんだろうな」

　傭兵が使うような偵察車両とは比べ物にならない安っぽさである。搭乗席とか吹ふき曝さらしだし。

「ははは、何せここじゃあハイテク製品に使えるマテリアルはもっと重要なものに優先的に使われるもんで。とりあえずある程度の人数を運べれば良いって感じで作られてるんですわ。俺らは前の運転席に乗るんで、お客さん方が後ろへどうぞ」

「それではお言葉に甘えて」

　そう言ってクリスが運転席のすぐ後ろの席に座り、隣の席をポンポンと叩きながら俺の顔を見上げてくる。このボートのような乗り物の搭乗人数は丁度六人で、先頭の運転席と助手席に二人。その後ろに二人がけの座席が二つ並んでいる。

「はいはい、仰せのままに。二人は最後尾で頼む」

「わかりました」

「オーケー」

　ミミとエルマも特に文句はないようで、粛々とゴムボートのような乗り物に乗り込んだ。そして、全員が乗り込んだのを確認した中年男性が車両（？）を動かし始める。

「どうやって動くのかと思ったら浮くのか。見た目がちゃちい割に無駄にハイテクな……」

「これなら多少地形が悪くても走破できますね。見た目よりもコストパフォーマンスと機能性を重視しているんでしょう」

　俺の呟つぶやきにクリスが納得したように頷いている。

「風防も何もない吹き曝しだから埃ほこりっぽいのが難点かしらね」

「でも、風を肌で直接感じられて楽しいですよ」

　後ろからはエルマの平へい坦たんな声とミミの楽しそうな声が聞こえてくる。チラリと後ろを振り返ってみるとミミは実に楽しそうに腕を伸ばし、手の平に風を受けて笑っていた。俺にとっては珍しいものでもなんでも無いが、普通コロニー内や航宙艦の中で風を感じるような場面はあまり無いからな。こういう何気ないことも珍しく感じるのだろう。そういえば、前にリゾート星系でバカンスをした時にはモータースポーツ的な遊びはしなかったものな。

　またリゾート星系に遊びに行くのも良いかもしれないな、などと考えているうちに反重力式のホバーボートは航宙艦の発着場を離れ、クリシュナからも見えていた移民船基部の周りに広がる構造物群へと差し掛かる。

「へぇ、しっかり整備されてるな」

「なんだか天井が無いだけで、コロニー内とあまり変わらないようにも思えますね」

　ミミの感想もまぁもっともである。ここは所謂いわゆる市街地にあたる部分なのだろう。地面はコンクリートのような材質で舗装されており、立ち並ぶ構造物はまるで交易コロニーの商業区画の如ごとき様相である。

　コロニーの商業区画だとビルディングの壁には多数のホロディスプレイで表示される広告看板ビルボードが連なっているものだが、この辺りの建物にはそういったものが殆ほとんど見られないので、なんだか少し物寂しい感じがする。

「ビルボードがないとなんだか物寂しいわね」

「コロニーでも住宅街はこんな感じですよ」

「そもそも広告を出すような店そのものがまだ無いのかもな」

「娯楽面の整備はまだまだ時間がかかるのでしょうね」

「一応酒場や商店なんかが無いわけじゃないんですよ。後でそちらも案内しますぜ」

　ホバーボートを操縦しながら便利屋の男性が陽気な様子でそう言ってくる。先程の内緒話を俺に聞かれたからか、場の雰囲気を明るくしようと涙ぐましい努力をしているようだな。俺はあんまり気にしてないんだが、彼の立場からすると冷や汗ものなんだろう。

「ところで現場ってのは何の現場なんだ？」

「食料生産設備の現場ですねぇ。今急ピッチで作業中なんで、見ごたえがあると思いますよ」

「食料生産設備ねぇ……」

　食料生産設備と聞いて前に見学をしたフードカートリッジ生産工場の様子を思い出したのか、エルマが興味なさげに呟く。前に工場で見たのは水耕栽培農場だったが、地上だとどんな感じの施設になるのかね？　俺は興味あるな。
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「うーん……これは畑。どう見てもただの畑」

　食料生産設備とやらに辿たどり着ついた俺達は早速それを目の当たりにしたわけだが、俺の感想は実にシンプルなものであった。いや、だって良い感じに耕されたただの地面というか畑だし……もうこれは畑と言うより他にないよ。

　耕作面積もさほど大きくはないように見える。一面がサッカーコートより広いのはわかるが、見る限り六面ほどしか畑はないようだ。

「なるほど、そこらへんに生えている他の植物と同じように地面で育てるんですね」

「そうねぇ……これ、見ても別に面白くはないわね」

　エルマの言うことももっともである。耕された畑を見たところで何も面白くはないな。せめて大型農業機械で耕されている最中とかだったらもう少し面白いかもしれんが。

「あっ……何かあちらから来ますよ？」

　そう言ってクリスが目を向けた方向からは確かに何かがこちらに近づいてきていた。

　あれは──なんだろう？　ハンドボールの球くらいの大きさの何かがが沢山こちらに向かって転がってきている。耕された柔らかい地面の上をかなりの速度で転がっているようだ。

「農業用の小型ボットですかね？」

「そのようね」

　等間隔で横並びになった農業用小型ボットらしきものが俺達の目の前を通り過ぎていく。通った後に何も変化は見られないように思えるが。

「何のために走り回ってるんだ、アレは」

「さぁ？　俺らは食料生産部門の人間じゃないから」

　ドワーフ少年は相変わらず塩対応である。ガイドにもならないとか君は何のためにここにいるのだね？

「そういうのを説明してくれる人とここらで合流する予定なんですがね……ああ、多分あれだ」

　横一列になってコロコロと転がり去って行く物体達を横目にまた少し移動すると、前方に別の反重力式エアボートのようなものが見えてきた。こちらのエアボートと違うのは、運転席以外のスペースに何らかの大型機械がドドンと居座っていることだろうか。あちらのエアボートは乗員数が定員二名であるらしい。

「どーもぉ！　連絡してたクレインです！」

「おー、どうもぉー」

　便利屋の中年男性──クレインという名前らしい──が運転席から大きな声で声をかけると、あちらも手を挙げて挨あい拶さつを返してきた。なんだか随分とのんびりした口調だな、とか思いながら身を乗り出して見てみると、あちらの乗り物を運転しているのは朗らかな雰囲気の大男だった。いやデカいな？　軽く２ｍは超してそうな身体からだの大きさだ。

「後ろのが例の傭よう兵へいさんかぁ？　なんか可愛かわいい女の子が多いなぁ。傭兵って聞いてたから、もっと厳いかつい連中かと身構えてたぞぉ」

　そう言って大男がにんまりと笑うと、上向きの牙きばのようなものが口元から覗のぞいた。うーん、人間ではないのかな？　帝国では人間──ヒューマン種が主な種族ではあるけど、それ以外の種族も多く暮らしているからな。今までに言葉を交わした種族はそんなに多くないけど、交易コロニーの港湾区画に行けば人間以外の種族をいくらでも目にすることができる。

　とは言え、目の前の大男と同じような連中はあまり見た覚えがないな。

「どうも、キャプテン・ヒロだ。今日は急な申し出に付き合ってくれて感謝するよ」

　互いに車両を停止させたので、降車して名乗りながら手を差し出す。そうすると、彼は朗らかな笑みを浮かべながら握手に応じてきた。

「おぉ、あんたの顔は見た覚えがあるぞ。御前試合で貴族様をバッサリやってた傭兵だな？　細っこいのにつええよなぁ、あんた。俺ぁラギール氏族のエイファってんだ。今日はよろしくなぁ」

「そいつはどうも」

　ふむ……顔が売れてるってのは意外と便利だな？　今のところ、生放送された御前試合を見て俺を知ったという人々は概おおむね俺に好意的な印象を持ってくれているように思える。まぁ、畏い怖ふされているのも好意的という中に含めるかどうかは微妙なところだが。

「早速なんだが、さっき転がっていった小さいのは何なんだ？」

「おぉ、あれは農業用の多目的ボットだぁ。こいつが本体で、あっちは子機だなぁ」

　そう言って彼は親指で自分が乗っている車両の後部に鎮座しているデカい機械を指し示した。

「今は土壌の調査と調整をしてるところだなぁ」

「調整」

「そうだぁ。作物の成長に必要なだけの成分がちゃんと土壌に含まれているかとか、ｐＨは適正かどうかだとか、まぁ色々だなぁ。その辺のデータを集めながら適宜調整を施してるってわけだぁ」

「色々大変なんですね。でも、それだけ手間がかかるなら水耕栽培のほうが簡単なんじゃないですか？」

　ミミが首を傾かしげながらそう聞くと、彼は呵か々か大笑した。

「はっはっは、確かになぁ。でも、水耕栽培で作れる作物ってのはどうしても種類が限られるんだぁ。ここでは水耕栽培じゃ作るのが難しい作物を沢山作るってわけだなぁ」

「なるほどぉー」

　ミミ、なんか微妙に口調が移ってるぞ。

「商品価値の高い作物を優先してるということなんですね」

「おぉ、勿もち論ろん高く売れるってのもあるなぁ。でも栄養価も高いし、美う味まいんだぞぉ。まだ作付けもしてねぇからなぁ。食わせてやれないのが残念だぁ」

「その言い方だとこういった仕事は初めてじゃないんだな。どこか他の場所で同じような仕事をしてたのか？」

「そうだぁ。俺の家は代々農家でなぁ。新しくテラフォーミングが終わる惑星で農作業の従事者を募集してるって話を聞いて応募したんだぁ。もっとも、こんなどえれぇ機械を使うのは初めてだったんだけどなぁ。必死に勉強したんだぞぉ」

　そう言ってエイファが誇らしげに胸を張る。

「なるほど、他の惑星から経験者を引っ張ってきたのね。まぁ、どこの惑星でも土地が有り余ってるってわけじゃないものね」

「んだぁ。うちの氏族は長子相続が基本だかんなぁ。俺ぁ四男坊だったから家の畑を継げるわけでもねぇし、今回の植民プロジェクトが文字通り渡りに船だったってわけさぁ」

「わぁ、大家族だったんですねぇ」

　ミミが変なところに感心している。まぁ、俺が住んでた頃ころの日本でも子供を四人作る家庭はそう多くなかったんだよな。だいたい一人か二人が多かったように思う。グラッカン帝国ではどうなのかね？

「知っての通りうちは三人よ。クリスのとこみたいに一人っ子って方が珍しいんじゃないかしら？」

「そうですね」

「そうなんですか？　私の知り合いは一人っ子が多かったですけど」

　貴族とコロニー入植者でこの辺の認識が若干違うってのはちょっと面白いな。しかし彼女達の話を聞いてクレインが何か変な顔をしている。このおっさん、なかなかに頭の回転が速いというか、教養があるんじゃなかろうか。エルマとクリスが貴族だってことがバレそうだ。

「ところで、この農地を作るのもさっきの球がやるのか？　あまり土を掘り起こしたりできそうにはなかったが」

「いんやぁ、畑そのものを拵こしらえるのは分子ー……なんちゃらって機械でやんだぁ。これっくらいのちっさい機械で、光がパーっと出て木があろうが雑草だらけだろうが一瞬でふかふかの土にしちまってたぞぉ」

　彼の専門外の機械なのか、エイファの説明が若干怪しい。とにかく手に持てるサイズの小さな機械で整地から畑の敷設、それだけでなく建物を作ったりなんだりと色々とできてしまう凄すごい機械があるらしい。ああ、もしかしたらコーマットⅣで帝国軍が拠点設営に使っていたマテリアルプロジェクターみたいなものかもしれないな。

「便利なもんもあるもんだな。万が一墜落、遭難なんかをした時とかに役立ちそうだ。どこかで買えないかな？」

「どうでしょう？　サバイバルキットにそういうのが入ってるのが無いかどうか後で探してみますね」

「ありがとう。任せる」

　クリスが何か言いたそうな顔をしていたが、ここでクリスが「私が提供しますよ」みたいなことを言うのは不自然だ。本人もそう思ったのか、口には出さずに言葉を吞のみ込んだようである。

　その後暫しばらくエイファに畑や作物の話を聞いた後、俺達は食料生産設備の建設現場──というか畑を後にしたのであった。
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「腹ぁ減りませんか？」

　便利屋の中年男性ことクレインが気を遣ってくれたので、その気遣いに甘えて食事を取りに街──というか着陸した移民船の基部へと戻ることにした。彼の話によると移民船の基部にはあの船が宇宙を航行していた頃から様々な店や公営の食堂が設置されていたらしく、それらの施設は今もまだ稼働中で住人達の憩いの場になっているらしい。

「ほぉ、なかなかの熱気だな」

　移民船基部に設置されていた食堂そのものは特に見るべきところもない至って普通の食堂──というかフードコートのような場所であったが、そこで食事を取っている人々の表情がコロニーで見るようなものとはまるで違う感じがした。なんと言えば良いのか……生気に溢あふれているとでも言えば良いのであろうか？　コロニーの住人達とは一線を画す生命力というか、熱量のようなものに溢れているように感じられるのだ。

「まだ外にはメシを食えるところが殆ほとんど無いですからねぇ。ただ、最近は軍用レーションを外で食う連中もいるみたいです。食い飽きたもんでも外で食うと美味く感じるとか」

「ああ、そういうことはあるかもな」

「同じもんならどこで食っても同じだろ」

「んなこたぁない。一人で寂しくモソモソと飯を食うよりも美人と一緒に楽しく飯を食ったほうが美味いだろ。シチュエーションってのは大事だぞ」

「そいつぁごもっとも」

　と、そんな馬鹿話をしている俺達は男三人でメシの調達である。女性三人には席を確保しておいてもらって、俺達でメシを調達して運ぼうというわけだ。

　ちなみに、メシのメニューそのものには特に見るべき点はない。自動調理器がフードカートリッジから作り出す食事の質は、正直に言えばクリシュナやブラックロータスに積んでいるテツジンに比べると数段劣るだろう。無論、移民船に搭乗している数千から数万という乗員が数ヶ月単位食べても不満が出るような味では無いのだろうから、そこまで不ま味ずいということは無いだろうが。

「ドワーフ的にはこういう食事は味気ないんだろうな」

「なんだよ。あんたがドワーフの何を知ってるっていうんだ？」

「ブラド星系のコロニーで母艦を買った時にドワーフの文化ってやつに触れたのさ。それに、今日はここには来てないがうちにはドワーフのメカニックも二人いるんでね」

「……どうせそいつらも女なんだろうな」

　そう言ってドワーフ少年がジト目を向けてきたので、目を逸そらしておく。はい、その通りでございます。

「英雄色を好むと言いますが、旦だん那なはそれを地で行ってるわけですねぇ」

「英雄なんてガラじゃないんだけどな」

「確かに英雄って感じの風格は無いよな」

「おい、お前なぁ……」

「良いって。そんなのは百も承知だしな。俺なんざ御前試合のお陰で顔が売れただけのペーペーだよ」

　実際、正式な傭兵になってから現在に至るまでに一年も経たっていないわけだしな。傭兵として広く名前が売れる前に御前試合で顔が売れてしまったのは良いことなのかどうなのか……。

「ま、精々皇帝陛下の顔に泥を塗らないように精進していかないとな。御前試合であれだけ勝ち抜いて皇帝陛下にお褒めの言葉まで頂いたんだから」

　帝都でのあれこれは俺にとっては面倒なことが多かったわけだが、ゲートウェイの通行権や一等市民権の付与といった恩恵にも存分に浴しているわけだからな。皇帝陛下の忠実なる臣下になったってわけじゃないが、その顔に泥を塗らない程度の活躍をしてやろうかという気持ちを抱かなくもない。なんというか目もく論ろ見み通りに踊らされている気がしないでもないが。

「随分時間がかかったわね」

「見ての通り混み混みでな」

　エルマの言葉に肩を竦すくめて返事をしながら確保してきた食事をテーブルに並べる。基本的にどこかで見たようなファストフード──ホットドッグやハンバーガーなど──のようなものばかりだ。食器を使うタイプの食事だと運ぶのが面倒だからな。こんな感じで人数が多い時は手づかみで食えるものを多く揃そろえたほうが楽だ。

「こういうものを食べるのは久しぶりです」

　テーブルの上に並ぶジャンクフード達を前に何な故ぜかクリスが目を輝かせている。ああ、そうか。貴族のクリスがこういうジャンクな物を口にすることは普段はないだろうからな。前にリゾート星系であるシエラ星系で行動を共にした時にはこういった食事を出していたから、その時の思い出が彼女の瞳ひとみをキラキラと輝かせているのだろう。

　なんだかクレインの顔色が一気に悪くなったように見える。もしかしたらクリスの言動やその見た目から正体に感づいてしまったのかもしれない。気の毒なことだな。

「食事を終えたら次はどうする？」

「え？　あ、あぁ……そ、そうだな。町の外の道なき道を散策するのはどうかと思っていたんだが」

「良いんじゃないか。宇宙にいると自然を満喫できるような機会は全く無いからな。貴重な体験だ」

　帝都じゃ自然に触れ合う機会なんてものは全く無かったしな。もしかしたらどこかに植物園でもあったのかもしれないが、行かなかったし。

　まぁ、何にせよ今は目の前の食事を片付けてしまうとしよう。それにしても、目を輝かせながらジャンクフードを頰ほお張ばるクリスは見ていて微ほほ笑えましいな。ちょっと食べ方に思い切りが足りないというか、若干お上品すぎる気がするが。それに対してエルマのこの遠慮のなさよ。

「何よ？」

　俺の視線に気づいたのか、エルマがジト目を向けてくる。

「いや。食べっぷりが気持ち良いなと」

「褒めてるつもりなのかしら、それは」

「少なくとも俺的には褒めてるつもりだ。どんなもんでもしかめっ面で美味くもなさそうにモソモソ食うのとか、見ているだけで気が滅入るだろ？」

「それはそうかもしれないけど、レディに対する褒め言葉としては落第点ね」

「そいつは残念。まだまだ精進が必要だな」

　そう言って肩を竦めておく。口では落第点だと言いつつも、そこまで気分を害した様子でもないようだ。それよりもミミとクリスは何故そんなにじーっと俺に視線を向けてきているのかね？　二人の食べっぷりも批評しろと？　それは流石にちょっと不自然ってもんじゃないかなぁ、話の流れとして。
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　食事を取ったあとはいざ自然を堪能すべく未開の原野へと出陣しようかと思っていたのだが。

「うん？　なんだ？」

「なんでしょう？」

「警報かしら？」

　反重力式ホバーボートに乗ろうとしたところで突然サイレンのようなものが辺り一帯に鳴り響き始めた。明らかな異常事態である。

「クレイン？」

「こいつは……宙賊の襲撃警報です！」

　慌てた様子でクレインが叫ぶ。なるほど、宙賊警報か。

「この状況で仕掛けてくる間抜けがいるとは思わなんだ……というかこの警報はどれくらいの緊急度で鳴るものなのかね」

　と言いつつ俺は反重力式ホバーボートの運転席に乗り込んだ。ふん？　予想通り操作はさして難しいものじゃなさそうだな。浮いて移動するだけで、遊園地のゴーカートとさほど変わりは無さそうだ。インジケーターに表示されているエネルギー残量も十分のようだしな。

「だ、旦那？」

「宙賊が来るなら傭よう兵へいの出番だ。こいつは借りるぞ」

「ちょっ」

　慌てるクレインをよそにホバーボートのエネルギーをオンにする。すると、ホバーボートはブゥン、と一瞬だけ重低音を発してフワリと僅わずかに浮かび上がった。

「エルマ、ミミ、行くぞ」

「事故るんじゃないわよ」

「はいっ！」

　エルマがやれやれとでも言いたげな態度で助手席に乗り込み、ミミも後部座席に乗り込む。クリスはどうするべきか一瞬悩んだようだが、ミミの隣に乗り込むことにしたようだ。

「ここに踏みとどまるべきかどうか悩みましたが……ここにいても何もできそうにありません。ならば、民を守る刃やいばになるべきでしょう」

「オーケー。クライアントの望み通りに致しましょう。そういうわけで、ここまでありがとうな。クララさんにもよろしく言っておいてくれ」

「あー……ご武運を」

　色々と諦あきらめた様子でクレインが溜ため息いきを吐つき、プラプラとやる気なさげに手を振った。結局名前を知ることができなかったドワーフ少年は意志の強い瞳でジッと俺の顔を見上げてきている。

「しくじるなよ、傭兵」

「任せとけ。これでも俺はプラチナランカー様だからな」

　そう言い残して俺はホバーボートを航宙艦の発着場がある方向へと回頭させ、スロットルを全開にした。おお、思った以上にこいつはスピードが出そうだ。

「人身事故なんて起こすんじゃないわよ！」

「可能な限り安全運転で行くよ！」

　風防がないので、スピードを上げればそれだけ風が俺達に直接吹き付けてくることになる。お陰ですぐ隣に座るエルマを相手に言葉を伝えるだけでも少し声を張り上げなければならない有様だ。

「ヒロ様！　メイさんから宙賊の襲撃情報が来てます！」

「船に着いたらすぐに情報共有できるように準備しといてくれ！　あと振り落とされるなよ！　クリスもな！」

「はい！」

　警報の影響なのか、移民船基部周辺から抜け出すと幸いにも人通りは殆どなくなった。恐らく殆どの住民が移民船基部に避難したのだろう。昼飯時だったから多くの人は移民船基部周辺に留まっていたんだろうな。

「賊の降下までの時間は!?」

「まだ大丈夫です！　伯爵家の惑星守備隊が足止めしているみたいです！」

「よし！　降りる準備をしておけ！」

　フルスロットルでホバーボートを疾走させる。時速何ｋｍくらい出ているかはわからないが、息をするのも辛つらいほどの速度は出ていない。恐らく時速50ｋｍかそこらくらいだろう。そのままの勢いで発着場へと滑り込み、クリシュナの手前で停止してボートから飛び降りる。

「走れ走れ！　転こけるなよ！」

　三人を追い立てるように最後尾を走りながら小型情報端末を操作してクリシュナのタラップを展開させる。クリスがちゃんと走れるかどうか心配していたが、エルマと同じくらい足が速いな。この中ではミミが一番足が遅いようだ。クリスも貴族として身体強化を受けているからかな？

　全員でタラップを駆け上がり、最後尾の俺がクリシュナに入ると同時にタラップとハッチを緊急閉鎖するボタンを押して更にコックピットへと走る。

「こんな急いで発進するなんて初めてなんじゃないか？」

「そうかもね！　ジェネレーター、アイドリングから巡航出力！」

「発進の許可申請、下りました！」

「オーケー、シートベルトはしっかりしておけよ」

　操そう縦じゆう桿かんを握り、スロットルを全開にしてコーマットⅢの重力圏からの離脱を図る。流石に惑星の重力に完全に逆らうような機動だと、慣性制御システムでも襲いかかってくる重圧を完全に殺し切ることはできない。

「くぅっ……！」

　一番苦しそうなのはやはりミミだ。俺は鍛えてるし、もう慣れた。クリスからは呻うめき声すら聞こえてこないな。前にシエラ星系で一緒に行動していた時よりも随分と身体が頑強になっているように思える。跡継ぎになるってことで本当に強力な身体強化を受けたのかもしれないな。

「ヒロ、プランは？」

「重力圏ギリギリで待ち構えて、超光速ドライブが解除された瞬間を狙ねらい撃つのが良いんじゃないかと思うが」

「妥当なところね」

　超光速ドライブはなんだかよくわからん理論で船体の質量を誤ご魔ま化かして超光速で航行する技術らしいが、通常、巨大な質量を持つ物体などに接近すると安全装置が働いて超光速航行状態は解除されるようになっている。細かい理論はよくわからんが、巨大な質量が発生させる重力を感知して超光速ドライブの安全装置が働いて停止するらしい。

　インターディクターはその仕組みを利用して対象の超光速ドライブを強制停止させる。つまり、対象の質量を増大させたり、直接的に重力波を照射したりするわけだ。

　今回の俺のプランも理論としてはこれに近い。惑星への降下を狙う宙賊艦も超光速航行を維持したまま惑星へと降下することはできないのだ。惑星の重力圏内に入る際、奴らは必ず通常航行モードへと移行する。その後、降下軌道を計算してから降下を開始しなければならない。その決して短くはない時間、奴らは無防備になるのだ。

　クリシュナを無視して降下するんじゃないかって？　もしそうするなら降下中で隙だらけの宙賊艦を悠々と狙い撃ちにするだけだ。降下中は速度制御にスラスターの出力を多く振り分ける必要があるので、回避機動などを取ることは基本的にできない。その状態で光速で着弾するレーザー砲の攻撃を回避することなどは不可能だ。俺でも絶対に無理である。

　などと考えていると、ロックオン警報がコックピットに鳴り響いた。間に合わなかったか？

『こちらはコーマット星系軍──キャプテン・ヒロ？』

　こちらをロックオンしてきたのは防衛のためにコーマットⅢの衛星軌道上に展開していた星系軍の戦闘艦だった。こちらの所属を確認できたのか、すぐにロックオンが解除される。

「はい、キャプテン・ヒロですよ。降下していたところ宙賊の襲撃警報を聞いたんでな、緊急発進してきたんだ。加勢するぞ。あとロックオンに関しては状況が状況だから気にしないことにする」

『協力感謝する……』

　本当なら船籍くらい確認してからロックオンしろと文句の一つでも言ってやるところだが、今はそんな場合じゃないしな。ミスは誰だれにでもある。私は許そう。ヘボ火器管制官の上官が許してくれるかどうかは知らんが。

　クリスは……自分がこの船に乗っていることをあちらに伝える気は無いようだな。伝えたところであちらのキャプテンの胃に穴が空きそうになるだけだろうから妥当だろうけど。

「状況はどうだ？」

「ええと……今は星系軍が超光速航行状態の宙賊を追いかけ回しているみたいですね。インターディクトしようとしているみたいです」

「んー、これは出張る必要もなかったかな？」

　恐らく間抜けな宙賊はコーマットⅢに突撃降下しようとして星系軍か帝国航宙軍の警戒網に引っかかったんだろう。その時点で宙賊の降下警報が発令されたが、星系軍の展開が早くて突撃降下が頓とん挫ざ。すぐに星系軍から追っ手がかかったので超光速航行状態でチェイス中といったところか。

「どうする？」

「とりあえず待機かな。クリスにとっては状況の推移を見守るのも興味深いだろ？」

「はい」

　クリスが頷うなずいたので、警戒態勢のままこの場に留まることにする。チェイス中の宙賊と星系軍の動向を確認できれば良いんだが、どうにも星系内を縦横無尽に走り回っているようでクリシュナの亜空間レーダーでは把握しきれない。もっと情報戦に特化した機体とか、あるいはブラックロータスのように大型かつ大出力のレーダー設備を持つ船であればもう少しやりようがあるのだが、近距離戦闘に特化した小型艦であるクリシュナではそこまでの精度は望めないのだ。

「うーん、こればかりは仕方ないな。ブラックロータスはコロニーにいるし」

「連絡を入れますか？」

「今からだと無駄足になるんじゃない？」

「それもそうですね」

　程なくして宙賊どもは星系軍に追い詰められて御用となり、降下襲撃の目論見は失敗に終わった。

　宙賊の拠点が潰つぶされて以降、宙賊による民間船の襲撃数は大幅に減少している。つまり、襲撃数が減った分、星系軍や帝国航宙軍の手も空いているというわけだ。そしてそれは星系全体の治安向上へと繫つながっているわけだな。

「それにしても今のコーマット星系で降下襲撃を目論むとはね……逆張りで突っ込んできたのかしら？」

「さぁ？　宙賊が今のコーマット星系の警備レベルを知るために鉄砲玉を飛ばしてきたとかかもしれんし、なんとも言えんな。その辺の情報は宙賊に生き残りがいたら引っこ抜けるんじゃないか？　実行犯も真実を知ってるとは限らんが」

　今回突撃してきた連中も「宙賊仲間」に何かガセ情報を摑つかまされて突っ込んできた可能性があるからな。そもそも偽情報を摑まされて突撃してきたのなら、捕らえて頭の中身を引きずり出しても有意な情報は得られないかもしれない。

「最後は慌ただしくなったが、今のコーマット星系の治安レベルを現場で感じることができて良かったんじゃないか？」

「はい、そうですね。地上の施設や作業の様子だけでなく、避難の様子や星系軍の活躍も見られたのはとても有意義でした……」

　そう言ってクリスは少し切なげな表情を見せた。ふむ。

「まだ時間はあるだろ？　クリシュナで星系内を適当にドライブしても良いし、コーマットプライムコロニーで遊ぶのでも、ブラックロータスでのんびりするのでもなんでも付き合うぞ」

「そうね。時間が来るまでは見習い傭兵のクリスなんだから、好きに過ごせば良いと思うわ」

「私達の仲ですから。遠慮は無用ですよ！」

　俺だけでなくエルマとミミにもそう言われたクリスは少し躊躇ためらった後、微笑を浮かべた。

「それじゃあ、お言葉に甘えて……コロニーで普段ヒロ様達がしているように観光というか、遊びに行きたいです。前にシエラ星系で過ごした時には、ずっとこの船の中に閉じこもっていましたから」

「なるほどな。その後はリゾート惑星でバカンスになったもんな。それじゃあそうするか」

「今のコーマットプライムコロニーはすっごく賑にぎやかで面白いですよね」

「そうね。変なのもいるかもしれないし、いつも通りちゃんと気をつけて行きましょ」

　メイとティーナとウィスカはどうするかな……ブラックロータスに寄るとメディアの連中が五う月る蝿さそうだし、俺達だけで行動するか。うん、そうしよう。





☆★☆






　コーマットプライムコロニーに帰着したらすぐに四人で商業区画へと繰り出した。帰りがてらメイには連絡をしておいたので安心だ。何が安心だって？　メディアスタッフの連中をそれとなく船に留めておくよう工作を頼んでおいたのだ。彼らが食いつくようなら俺の私室も見せて良いと言っておいた。流石に白兵戦用装備の倉庫はＮＧを出しておいたけどな。アレは万が一船内に乗り込まれた際の切り札みたいなものだから、帝国全土に中身を知らしめるのはちょっと問題がある。

「ヒロ様ヒロ様、あれはなんでしょう？」

「なんだろうな？」

　クリスが興味を示したのは何かキャラクターグッズのようなものが並べられている店だった。正直、こっちのアニメというかサブカルチャーは星系によって流は行やりが全く違うし数が多すぎて把握しきれないんだよな。

「これ、エルマさんがメッセージアプリで使ってるキャラクターのグッズじゃないですか？」

「あら、本当ね。こっちにはミミが使ってるキャラクターのがあるわよ」

「あ、ホントですね」

　エルマとミミはお互いにメッセージアプリのスタンプで使っているキャラクターのグッズを見つけたようだ。ミニサイズのフィギュアだな。エルマが使っているのはコミカルな単眼エイリアンのキャラクターで、ミミが使っているのは猫のようなリスのような不思議生物のキャラクターだった。

「そういやエルマの部屋にもこんなのが置いてあったよな」

「そうね。そこそこメジャーなキャラだから、結構色んなところで売ってるのよね、これ」

　俺達が使っているメッセージアプリの公式キャラクターみたいなものらしいな、これ。無論、このコミカル単眼エイリアンと猫のようなリスのような不思議生物の他にも色々いるんだが。俺は最近ちょっと目付きの悪い犬みたいなキャラクターのスタンプを使っている。目付きが悪いんだが、どことなく憎めない感じのキャラクターだったので気に入ったのだ。

「ヒロ様は最近このキャラのスタンプを使ってますよね」

「そうだな」

「そうなんですね。それじゃあこれとこれとこれを買っていきます」

　そう言ってクリスはやさぐれ犬とコミカル単眼エイリアンと猫リスの小さなフィギュアをまとめて手に取った。そして自分の小型情報端末でササッと代金を支払い、大事そうに腰のポーチにしまい込む。

「クリスちゃんが使ってたのはこのキャラクターでしたよね？」

　そう言ってミミがデフォルメ擬人化された黒猫のようなキャラクターの小型フィギュアを手にする。ああ、このキャラクターには見覚えがあるな。

「う……こ、これも買います」

　これで四人のキャラクターフィギュアが揃そろったわけだ。なんだかこういったものを買って喜んでいるのを見ると、大人びているクリスにも年相応なところがあるんだなと微ほほ笑えましい気持ちになる。

「……ヒロ様にそんな顔で見つめられるとなんだかすごく恥ずかしいです」

　どうやらクリスの羞しゆう恥ち心しんをいたく刺激してしまったらしい。頰ほおをほんのりと紅あかく染めて上目遣いで見上げてくるクリスに声をかけようとしたところで、誰かが無遠慮にこちらへと近づいてくるのがわかった。剣の修練を積んでからというもの、人の気配というものに敏感になってしまったな。

　俺の雰囲気が変わったのを察したのか、エルマとクリスも俺が視線を向けた方向に同じく視線を向ける。

　こちらへと近づいてきている人物は見覚えのない男であった。身なりは悪くはない。着ている服は若干くたびれているように思えるが、それなりに仕立ての良さそうな服──それこそ地球で言うところのビジネススーツのような服である。しかしなんと言えば良いのか……滲にじみ出でる気配がどうにも友好的な感じには思えない。

　まるで楽に狩れる獲物を見つけ、ほくそ笑む野の良ら犬いぬの如ごとき気配である。有り体に言えば、嫌な気配だ。悪意を感じると言い換えても良い。

「気に入らんな」

「気が合うわね」

「えっ？　えっ？」

　俺の呟つぶやきにエルマが同意し、突如変わった俺達の雰囲気にミミが動揺している。クリスはつい先程まで見せていた可愛かわいらしい表情を引っ込め、オニキスのように輝く瞳ひとみを静かにその人物に向けていた。

「これはこれは、このような場所でお見かけするとは……総督閣下、ご機嫌麗しゅう」

「……」

　近づいてきた男は俺達の前に立たち塞ふさがり、慇いん懃ぎんな態度でクリスに向かって挨あい拶さつをしたがクリスはそれに応こたえず、ただジッと彼に視線を向け続けた。用件があるならとっとと言えということか、それともお前の挨拶に応える気はないという意思表示か。

「おっと、これはご無礼を。私、セラエノタイムスのビャッキーと申します」

　そう言って男はニンマリとした笑みを浮かべながら右手で左手首を軽く叩たたき、左の手の甲の辺りにホログラム──恐らくはセラエノタイムスとやらの社員証か何かと思われるもの──を投影してみせた。ふん？　ブレスレット型の簡易端末か？　面白いな。

「……」

　男が自己紹介をするが、クリスは相変わらず何も話さない。ただジッと無機質な視線をセラエノタイムスのビャッキーと名乗った男に向け続けるのみである。

　クリスはまだ成人前の女の子だが、由緒正しい貴族の子女であり、この星系の統治をダレインワルド伯爵から任されている総督である。つまり、この星系における権力のトップだ。

　そんな彼女からいかにも今の貴方は私の機嫌を大いに損ねていますよと言わんばかりの視線を向けられ続けるのは相当な重圧であろう。実際にそんな視線を向けられ続けている彼の額には冷や汗が浮かんできているようだ。

　ちなみに、俺はいつでもクリスの前に出られるよう彼女のすぐ横に控えている。エルマは逆に数歩離れた場所で周りに視線を飛ばしている。俺が目の前の不審人物に対する備えで、エルマが遠とお間あいから何か良からぬことをしようとしている者がいた場合の備えだ。ミミは動揺しながらもクリスのすぐ後ろに控えている。

「ええと、そのですね……おお、貴方は傭よう兵へいのキャプテン・ヒロですね？　総督閣下とは個人的な親交が？」

「……」

　話の矛先を俺に向けてきたので、俺もクリスに倣って無言で相手を見返すだけに留めてみることにする。というか、こいつは何がしたいんだ？　こうして一緒にいるのを見れば凡そ一いち目もく瞭りよう然ぜんだと思うんだが。まぁ、裏を取るというか言質を取るのが目的なのかね？

「は、はは……ご両人とも寡黙であらせられますな。無駄話は好まれないようなので、単刀直入に……総督閣下が今の地位を得る前にご両親と叔お父じ君が相次いで亡くなられているということで、世間では総督閣下が何らかの謀略を用いたのではという噂うわさが──」

　クリスと俺の手が動いたのはほぼ同時だった。クリスの右手が稲妻のような速さで左腰に差されている短剣の柄つかへと伸び、抜剣できないように俺の右手がその短剣の柄頭を押さえる。危ねぇ。俺が止めてなかったら抜いてたぞ、これ。

「……私のお父様とお母様は私の命を守るためにその身を犠牲にしました。二人の最期を愚ぐ弄ろうする者は決して許しません。必ず報いを受けさせます。覚えておきなさい」

　そう言うクリスの横顔は俺が見たことがないほどに険しいものだった。さもありなん。クリスの言う通り、彼女の両親は彼女の叔父が放った暗殺者の魔の手から彼女を逃がすためにその身を挺ていしたのだ。それをクリス自身が謀略によって殺したのでは？　とか言われれば激怒するのも当たり前である。

「俺が止めてなかったら今いま頃ごろ真っ二つだぞ。とっとと消えろ」

　俺の言葉にビャッキーと名乗った男は顔面を蒼そう白はくにしたままガクガクと頷き、そのまま全速力で逃げていった。それを見送ってからクリスの短剣の柄を押さえていた手を放す。すると、クリスとばっちり目が合った。

「……つまらない小物を斬っても仕方がないだろ？」

「……はい。ありがとうございます」

　そう言ってクリスは己の短慮を恥じ入るように目を伏せた。いや、命を懸けてクリスを守ってくれたご両親をクリス自身が謀殺したとか言われたらキレるのも当たり前だと思うけどな。でも、ここであいつを叩き斬ったところでその噂が消えるわけでもなし。逆にクリスの自制心が問題視されることになっていたかもしれない。あそこは止めるのが正解だっただろう。

　まぁ、本当に斬り殺すつもりだったかどうかはわからないけどな。

「ちょっと喉のどが渇いたわね。どこかで休憩しない？」

「そうだな。どこかでゆっくりするか」

　休憩を提案したエルマの言葉に同意し、ミミに振り返って目配せすると、ミミはタブレット型端末を専用ポーチから取り出して自信ありげに胸を張ってみせた。

「お任せください。ぬかりはありません」

「そいつは重畳。ここはミミのリサーチ力に頼るとしよう」

　というわけで、ミミの導きに従って座って飲み物を頂ける場所へと移動する。その場所は人がごった返す商業区画から少し外れたところにあった。

「あら、雰囲気良いわね」

「そうですね」

　エルマとクリスは店の雰囲気が気に入ったらしい。俺？　俺はこういうのの良し悪しは正直よくわからんのだよな。ただまぁ、エルマとクリスが言う通り落ち着ける雰囲気の店であるようには思える。店内は眩まぶしすぎず、かといって薄暗すぎもしない絶妙な明るさで、掃除も行き届いている。この世界の食堂とかは結構普通にゴミとか散乱していることがあるので、清潔さという面では抜きん出ているとも言える。俺としてはそれだけで得点高めだな。

『いらっしゃいませ。四名様ですね？』

「ああ、そうだ」

『こちらへどうぞ。お席へご案内いたします』

　そう言って俺の腰くらいの高さしかないタワー状の案内ボットがスイーっと店の奥のほうへ滑るように移動していく。店内には女性客の姿が多いように感じる。実際には人間以外の客もいるので、本当に女性客が多いのかどうかと言われるとちょっと微妙なところだが。

　俺達が案内されたのは奥まった場所にあるテーブル席だった。

「私は何か冷たいものにしようかしらね」

「私は温かいお茶が良いです」

「あ、ヒロ様。お菓子とお茶のセットがありますよ」

「それにするか。クリスもどうだ？」

「ええと……それじゃあ私もそれで」

　結局エルマ以外はお菓子とお茶のセットを注文することになった。

「なんだかこうして皆さんと一緒にいると、これが本当の私なんじゃないかと思ってしまいます」

「本当のクリスちゃんですか？」

「皆さんは私を歳とし相応の無力な小娘として扱ってくれるでしょう？　だから、勘違いしてしまいそうになるんです」

　そう言ってクリスが困ったような笑みを浮かべる。ふむ、なるほどね。恐らくだが、クリスは今の自分の生き方にちょっと無理を感じているんだろうな。それも仕方のない話のように思える。クリスはミミよりも歳下で、グラッカン帝国においても成人とはまだ認められないような年齢なのだ。にも拘かかわらず、彼女はダレインワルド伯爵家の跡継ぎとしての責務をその小さな体で必死に受け止めようとしている。両親を失って間もないってのにな。

「クリスが本当にそう望んで、後悔しないって言うならこのままクリスを連れて行っても良いぞ」

「ちょっと、ヒロ？」

　俺の発言を咎とがめるようにエルマが俺にジト目を向けてくる。まぁ、そんなことをしたら伯爵閣下は激怒するであろう。俺もグラッカン帝国においては名誉子爵の称号を賜っている身なので、いきなりお尋ね者になったりはしないだろうが……これ以上無い面倒事を抱えることになるというのは想像に難くない。

「甘い……それはあまりに甘い誘惑ですね、ヒロ様」

　クリスが苦笑いをしながらそう呟いたところで先程の案内ボットとは別の配はい膳ぜんボットが注文した品を届けに来た。各々の前に注文品が配膳され、全員が無言でお茶を一口飲む。

「ですが、ヒロ様。前は私を連れていってはくださらなかったではないですか……？」

　お茶を一口飲み、視線をカップの中に落としたままクリスがそう言った。うん、それはそう。

「あの時とは状況が違うからな。あの時のクリスはダレインワルド伯爵家に帰るべきだったし、あの時の俺は少し腕の立つ名もなき傭兵でしかなかった。でも、今の俺はゴールドスター受勲者で名誉子爵でプラチナランカーだ。多少の無茶は通せるさ」

　ダレインワルド伯爵とは揉もめることになるだろうが、上う手まく立ち回れば致命的なことにはなるまい。それでもまぁ、間違いなく失うものは多いだろう。しかも信頼や名誉を失うのは俺だけではない。恐らくクリス個人やダレインワルド伯爵家にも相当なダメージが入ることになる。

「今のクリスを見ていると心配になる。そうまで急ぐ必要があるのかってな。もう少しモラトリアムってものがあっても良いんじゃないか」

　クリスは良い子だ。自分を助けるために亡くなった両親の跡を立派に継ぎ、一日も早くダレインワルド伯爵に、何より周囲──というか貴族社会に認められるようになるため、身を粉にして一人の貴族としての務めを果たそうとしている。

　だが、彼女はまだ子供だ。身体強化により大抵の大人を凌りよう駕がする力を手に入れ、脳の処理能力を飛躍的に高めたとしても、まだ成人とは認められない年齢の少女なのだ──などと難しげな理論を脳内で捏こねくり回しても仕方がないな。そもそもガラじゃない。

「まぁ、ストレートに言えば激務でボロボロになってるクリスを見るのが忍びないってだけなんだが。クリスが望んでそうしてるなら良いけど、伯爵に命じられて嫌々やってるってんなら反抗期の手助けくらいはしてやろうかってな」

　年端もいかない少女に星系一つ任せて全すべて差配せよってのは軽く児童虐待ではなかろうか？　いやまぁ、この世界の、そしてグラッカン帝国貴族の倫理観と俺の倫理観が相容れないだけなのかもしれんが。

「……ヒロらしいといえばヒロらしい理由ね」

「そうですね。困っている可愛かわいい女の子を見ると放っておけないですもんね、ヒロ様は」

「そりゃ男よりは可愛い女の子を優先するわな。野郎は自分でなんとかしろ」

　俺は博愛主義の聖人君子じゃないからな。

「でも、可愛かったり美人だったりすれば誰だれでも助けるってわけじゃないぞ」

「そうかしら？　まぁそうなのかもしれないわね。それで、クリスはどうしたい？　私達と一緒に面白おかしくも危険とスリルに満みち溢あふれた傭兵生活を送りたい？」

「……いえ、やめておきます。とても、とても心こころ惹ひかれますけれど……私はダレインワルド伯爵家のクリスティーナですから。ただ……」

「ただ？」

「ヒロ様が私のためにそこまでの労苦を背負ってくれるというのであれば、代わりにお願いしたいことが一つだけあります。聞いてくれますか？」

　クリスが甘えるような上目遣いを俺に向けてくる。うん、可愛い。しかし軽々に応じて良いものかどうかは判断しかねるな。

「とりあえず聞くだけなら。できないことはできないってはっきり言うぞ？」

「はい、聞いてください。それはですね、いつか羽を休める場所を定める時が来たならば、その時は私を頼って欲しいんです」

「うーん」

　クリスの申し出を聞いて思わず唸うなり声を上げる。メイとも相談したことがあるが、ダレインワルド伯爵家を頼ればそれなりに優遇されそうではある。ただ、そうなればダレインワルド伯爵家に利用される部分も出てくるだろうという話でもあった。将来的にミミやエルマとの間に子供が出来て、ダレインワルド伯爵家の領地に家を建てたとする。そうすれば否いや応おうなくダレインワルド伯爵家とは今より深く関わることになるだろうし、あちらから便宜を受ける代わりに何か仕事を依頼される可能性も出てくるだろう。最悪、家に残した家族を人質に取られて何かを強要される可能性もある。

「わかった。まず一番に頼る。ただ、決めるかどうかはその時の判断次第だぞ？」

「はい、それで良いです。それなら、私はいずれヒロ様達の帰ってくる場所を作るんだって、そういう気持ちで頑張れますから」

　クリスはそう言って微ほほ笑えんだ。うーん、健けな気げ。とても健気だ。ミミなんてその健気さに胸を打たれたのか、無言でクリスに抱きついてるし。

「丸く収まってよかったわ。あんまり焦らせないでよね」

「そりゃ悪かった。でも、俺はこうなると思ってたよ」

「本当？」

「本当さ」

　そう言って俺はエルマに肩を竦すくめてみせる。クリスは良い子だけど、良い子なだけじゃなく強い子だからな。それでも耐えられないなら逃げ場になろうかと思っていたが、やはりそれは無用の心配だったらしい。
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「ダレインワルド伯爵家からのお仕事はこれで終了ですね」

　クリスと共にコーマットⅢへと降下し、最終的にコーマットプライムコロニーで遊んで過ごしたあの日から更に数日。当初の予定通り、一ヶ月の任務を終えたということで俺はコーマットプライムコロニーにあるクリスの執務室へと足を運んでいた。

　此度のダレインワルド伯爵家からの雇用契約は最低一ヶ月、一ヶ月ごとに契約更新をするかどうかの確認を行い、最大で三ヶ月間働くという内容で締結されていた。

　この一ヶ月間で多くの宙賊を倒し、拠点を叩たたき潰つぶし、その宙賊に加担することによってダレインワルド伯爵家への妨害工作を行っていたイクサーマル伯爵家縁の人物──であったと思われるものを討伐しと、なかなかに忙しかったわけだが、その結果として宙賊どもの活動はなりを潜め、一時的にかもしれないが星系の治安は格段に良くなっている。

「ヒロ様は私とお祖じ父い様が期待した通りの働きをして下さいました。今回の依頼の評価に関しては傭よう兵へいギルドにしかと報告させて頂きますので、ご心配なく。報酬も明日にはヒロ様の口座に振り込まれる手て筈はずとなっています」

「それは何よりだ」

「寂しくなります。本当はヒロ様達にはずっと側そばにいて欲しいです」

　俺だけでなくミミもエルマもクリスのことは気に入っていると思う。だが、俺達は傭兵だ。最終的に腰を落ち着けるその時は来るだろうが、それは今じゃない。

「……すまん、そのお願いは聞けない」

　時刻としてはもうじき夜、と表現しても差し支えない頃だ。大きな執務机の向こうに座っているクリスの更にその後ろ、大きな窓の向こうにはコーマットプライムコロニーの『夜景』が輝いている。コーマットプライムコロニーではコロニー標準時十八時から明朝五時までの間、コロニー内の空間照明が落とされてまるで夜のようになるのだ。

　その夜景を背負ったまま、クリスはじっと俺の顔を見上げてきた。

「私の気持ちは今でも変わっていません」

「……ありがとう、と言うべきかな」

　真まっ直すぐに俺の目を見ながらそう言うクリスに俺はそう返事をするのがやっとだ。ここで何か一つ気の利いた言葉でも口にすることができれば一端の女たらしにでもなれるのだろうが、残念ながら俺にはそこまでの甲か斐い性しようが無いようである。

「ヒロ様と再び顔を合わせられるのはいつになるのでしょうね？」

「それは……わからないな」

「そうですね。ヒロ様は仕事でもなければ私のような面倒な小娘とは顔を合わせたくもないのでしょうから」

「そんなことはないって。それは流石さすがに言いすぎだ」

　確かにクリスと男女の関係になるのは色々と問題があるので俺としてはＮＧだが、だからといって疎んじているというわけではない。互いの立場上どうしても相容れない部分はあるが、クリスのような美少女に慕われて嫌な気分になるわけがないじゃないか。

「では、ヒロ様は私を嫌っておいでではないのですね？」

「……おいでではないです」

　クリスのオニキスのように輝く瞳ひとみが妖あやしい色を帯び始めたような錯覚を覚え、俺は思わず一歩後あと退ずさる。なんだろう、俺の頭の中に警鐘が鳴り響きつつあるような気がする。

「ところで、今日はお一人なのですね」

「ああ、うん。ミミもエルマも今日は船にいるって言ってな……メイはメディア各社が持ち帰るデータの最終チェックで忙しいようだったし」

「なるほど。ヒロ様、私は心配です」

「心配？」

　頰ほおに手を当て、困ったような表情で首を傾かしげているクリスに俺も首を傾げて見せる。先程一瞬見えた妖しげな雰囲気はどこへやら、クリスは本気で俺を心配しているかのように見える。

「これからヒロ様は貴族に接する機会も増えると思います。その中にはヒロ様の力や船を欲し、それを我がものとするために謀略を巡らせてくるような者もいるでしょう」

「なるほど。そういうこともあるかもしれないな」

　クリスの言葉に素直に頷うなずく。確かに、そのような人物に目をつけられる可能性はなきにしもあらずだ。今後はより一層気をつけるとしよう──と考えて顔を上げると、クリスがニコニコと満面の笑みを浮かべており──そして何な故ぜか、その手は自らの衣服へとかけられていた。

「何を……？」

「きゃー」

　クリスが悲鳴を上げた。いや、これは悲鳴なのか？　声量は普段話す声と変わらないし、何より台詞せりふそのものが棒読みである。

「いけません、ひろさまー」

「えっ？　えっ!?」

　クリスの手がゆっくりと動き、プチ、プチ、と彼女の衣服のボタンが、或あるいは留め具が外されていく。彼女自身の手によって上着が緩められ、薄手の肌着と少し上気してほんのりと桜色に染まっている首元が晒さらされる。いや、待て。待ち給たまえ。

「ああっ、だめですひろさまー。そんな、らんぼうにー」

「ちょ、えっ!?　何!?　何やってんの？」

「そして仕上げにこのボタンを押して護衛を呼び出す、と」

「スタァァァップ!?」

　クリスが彼女の執務机に備えられている小さな卵型のオブジェクトに手を伸ばそうとしたので、慌てて執務机に駆け寄って彼女の手首を摑つかみ、その暴挙を止める。

「うふふ、この現場を見られたら言い逃れできませんね？」

　息がかかるほどの至近距離でクリスがいたずらっぽく笑い、挑発するように俺の顔を見上げてくる。上気した頰と、瑞みず々みずしい唇、それに真っ白な首筋が何故だか妙に色っぽく見えてしまい、俺は視線を横にずらした。

「クリス、こういう悪いた戯ずらは良くないと思う。いくら親しい間柄でも、こういうのは良くない」

「はい、ごめんなさい。でも、気をつけてくださいね？」

「……何をだ？」

　と、そう問いかけてクリスに顔を向けた瞬間、クリスは俺に摑まれていない左手を俺の首へと回し、狙ねらい澄ましたように俺の唇に自分のそれを重ねてきた。

　柔らかな感触に驚いて硬直してしまった俺からほんの少しだけ身を離し、クリスは上目遣いで俺の顔を見上げてくる。

「悪い貴族の女性ならこんな風に無理やり既成事実を作って、なし崩し的に関係を持つことを強要してくるかもしれませんから。絶対に一人きりで私以外の貴族の女性と会っちゃいけませんよ？」

「……はい」

　なんということだろう。御前試合で貴族達と切り結んで勝利を収め、コーマットⅣでは凶暴な生物兵器や貴族の剣を操る強大な化け物とすら戦って生き残った俺が、クリスにかかればこのざまだ。

　俺の素直な返事に気を良くしたのか、クリスは悪戯猫のような表情を浮かべて俺からスッと身を離した。そして見せつけるようにゆっくりとはだけていた上着を着直していく。完全に挑発されているようだが、俺は動かない。俺がロリコンだったら危なかった。

「……本当に既成事実を作ってくれてもいいんですよ？」

「誘惑するのも程々にしなさい……まったく、ちょっと見ないうちに随分と悪い子になったんじゃないか？」

「女の子の成長は早いんですよ。特に、恋する女の子の成長は」

　そう言ってにっこりと笑うクリスに俺は口を閉ざすしかないのであった。
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「おんなのこ、こわい」

「女性恐怖症の急性発症ですか？」

　こてん、と首を傾げながらメイが微妙に的はずれなことを言う。

　いや、別にそこまで深刻ではないけれどもね。帰り際に「また会いに来てくださいね。あまり長く会いに来てくださらなかったりすると、寂しさのあまりお祖父様に胸の内を吐露してしまうかもしれませんから」なんて言われてしまってはこんな感想を抱いてしまうのも致し方あるまいて。

　まぁ、クリスのことだから本気ではなくジョークだと思うけど。ジョークだよな？

「いや、大丈夫だ。多分大丈夫だ。問題はない」

「そうですか。それは何よりです」

　メイがそう言って頷き、大きなスクリーン──ブラックロータスのコックピットに設置されているメインスクリーンにいくつもの動画を表示させる。それはクリシュナが宙賊艦を撃破する様子であったり、帝国航宙軍の戦艦が一斉砲撃を行う様子であったり、クリシュナを含む航宙艦の近接航空支援で殲せん滅めつされるグラップラーやブルの姿であったり、砂さ塵じんの中で剣を振るう俺やセレナ中佐の姿であったりした。

「各社メディアの録画したデータに関しては全すべてチェックを終えました。艦内のセキュリティに関する部分は検閲済みです」

「ありがとう。大変だっただろう？」

「多少時間は取られましたが、些さ細さいなことです」

「そうなのかもしれないけど、ありがとうな。何かご褒美でも出してやりたいけど、メイにはどんなものをご褒美にすればいいんだろうな？」

　基本的にメイには物欲というものが存在しないようで、賃金などを受け取ろうとしない。なので、今ひとつどのようにして彼女に報いればいいのかということがわからないのである。

「ご褒美ですか？」

「うん、ご褒美。いくらメイがメイドロイドで、俺のために働くことが仕事なんだとしても、こうして苦労して仕事をこなしてくれる以上、俺が何かしらの形でメイに感謝の気持ちを示すというのはそこまで変なことじゃないと思うんだ」

「なるほど。それでは」

　メイは無表情のままパッと両腕を広げた。まるで抱擁を求めるかのような仕草だが？

「私を抱きしめてください」

「うん？」

「メイドロイドはご主人様にハグされることでゴシュジニウムという物質を補給することができ、それによって性能が向上するのです」

「うん？　まぁ、ハグしろと言うならするけども」

「はい」

　メイドロイドジョークだろうか？　などと考えつつ両腕を広げてハグ待ち状態のメイに近づき、望み通りに抱きしめてやることにする。すると、メイもそっと俺の背中に腕を回して抱きついてきた。どうしてメイは機械なのにこんなにいい匂においがするんだろうな。身体からだが温かいのは相応の動力があるからなんだろうけど。

　特殊な金属製の筋繊維と合金製の骨格を持つはずなのに、彼女の身体は本物の女性と変わらない柔らかさまで兼ね備えている。クリシュナよりもブラックロータスよりも何よりも、実はメイがこの世で一番不思議な存在なのかもしれない。

　暫しばらくメイと抱き合い、どちらからともなく身を離す。そうして謎のハグタイムを終えたメイの表情はいつのもの無表情ではなく、どことなく嬉うれしそう、かつ満足げな雰囲気を感じさせるものであった。本当に僅わずかにだが、口角が上がって微ほほ笑えんでいるようだ。

「ごしゅじにうむとやらは補給できたか？」

「はい。凡およそ４％ほど処理能力が向上したようです」

「それは何より」

　多分メイドロイドジョークなんだろうけど、本当に４％も向上してたら凄すごいな。毎日ハグしてたらすぐにメイの性能が二倍以上になりそうだ。

　さて、後はメディアスタッフの足が手配できればこの星系ともおさらばだな。何か忘れているような気もするけど、まぁ大したことではないだろう。

　イクサーマル伯爵家が今後どうなるかは若干気になるし、あの四本剣の化け物が本当にゲリッツとやらであったのかも気になるが、知ったところで俺の好奇心が満たされるばかりで何か具体的な利益があるわけではない。
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　対して真相を知るリスクというのは相応に高い。真相を知ったばかりにイクサーマル伯爵家に狙ねらわれる、なんてことが起こらないとも限らないしな。準備ができ次第とっととお暇いとまするのが利口というものだろう。
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　メディアスタッフ達も撤収し、物資などの補給も終え、ブラックロータスとクリシュナの出港準備が整った。鹵ろ獲かくした船も全て捌さばき終え、整備士姉妹は久々の休暇を満喫している。具体的には昨晩遅くまで二人で酒盛りをしていたようで、もうじき昼というこの時間になっても部屋から出てきていない。メイ曰いわく、バイタルは安定しているとのことなのできっと寝ているのだろうと思われる。

「うーん、空荷で出港するのは勿もつ体たいないですね」

「仕方ないわよ。コーマットプライムコロニーは好景気、高需要で何もかもが高いし」

「道中の交易コロニーに寄って何か良さげな交易品を見繕っていくしかないだろうな」

　どうせ出港するなら小銭稼ぎに何かしら荷物を運んでいったほうが良いのだが、エルマの言う通りコーマットプライムコロニーでは何もかもが高騰気味であり、ここで荷を積んでいくのは今ひとつ効率が悪かった。ここに荷を運んでくる分には大層儲もうかるんだろうけどな。

「メイ、リーフィル星系へのルート設定は大丈夫か？」

『はい。全て滞りなく。いつでも出港可能です』

「わかった。急ぐ旅でもないから、道中の交易コロニーにはできるだけ寄っていくとしよう。リーフィル星系で売れそうなものを見繕って荷を積んでいく」

『承知致しました。それではニーパック星系のゲート通過後に存在する交易コロニーに寄港するように航海スケジュールを設定します』

「そうしてくれ。それじゃあ、出港だ」

『はい。出港手続きを開始致します』

　そう言ってホロディスプレイに表示されていたメイの姿が消え、少しするとブラックロータスが動き始めたのが感じられた。ブラックロータスの休憩スペースには外が見える窓などはないので、外の様子を見るために外部の光学センサーが拾っている映像をホロディスプレイに表示させる。

「……あっ」

「あー……」

「あらー……」

　メイが操作しているのだろう。光学センサーが拾っている外部映像に映っているとある人物の姿が拡大表示される。

　それは白い軍服を身に纏まとい、腰に大ぶりの剣を差した女性であった。一見、彼女は出港しつつあるブラックロータスの姿をにこやかに見送っているように見えるが……完全に目が笑っていなかった。

「ヒロ、セレナ中佐に挨あい拶さつは……？」

「えーっと……ハハッ」

　何か忘れているとは思っていたが、そうか。セレナ中佐に挨拶をするのを忘れていたな、ハハハ。

　俺達が光学センサー越しに彼女の姿を見ているということを確信しているのか、彼女の口がゆっくりと動く。

「えーと……か、し、ひ、と、つ、で、す、よ？」

「それは横暴だろう……？」

　ミミがセレナ中佐の唇の動きから読み上げた言葉にツッコミを入れる。どちらかというと今回は俺がセレナ中佐をお世話したんだが？　いや、挨拶を忘れてさっさとお暇するってのは俺も不義理だとは思うけど！　思うけどさ！

「……まぁ、これはヒロが悪いわね」

「……うーん、擁護できません。ごめんなさい、ヒロ様」

「えー……」

　二人から同時に下されたアウト判定に不満の声を上げて抗議するが、判定は覆らなかった。くそう、ここでクルーの裏切りに遭うとは。

　そうしているうちにブラックロータスはコーマットプライムコロニーから出港し、セレナ中佐の姿も見えなくなった。次に会った時に今回のことをネタに無理難題を吹っ掛けられないように祈っておくとしよう。

『航路設定完了。超光速ドライブ、チャージ開始します。カウントダウン。５、４、３、２、１……超光速ドライブ起動』

　メイの宣言と同時にドォン！　と轟ごう音おんが鳴り響き、ホロディスプレイに映っていた星々が光の矢と化して後方へと流れて行き始める。

「ウェリック星系、ジーグル星系、メルキット星系を経由してニーパック星系のゲートウェイを通過、その後四星系を中継してリーフィル星系か」

「今度こそは穏やかな旅程になりそうですね……なりますよね？」

「多分。恐らく。きっと」

　銀河地図を見たところ、リーフィル星系はバリバリにグラッカン帝国の勢力圏内で、セキュリティレベル評価も高い。それはつまり、星系軍や帝国航宙軍の警備がしっかりとしており、宙賊の被害が少なく、他国からの侵略や宇宙怪獣などの脅威も少ないということだ。

　それはつまり、俺達のような傭よう兵へいの活躍の場が少ない星系ということでもある。傭兵としてはあまり旨うま味みのない星系だな。

「そうなると良いわねぇ……」

「えっ、なにそれは。何か心当たりがあるのか？」

「うーん……まぁ、多分大丈夫だと思うけどね」

　エルマが言葉を濁す。割と直ちよく截せつに物を言うエルマにしては珍しい態度……いや、貴族関係や家族関係の話題に関しては言葉を濁すことが多かったからそうでもないか。ということはつまり、そっち関係で何か面倒事があるのだろう。

「またシスコンお義に兄いさんみたいな面倒事じゃないだろうな？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……まぁ、現地で見てもらったほうが早いわよ」

「いや、今言えよ……」

「言葉では説明しづらいの」

　そう言ってエルマは苦笑いを浮かべる。なんだかこれはまた面倒事が起こりそうな気配じゃな？

　いつも通りと言えばいつも通りなんだけど、もう少し平穏無事な生活を送りたいもんだ。




　そう考えながら俺は嘆息し、休憩スペースのソファに背中を預けて天井を見上げるのであった。








あとがき









『目覚めたら最強装備と宇宙船持ちだったので、一戸建て目指して傭よう兵へいとして自由に生きたい』の８巻を手に取って頂きありがとうございます！　ついに８巻です。やったぜ。




　相変わらずゲームをしながら日々を過ごしています。ここ暫しばらくは褪あせ人になっていましたね。お気に入り武器は大おお槌つち二本装備でジャンプ攻撃！　あとはブンブン振りまわす技とか。

　やはり暴力、暴力は全すべてを解決する……！

　他にはヴァイキングのような暗殺者のような何かになって河川沿いの村とか修道院を略奪するゲームとか、錬金術師のアトリエを運営するゲームをひたすらやったりだとか……うん、インプットは大事ですからね！　これも修練ですよ。はっはっは。




　作者の近況報告めいた何かは横に置いて本編の話をしましょう。

　今回はテラフォーミングと惑星植民、それにまつわる貴族絡みの陰謀がお話のメインになっています。そして前巻でチョロっと顔を出していたクリスが三、四巻以来の本格的な再登場です。

　セレナ少佐もとい中佐殿はある意味レギュラーキャラみたいなものですが、今回は彼女が活躍する場面も多いですね。そんな二人にヒロはブンブン振り回されるわけですが。

　そして今回の目玉は劣悪な環境下における陸戦です。砂さ塵じんの吹き荒すさぶテラフォーミング中の惑星で生物兵器相手に生身で戦わされるヒロかわいそう……一体誰がこんなことを。ああ、無理矢理引きずり込んだのはセレナ中佐ですね。セレナ中佐は悪いやつだな！




　本巻の内容はこれくらいにして、今回も作中であまり公開される見込みのないちょっとした設定を公開するコーナーに行きましょう。

　今回は作中に登場したニーアとズィーア、その種族についてにしましょうか。

　まず、ぶっちゃけて言うとニーアのモデルは宇宙的恐怖を扱った超有名小説に出てくる無貌の神で、ズィーアのモデルは同じ世界観の小説群に登場する炎の化身みたいな神格がモデルとなっています。原作通り犬猿の仲なわけですが、ズィーアが炎のように輝く体毛を持つ獅し子しの獣人になっているのはこの作品のオリジナルの味付けですね、はい。

　ニーアの種族は数としては激レア種族だが能力が非常に高く、享楽的な性質を持つ者が多い、といった感じのヒューマノイド異星人の一種で、ズィーアの種族は豪放で直情的な面が多く、生命力が非常に強いという性質を持つヒューマノイド異星人といったところです。御本尊とは関係があるようで殆ほとんどありません。きっと。多分。恐らく。

　ただ、この二種族は故郷が近く、かつては恒星間戦争もしたことがあるので仲が悪いです。

　今では過去の因縁から反りが合わない程度になっていますが、昔は顔を合わせると殺し合いが始まるほど仲が悪かったそうな──といった感じの設定となっています。




　さて、語らせていただいたところで今回はこの辺りで失礼させていただきます。

　担当のＫさん、イラストを担当してくださった鍋なべ島しまテツヒロさん、本巻の発行に関わってくださった皆様、そして何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。




　次は九巻で会いましょう！　きっと出る！　出ろ！
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異世界ウォーキング　～エレージア王国編～　電子特別お試し版　（著：あるくひと　イラスト：ゆーにっと）
















　異世界に召喚された日本人、ソラが得たスキルは「ウォーキング」。「どんなに歩いても疲れない」というしょぼい効果を見た国王は彼を勇者パーティーから追放した。

　だがソラが異世界を歩き始めると、突然レベルアップ！

　ウォーキングには「１歩歩くごとに経験値１を取得」という隠し効果があったのだ。鑑定、錬金術、生活魔法……便利スキルも次々取得して、異世界ライフはどんどん快適に！

　拾った精霊も一緒に、のんびり旅はじまります。








プロローグ









「それじゃソラ君。今日はこれを頼むよ」

　顔かお馴な染じみの依頼者から渡されたのは、登山にでも行けそうなくらい大きなバックパックが一つ。誇張なく言うと、幅は俺の体の倍以上もあり、さらにはバックパックに載せるように追加で荷物が縛られている。まるで限界にでも挑戦しているようだ。

　ショルダーストラップを持つとズッシリと重い。見た目を裏切らない重量物が詰まっているようだ。

　背負えば見た目通りの負荷が肩に、体にかかる。この世界の人の平均的な体力は分からないが、以前これと同じような大きな物を運ぶ時に、大の大人が数人で苦労していたのを見たことがあるから、今の俺の体力は一般の大人よりも多いのだろう……違うな、それ以上か。

　それでも気を抜けば思わずよろけてしまいそうなほど重いが。




「おぉ、マジか」

「あれを持ち上げるのか!?」

「なんてこった……」

　持ち上げると依頼人から感嘆の声が上がる。賭かけ事ごとの対象になっていたのか、その後ろでは従業員らしき人たちが喜んでいたり、悔しそうにしていたりする。賭けをするためにあえて荷物を増やしているなんてことはないよね？




「それじゃ行ってきます」

　声を掛け、一歩踏み出す。

　すると今まで重くのしかかってきた重さが噓のように消えて、丸まっていた背中がピンとなる。

　スキル「ウォーキング」の効果「どんなに歩いても疲れない」が発動した。これこそが異世界に召喚された俺が持っていた唯一無二のスキルだ。もっとも俺を召喚した奴らには不評だったが。

　その姿を見て周囲から再び感嘆の声が上がるが、立ち止まることなく先を急ぐ。




　歩き出すと、白い物体がフワフワと近付いてきた。

　正体不明のそれは、聞いた話を信じるなら精霊。色は雪のように真っ白で、見た目は丸々としていて毛がモコモコしている。

　本来精霊は普通の人には見えないらしいが、何な故ぜか俺は見ることが出来ている。そして何故か俺の後をついてくる。理由は依然として謎だが、害はないから放っておいている。

　噓です。時々チラ見してその様子を眺めながら癒いやされています。ペットを飼ったことはないが、きっとペットを飼う人たちはこんな気分ではないだろうかと思っている。気分屋で、時々姿を消してはいなくなるところは、猫に似ているのかな？　見た目はアンゴラ兎うさぎっぽい感じだけど。

「それじゃ今日も一緒に行くか？」

　俺の囁ささやき声に、楽しそうに周囲を飛び回りながらついてきた。




　ギルドで受けた複数の配達依頼の荷物は、背負しよい子こにまとめて持っているから、一件回るごとに徐々に重さが緩和されていく。荷物が減っていくからね。もっともスキルの恩恵で歩いている時は重さを感じないから苦にならないけど。

　他人からは重い荷物を持って大変そうに見えるけど、俺自身は余裕がある。周囲の物珍しい景色に目を向けることだって出来るし、何よりスキルの隠し効果である「一歩歩くごとに経験値１取得」もあるから、配達で歩けば歩くほど楽しみが増える。

　だってウォーキングスキルのレベルが上がるとスキルポイントが獲得出来、そのポイントを使って新しいスキル……【鑑定】【生活魔法】【気配察知】【剣術】などを覚えることが出来たのだから。さらにステータスも上昇するから、歩けば歩くほど勝手に強くなっていく。

　この世界は地球と違い自動車や電車なんていう便利な交通手段がない。乗り物と言えば馬車だ。

　だからこそどれだけ歩いても疲れないというのは物もの凄すごい価値がある、と俺は思っている。




　途中で寄った道具屋で荷物を受け取り歩き出す。昼時ということで次の届け先への通り道である、屋台の立ち並ぶ通りを目指した。通称屋台街。勝手に俺が命名しているだけだから非公式の名前だ。向こうの世界の人が見たら、きっと何の祭りだと言うに違いない。

　大きな荷物を持っての歩行は本来なら邪魔になるが、何故か道行く人が俺を避けて先を譲ってくれる。

「今日のスープは一味違うぜ。一杯どうよ」

「ソラちゃん、そっちのスープよりウチのスープの方がいいよ。まけとくよ！」

　ライバル店同士が互いを罵ののしっているけど、いつもの光景だ。それにこの二人、こんなんでも夫婦で、初めて聞いた時は驚いた。一緒にやればいいのにと思ったら、譲れないものが二人の間にはあるようで別々に屋台を出しているそうだ。

「喉のどは渇いてないか？　冷えた果実水があるぞ！」

「ソラ君。今日は野菜と肉の炒いため物が安いよ～」

　道の両脇に並ぶ屋台の店主たちから声を掛けられるが、手を振って応えるだけ。好意的な声がそこかしこから飛んでくるが、今日は何を食べるかを既に決めている。

　目的の店舗前には既に精霊が待機していた。いつの間に。別に俺がここで買うというのを知っているわけではなく、何日か前からここの前で立ち止まっては作っている料理を眺めていた。興味津々のようだ。

「おっちゃん、新作の串くし二本よろしく」

　俺の言葉に精霊の表情が明るくなったような気がする。少し垂れ気味だった耳がピンと立った。

「おう、ソラじゃねえか。相変わらずデッカイもん背負ってんな」

　近付くと肉の香ばしい匂いがお腹を刺激する。

　支払いの準備のため立ち止まり、小銭入れからお金を取り出そうとして違和感を覚えた。

「ん？　どうした」

　動きを止めた俺に心配そうに声を掛ける屋台の店主、グレイに何でもないと言ってお金を渡す。

　串焼きを受け取りながら、視界の片隅でステータスを確認する。

　その違和感は、立ち止まった時に感じた荷物の重さ。体に感じる負荷が和らいだと思ったら、案の定、スキル「ウォーキング」のレベルが上がって、ステータスが増えていた。順調な成長に、自然と笑みがこぼれる。




　受け取った串焼きを持って食事の出来そうな場所を探した。精霊は今にも肉串に飛び付きそうな感じだが必死に我慢している。さすがに屋台街の近くは人通りが激しいから、一度横道に入って人ひと気けのないところに。背の低い住宅が立ち並ぶ一角に、腰を下ろせそうな場所があったから今日はそこで食事を摂ることにした。

　この辺りの家は煉れん瓦が造りで平屋が多い。一般的な造りの住宅で、木造の家の多かった地元とどうしても見比べてしまう。今でこそ慣れてきたが、中世ヨーロッパを彷ほう彿ふつさせる街並みは、異世界を歩いているような気分にさせる。実際に異世界なんだけど。




　一本は俺の、もう一本は精霊の分だ。精霊が串焼きを食べると、料理が突然消えたようになるから、人前で食べるわけにはいかない。

　以前訪れた村では精霊様の降臨だとお祭り騒ぎになった。あの村で料理の味を覚えたのか色々な屋台でつまみ食いをするものだから、一時騒ぎになった。怒声や叫び声に驚いた精霊は逃げるように姿を晦くらまし、再び戻ってきたのはその数日後だった。

　その数日間に何があったかは謎だが、戻ってきてからは勝手に料理を食べるようなことはなくなった。本当、何があったんだろう？

　そんなことを考えていたからか、気付いたら食べ終わっていた。肉串一本がお昼。言葉だけだと少ないように思うけど大きさが違うから。子供の拳こぶしほどの大きさの肉が四つ刺さっていてボリューム満点。あの厚み、あの大きさで柔らかく焼く腕はさすがの一言。屋台で売るのがもったいないと思うほどの味だ。タレも長年注つぎ足して使っているようで、深みがあるし侮れない。今回はそれにプラスして隠し味の調味料を使っているとかで……鑑定したら普通に何を使っているかは分かってしまったが、そこは企業秘密だよね。




　食休みを挟んで午後の配達へと戻る。立ち上がると満足そうに休んでいた精霊が顔を上げ目が合った。少し眠そうに瞼まぶたが下がっているが、フラフラと浮かび上がり、やがてフードの中にイン。定位置とばかりにすっぽりと収まる。こちらからは触れないのに、どうなっているか不思議だ。

　科学では解明出来ない謎！　みたいな感じか？　さすが異世界といったところだが、いつか解明してそのモコモコに触れて堪能したいとは思っている。




　配達中、よく利用する南門の前を通れば、旅装をした冒険者や商人らしき者の姿が。彼らは門の受付を済ませて入場したら、そのうちの何人かが近くに控える魔術師風の恰かつ好こうをした人たちのもとに近付き小銭を支払っている。

　何をしているかというと、生活魔法の「洗浄」で汗や服に付いた汚れをとっているのだろう。魔法を使える人の中で一番使用者が多いのが生活魔法だが、それでも総人口に比べたら魔法を使える人の数は少ない。そのため自前で使える仲間がいない人たちは、ああしてお金を払って洗浄してもらっている。

　一応風ふ呂ろもあるが、やはり利用出来るのはお金を持っている人たちになる。貴族や大商人が宿泊するような宿になら付いているが、そんな宿に一泊するお金でどれだけの日数を生活することが出来るやら。風呂好きというわけではないが、それでも何十日も入らないと恋しくなるがさすがに手が届かない。今宿泊している宿にはもちろん風呂なんてものはないし。

　俺はスキルの恩恵で殆ほとんど汗をかくことがないが、それでも道を歩けば衣服は汚れていく。

　当初困った俺は、スキルポイントで生活魔法も覚えることが出来ると知って飛びついた。

　そのため彼らのお世話になったことはない。安いとはいえ、一日一回利用すれば塵ちりも積もればで結構な出費になっただろう。生活魔法を使えると知った冒険者仲間から、よく鍛練後に洗浄を頼まれて感謝されるが、使えば使うほどスキルの熟練度が上がるから、俺としても利点がある。

　本当にスキル「ウォーキング」様々だ。

　他にも素人の俺でも剣が使えるようになった剣術や、冒険に役立つ収納魔法を使うことが出来るようになる空間魔法もスキルポイントで覚えた。将来的にはポーションを自作するための錬金術や、街の外に出た時にも美お味いしいものが食べられるように料理のスキルなんかも覚えたいと思っている。




　その日の配達は、結局予定よりも早く終了した。たぶんレベルアップで歩く速度が上がったからだろう。一人で移動する時は自分のペースで歩けるからいい。後はギルドに報告したら完了だ。

　空を見上げれば太陽の位置はまだ高い。基本的に日が暮れるまでに宿に戻るようにしているが、それでも時間はまだまだありそうだ。追加で配達依頼を受けるか悩むところだ。




「ソラ？」

　悩んでいたら不意に声を掛けられた。

　振り返るとそこには二人の少女が立っている。少女と言っても歳は俺と大差ないんだけど。

　俺は手を上げて応えると、二人のもとに向かって歩いていく。

　その時、二人の後方に聳そびえ立たつ王都の象徴である王城が視界に入った。

　今でこそ知り合いも増え、スキルのお陰でそれなりに上う手まくやっていけている。

　それでも召喚された当初は大変だった。

　あの城を見ていると、その時のことが鮮明に蘇よみがえってきた。








第１章









「我の呼びかけに応えし者たちよ。よくぞ参った！」

　視界が回復したと思ったらそこは見たことのない場所だった。高校に行くために電車に乗っていたはずなのに、ここは何処だ？　手に持っていたはずの鞄かばんはないし、制服のポケットの中を確認したがあるはずのものが何一つない。あ、ハンカチはある。

　目の前には大仰に手を広げた派手な服を着たおっさんが、興奮したように震えている。頭にのっているのは王冠？

　その周囲には髭ひげを蓄えた恰かつ幅ぷくの良い中年が。左右には整列して佇たたずむ鎧よろい姿の騎士っぽい人たちが、警戒しながらこちらの様子をうかがっている。

　俺の周囲には、同じような……服装じゃないな。学生服やスーツ姿、カジュアルな軽装をした男女が、俺を含めて七人いる。男が三人、女が四人だ。

　誰もが戸惑い、中には不安そうな顔をした者もいる。

　そもそも呼びかけに応えた覚えはないし、勝手に呼び出したのだろう。原理は謎だ。

「ここは何処ですか？　それにあなたは誰ですか？」

　一人の学生君（たぶん）が一歩前に出て問いかけた。

　その瞬間騎士が動きを見せようとしたが、目の前のおっさんが手をかざして止めた。

「ここはエレージア王国。そして余はエレージア王国国王である。此度は我が王国に伝わる秘術、異世界召喚によって、そなたたちをここに呼び寄せさせてもらった」

　長々と退屈な話を聞かされた。

　要約すると、召喚された者は優れたスキルの恩恵があるので、その力を使って復活した魔王を討伐してくれとのこと。

　学生君が魔王を討伐したら元の世界に戻れるか聞いたら、魔王の持つ魔石を使用することで元の世界に戻ることは可能らしい。魔石とは人間でいうところの心臓。殺して奪えということか？

　説明が曖あい昧まいなのは、あくまで文献に魔石を使用して帰還した勇者がいるとの記録が残っていたからだと、彼らは主張した。

「では、勇者よ。ステータスオープンと唱え、その力を我に示すがよい！」

　周囲からステータスオープンという呟つぶやきが聞こえる。

「ステータスオープン」

　俺も逆らわずに言う。

　言葉とともに透明なパネルのようなものが目の前に浮かび上がった。

　そこにはゲームでいうステータスのようなものが表示されている。

　驚き周囲を見たが、他の人のものは見えない。ただ集中して宙を見る様から、同じようにパネルは見えているようだ。


名前「藤宮そら」　職業「無職」　レベルなし

ＨＰ10／10　ＭＰ10／10　ＳＰ10／10

筋力…１　　体力…１　　素早…１

魔力…１　　器用…１　　幸運…１




スキル「ウォーキング」　効果「どんなに歩いても疲れない」



「なんだこのステータスは……」

　弱キャラだ。最弱モンスターにも勝てるかどうかも怪しい？

　向こうの世界では学生だったが今は無職。何もしていないからか？

　そもそもレベルなしってなんだよ。最初はそういう仕様なのか、それとも文字通りないのか。なかった場合、これ以上の成長は見込めないということになるのか？

「確認は済みましたかな？　済んだなら一人ずつ、この水晶に手を触れるがよい」

　王の傍かたわらに立っていたローブ姿の老人の指し示す先には、豪華な台に置かれた水晶があった。

　これに触れると、触れた者のステータスを他者が見ることが出来るようになるという。

　一人一人。順番に水晶に触れていく。

　まずは先ほど国王に質問していた、学生服をしっかり着込んだ少年。

　ラフな格好で、少し眠そうな女性。

　スーツをビシッと着こなしたお姉さんと、その女性とは真逆の、おちゃらけた印象を受けるスーツを着た男性がその後に続く。

　腰まで伸びる長い黒髪が目立つブレザーの制服を着た少女が水晶に触れ、最後に茶髪のおかっぱヘアーの子が、背を丸めて恐る恐る水晶に近付く。

　ステータスが次々と表示され、それを見た王様と老人、その周囲にいる人たちから、次々と歓声があがる。

「剣王」「魔導王」「聖騎士」「剣聖」「聖女」「精霊魔法士」

　職業の呟きと共に、そのレベルにも驚きの声が上がる。

　高い者で既に50。一番低くても30だ。

　スキルだって皆複数持っている。

　多い者だと一〇個以上もあるだと？　一番少ない者でも六とか……改めて自分のステータスと見比べて思う。この差は残酷過ぎません？

　期待するように見てくる無数の視線が痛い。

　しかし逃げることも出来ず、一歩二歩と歩いていき、諦あきらめて水晶に触れた。

　一瞬ノイズのようなものが走ったが、同じようにステータスパネルが他の人たちにも見えるように表示されたようだ。

　誰もがその表示に言葉を失う。悪い意味でだけど！

　それは同じように召喚された同郷の者たちからも、だ。さっきまであった熱狂が波を引くように収まっていく。

「何じゃこのステータスとスキルは！」

　王様の叫びはごもっとも。

　むしろ俺が聞きたい！　やり直しを要求する。

　ざわつく周囲と自分のダメっぷりに心が折れそうになったその時、ふとステータスパネルに表示されたある箇所が目にとまった。

「……あれ？」

　さっきまでと違っている。


スキル「ウォーキングＬｖ[image: ]」

効果「どんなに歩いても疲れない（一歩歩くごとに経験値１取得）」

経験値カウンター　21／１０００

スキルポイント　０



　しかし水晶の方に表示されるステータスを見ると追加された項目の表記がない。

　歩くだけでレベルが稼げるとか……けどレベルなしだったからこれは何の経験値なんだ？　あ、スキルにＬｖって付いているからこれか？

　ただ経験値カウンターの数値は０ではなく21となっている。

　水晶まで歩いた歩数がカウントされたのか？

　しっかり覚えていないがそれぐらいの歩数を歩いたような気がする。あとは気になるのがスキルポイントか。

　考え事をしていたらいつの間にか周囲が静かになっていた。

　顔を上げて王様を見ると顔を逸らされた。

　次にローブの老人を見たら同じように顔を逸らされた。

「うむ。此度は六人の選ばれし勇者を無事呼び出すことが出来た。これより歓迎の宴を開こうと思う！　勇者の皆様はこちらへ」

　どうやら俺のことはなかったことにするようだ。

　召喚された同郷の人たちは、困惑する者、視線を逸らす者、心配そうにする者とそれぞれいたが、最終的には強制的に連れていかれた。

　職業が立派でも、レベルが高くても、戦う術なんてない社会で生活していたんだ。武装した騎士に囲まれたら従うしかないのだろう。

　一人残された俺の目の前に、同じく残っていた騎士が近付いてきて小さく「ついてきてください」と呟き、返事も聞かずに歩き出した。

　結果は、ハイ、城から追い出されました。

　王城の扉の前までついていくと待つように言われて、三〇分ぐらい見張りの監視のもと待たされた。

　やがてそれなりに豪華そうな馬車がやってきて、中に押し込まれ、行き先も告げられずに動き出した。

　窓にはカーテンが付けられていて外は見えない。まさかこのまま何処かに監禁とか？

　目の前には屈強な騎士が二人座り、両隣にも挟むように座っている。逃げる隙はない。もっとも隙があっても何処に逃げればいいのか分からないが。揺れた時に触れる金属鎧が痛いんですけど。

「降りろ」

　馬車が停まると、掃き出されるように外に追いやられた。

　振り返るとそこには立派な門があり、今は開いている。門の向こう側には立派な城があり、城に続く道には豪華な、煌びやかな大きな家が道を挟んで立ち並んでいる。

　啞あ然ぜんとその光景を見ていたら、遅れて馬車から下りてきた騎士の一人から、「餞せん別べつだ」と小さな袋を投げ付けられた。

　どうにかキャッチして確認すると、銀色に輝く硬貨が二枚と、銅色の硬貨が一〇枚入っていた。

　これが多いのか少ないのか判断出来ないが、騎士に目を向けるとニヤニヤと馬鹿にしたようにこちらを見ている。悪意を感じるのは気のせいか？

　やがて騎士が乗り込んだ馬車は門の中に消え、開いていた門がゆっくりと閉まっていった。




「世界は違っても人は人か……」

　何処の世界でも嫌な奴はいるなと思いつつ、どうせもう会うこともないだろうと街中に目を向ければ、今まで見たことのない世界が広がっていた。

「…………っ!?」

　圧倒されて言葉が出ない。

　ほんの少し前まで抱いていた嫌な感情が一気に吹き飛んだ。

　何も知らなければ仮装のパレードと思ったかもしれない。道行く人は剣や杖つえを持ち、服装もゲームで出てきそうな鎧を身に着けた人や、物語の中の魔女が被るような鍔つばの広いとんがり帽子の人もいる。異国情緒を思わせる服装は、まるで自分がゲームの世界にでも入ってしまったような不思議な感じにさせる。

　立ち並ぶ建物も石材やレンガを積み重ねて造られていて、一瞬タイムスリップでもしたんじゃないかと錯覚させられた。本やネットでしか見たことがない、中世ヨーロッパのような風景が広がっている。

　しばらく我を忘れて見み惚とれていたが、多くの視線を感じて我に返った。

　最初金髪ばかりの中に黒髪の男がいるのが珍しいのかと思ったが、相手と自分の服装を見て、明らかに浮いているのを感じた。場違い感が半端ない。確かに制服姿の俺は物珍しく目立っている。

　逃げるようにその場を離れながら、今置かれた状況を考える。ドキドキする鼓動を必死に抑えながら、現実的に。

　第一に、お金の価値を早急に知る必要がある。特にこのお金でどれぐらい生活が出来るか。すぐになくなるようなら何かしらの手段でお金を稼ぐ必要がある。

　第二に拠点となる場所の確保。やっぱ宿かな？　さすがに野宿とかは怖い。街行く人を見れば軽装の人もいるけど、普通に武器を持っている人の姿が視界に入る。寝ているところを襲われたら、一瞬で命がなくなりそうだ。

　あとは……この世界についての根本的な知識か。

　そこまで考えて不意に足が止まった。

「この美味しそうな匂いは……何？」

　キョロキョロと周囲を見回し、発生源を見付けると無意識に足が動いた。

[image: ]

「なんだ兄ちゃん。冷やかしなら向こうへ行ってくれ」

　ジッと眺めていたら怒られた。

　お腹が空いていないはずなのに、無性に食べたくなった。その漂う匂いに、抗う術がない。

「これで一つもらえるか？」

　ある意味チャンスだと思い、銀貨と銅貨をそれぞれ一枚差し出す。

　あ、凄すごく変な顔された。

「おいおい、兄ちゃん。銀貨なんて出されても俺じゃ釣りなんて出せねえよ。銅貨なら、銭貨八枚の釣りだな」

　俺は銅貨を差し出し、串くし焼やき一本と銭貨八枚を受け取った。

　色々と聞きたいが、まずは一口。と思い手が止まった。

　一見すると何でもない肉の串焼き。他の人も普通に食べているから食べられるものであるのは違いない。しかし……外国の屋台で食事する番組で、あとからその材料を聞いて驚きよう愕がくする芸能人。それを何故か思い出した。

　思わず買っちゃったけど、本当に食べても大丈夫なのか？

　匂いだけなら間違いなく美う味まい。断言出来る。脳は食べろと指令を発しているが、手がこれ以上動かない。

　そんな俺を訝いぶかしげに見てくる屋台のおっさん。間違いなく今の俺は不審者だ。

　どうする……どうする？

　助けてくれる人は誰もいない。

　その時呼び出したままだったステータスパネルの一部に視線が釘くぎ付づけになった。


スキル「ウォーキングＬｖ１」

効果「どんなに歩いても疲れない（一歩歩くごとに経験値１取得）」

経験値カウンター　１４９／２０００

スキルポイント　１



　ウォーキングのレベルが上がってスキルポイントが増えている。

　さらに習得可能スキルというリストが新たに表示されている。

　そのリストの先頭にあるスキル……【鑑定】を見た瞬間。考えるよりも先に選んでいた。

　スキルポイントを使用して覚えますか？　との問いにハイと答える。もちろん心の中でだ。

　そのスキルを使用すれば、





【ウルフ肉の串焼き】食用の魔物肉。品質・良






　と吹き出しのように文章が見えた。

　これがスキル!?

　一部気になる単語はあったが、金縛りにあっていた手が動いた。

「……美味い」









　この続きは現在配信中の『異世界ウォーキング　～エレージア王国編～』にてお楽しみください


[image: ]Rio Kamiyama, Taranboman 2019



















目め覚ざめたら最さい強きよう装そう備びと宇う宙ちゆう船せん持もちだったので、一いつ戸こ建だて目め指ざして傭よう兵へいとして自じ由ゆうに生いきたい ８
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